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プロローグ





（一九三七年八月二十二日　上海）













　白く煙る呉ご

 淞しよう

 路ろ

 は、巨大な映画のセットの如く静まり返っていた。

　中山書店と楷書で書かれた看板。

　その真下に日本海軍上しやん

 海はい

 特別陸戦隊の兵がうずくまっている。

　書店の両脇には理髪店や米屋、酒屋などが立ち並び、一見内地と同じ町の風景を思い出させる。

　北きた

 四し

 川せん

 路ろ

 の東に位置する呉淞路は、日本租界の目抜き通りだ。朝の十時を回り平時なら人混みで溢
 れかえるのだろうが、今は人っ子一人歩いていない。

　あたりには中国兵の放ったガスが充満している。

　ガスの毒性を警戒し、兵たちは例外なく九三式防毒面を着用していた。

　在留邦人の多くは既に避難している。

「工く

 藤どう

 少尉を呼べ」

　防毒面越しにくぐもった榎えの

 本もと

 大尉の声が響いた。

　中隊を率いる榎本は海軍兵学校を首席で卒業したエリート士官だ。

　艦隊勤務、軍令部の参謀……。

　赤い絨じゆう

 毯たん

 が敷かれた道はいくらでもあったろうに、榎本が選んだ道はなぜか「陸おか

 の河童」と揶や

 揄ゆ

 される陸戦隊であった。

　なぜ陸戦屋を選んだのでありますか？

　榎本は部下にそう聞かれるたび「俺は本当に泳ぎが下手くそなのだ」と少し照れたように答えた。そんな時、決まって榎本の目は細まる。

　すっきり通った鼻筋と、決して大きくはないが優しさを湛えた目。

　そして、すらっと伸びた背丈。

　一見、机仕事デスクワーク

 が似合いそうな風貌ながら、図太い肝っ玉と慈愛の精神を持つ大尉は部下からめっぽう慕われていた。

　ゴーグルの下から覗く榎本の目は油断なく周囲を窺っている。

「何でありますか……」

　壁伝いに隊の先頭へ来た工藤少尉の顔を見て、榎本大尉はぎょっとした。

　工藤は防毒面を被っていない。

「工藤よ。お前、いったい」

　精せい

 悍かん

 な顔の工藤は通りに顎あご

 をしゃくってみせた。

　ぶち模様の野良猫が一匹ふらりと魚屋から姿を見せ元気に歩いてゆく。

「なるほど」

　毒ガスではない、と悟った榎本大尉は素早く兵に「面取れっ」と指示した。

「驚かすな工藤」

「全くであります」

　と、下士官上がりの少尉は涼しい顔だ。

　相変わらずだな……。

　防毒面を外した榎本は改めて工藤少尉を見つめた。

　この男とは第一次上海事変以来、もう五年の付き合いになる。

　背丈は人並みだが、軍服の下にはがっちり逞たくま

 しい肉体が隠れている。浅黒く日焼けした顔はやや四角張った輪郭だ。顎にはもう四日も剃っていない無精髭がうっそうと生え、中心には分厚い唇が皮肉げに構えている。

　最も印象的なのは目だった。

　切れ長の大きな造作は顔全体のバランスをやや欠いている。が、これを魅力に感じる女も多いだろう。屈強な外見とは裏腹に、憂いを湛えた漆黒の瞳は、どこか孤独な印象を見る者に与えた。

　決して群れず、誰も従えず、上官にも媚こ

 びることはない。

　それが工藤信しん

 一いち

 郎ろう

 という男だった。





　一九三七年七月七日、北京郊外の盧ろ

 溝こう

 橋きよう

 付近で日中両軍が交戦を開始した。

　不拡大に向けた外交努力も空しく戦火は中国各地へと広がり、国際都市上海は蔣しよう

 介かい

 石せき

 率いる国民党軍の精鋭第[image: 丷]

 十七、[image: 丷]

 十[image: 丷]

 師団に包囲された。

　対日感情が悪化する中、日本軍士官や兵の失踪、射殺事件が相次いだ。

　次第に市内は一触即発の緊迫した情勢となっていった。

　そして[image: 丷]

 月十三日の夕刻、中国軍は駐留する日本軍に対し攻撃を開始した。

　第二次上海事変の勃発である。

　上海の共同租そ

 界かい

 を包囲した中国軍兵力は約四万。

　一方の駐留日本帝国海軍は上海特別陸戦隊が二千二百、佐さ

 世せ

 保ぼ

 と呉くれ

 から増派された陸戦隊が千二百、その他が六百で合計四千余りの守備兵力であった。

　劣勢をものともせず、海軍陸戦隊は悲壮な覚悟で戦いを続けていた。

　上海の共同租界にはイギリスやアメリカなど各国の軍隊が駐留している。

　日本軍も中国国民党軍も共同租界を戦場にすることで、欧米各国をいたずらに刺激したくはない。

　欧米側も共同租界の出入り口を封鎖し、高みの見物を決め込んだ。

　必然的に両軍の主戦場は日本人居留民の多い虹こう

 口こう

 地区と閘こう

 北ほく

 地区になった。

　海軍陸戦隊司令大おお

 川かわ

 内ち

 伝でん

 七しち

 少将は、全部隊に「無理な前進をするな」と厳命している。

　味方の増援は当分望めそうにない。僅か四千の兵力をいかに維持するかが戦いの命運を握っているからだった。

「工藤少尉」

　榎本は慎重な口ぶりで聞いた。

「中国軍はどう攻めて来るだろうか？」

「恐らくですが……」

　工藤は北に向いて伸びる呉淞路を指さした。

「虹口地区の北正面からは来ないでしょう」

「ほう。その根拠は何だ？」と、榎本大尉が聞いた。

「呉淞路の北方面は我が陣地から丸見えです。夜襲ならともかく昼間の突撃では犠牲が大き過ぎます」

　なるほど、と榎本は頷いた。

「敵は正面衝突を避け、左手の崑こん

 山ざん

 路方面からやって来る。そう言うのだな？」

「ええ」

　工藤は、およそ百メートル先で交わる崑山路の交差点を見つめた。

　手前の路上には土囊を積み上げた円形の陣地が築かれ、日本兵の先陣が潜んでいる。

　その先に単身斥候へ出た三み

 好よし

 兵曹は、昨夜変わり果てた姿で発見された。

　呉淞路のカフェ内で数十発の弾丸を受け死亡していたのだ。その傍らには辱はずかし

 めを受けたロシア人とイギリス人の女給が息絶えていたという。

　斥候に出た先で中国兵の狼藉ぶりを見かねた三好兵曹は、単身敵に立ち向かい返り討ちにあったものと思われた。

　工藤は真面目で実直な三好兵曹の人柄を買っていた。

　戦場にどっかり根を張ると、いつしか人の死が当たり前になり鈍感になる。

　粗野な言葉を吐き、腕っ節の強さを誇示する人間が多い中で、三好は常に穏やかな表情を崩すことはなく、敵味方を問わず戦死者には手を合わせていた。

　なぜそのような男が死なねばならない。

　軍人として、いや、人間として義を貫いた三好をなぶり殺しにした敵が許せない。

　きっと仇かたき

 は討ってやる……。

　工藤は内心そう誓っていた。

　ここ数日の戦いで中国軍は正面突破の愚を繰り返し、大きな損失を被っている。

　上海は無数の通りと路地で構成される大都市だ。

　市街戦では敵の勢力が優勢であっても、それが勝利に結びつくわけではない。狭い通りに大軍が殺到しても行動が取りづらく、結局戦う人数は限られてしまうのだ。

　一方、日本側の守備隊は一つの拠点を失っても、次の地点で防御できる。

　物量に勝る敵の戦法は「ひたすら敵陣に押し込む」ことであった。

　これを防ぐには「壁」を作らねばならない。

　建物、陣地、装甲車。

　そして兵隊……。

　全ての物を壁にし、幾重にも分厚くする。

　津波のように押し寄せる敵の襲撃を防ぐことが肝要であった。

　数分後、静寂は破られた。

　前方左手からごーっというディーゼルエンジンの野太い音が響いてきたのだ。

　輻ふく

 輳そう

 する音からすると数台はいる模様だ。

　数日で到着すると言われている中国軍第[image: 丷]

 十七師団の援軍かもしれなかった。

「あの音は崑山路の方角からです」

　工藤少尉は耳を澄ませた。

「少尉」

　榎本大尉は轟音に負けじ、と声を張り上げた。

「敵の兵力が不明だ。ここは一旦撤退して防御の壁を固めるべきではないのか？」

「いえ、撤退などあり得ません」

　きっぱりと工藤は言った。

「三好兵曹は民間人を助けたために殺されたのです。大尉殿、三好は戦闘行為を行なってはならないという偵察・斥候時の軍規に違反した不届き者なのでしょうか？」

「いや」

　榎本は言下に否定した。

「一命を賭
 して民間人、それも他国民の女性を守ろうとした三好の行為は断じて軍規違反などではない」

「では」

　工藤の目が、榎本を射抜く。

「ここで我々が撤退すれば、中国兵は我ら日本兵を腰抜けと
嘲あざけ


 り、愚劣極まりない蛮行をこの上海で繰り返すでしょう。それは、我々帝国軍人が誇りとしてきた義と名誉をドブに捨てるに等しい。自分はそれが我慢なりません」

　何という男だ……。

　榎本大尉は改めて工藤の顔を見つめた。

　屈強な肉体を持つこの男は、呆れるぐらい真っ直ぐな魂の持ち主であった。

　ひとたび琴線に触れると、大きな目に浮かぶ憂いはすっかり消え去り、燃え盛るような感情が全身を支配するのだ。

　むろん榎本にも工藤の血を吐くような思いは痛いほど分かる。

　敵に辱めを受けた今こそ帝国軍人としての矜きよう

 持じ

 を保たねばならない。

　しかし……。

　戦闘指揮官としての榎本は、なおも戸惑った。

　ガスのせいで敵の兵力がはっきり分からない。

　正直なところ、交差点に突出した円形陣地まで戦線を前に押し出すのは危険が多過ぎるように思えた。

「大尉殿」

　工藤が判断を迫ってくる。

　確かに戦略的には敵に交差点を奪われると相当厄介である。部隊を前方の円形陣地へ進出させる好機は今しかあるまい。

　よかろう、と腹をくくった榎本大尉は中隊に前進を命じた。

　命令を受けた陸戦隊員は一斉に立ち上がり、前方の陣地へと前進を始めた。

　白い煙の向こうに敵兵が被る鉄帽のシルエットが次々と浮かぶ。

　ドイツ式のそれは中国兵だった。

「敵だ。急げーっ」

　工藤の号令で、全員が一斉に走り始めた。

　こなくそーと、五十キロを超える九二式重機関銃を四箇所のアームで支える和歌山出身の兵が歯を食いしばった。

　前方の陣地から日本軍の軽機関銃が、たたんたんっと発射音を響かせ始めた。

　赤い敵の曳光弾が地表すれすれに飛んでくる。

　ぴしっ、と敵弾が舗道で跳ねる。

　腹を撃たれた兵が隣でもんどり打って倒れた。

　工藤は部隊に左右へ分かれるよう指示し、自身は銃火の中、左翼隊の先頭を走った。

　腰だめにベルグマン短機関銃をぶっ放しながら全力疾走する。陣地に積みあがる土囊を這
 い上がり、どうにか味方陣地内に転がり込んだ。

　ハアハアと荒い息をつき、土囊越しに前方を見る。

　中国軍は二台の装甲車を先頭に、五、六名ずつの歩兵が固まりになって続いている。

　敵装甲車の砲塔から機銃が唸うな

 る。

　ぷすぷすと銃弾が土囊につき刺さった。

　味方の陣地内からヴィッカース・クロスレイ装甲車が応戦した。七・七ミリの二門機銃が野太く吼ほ

 え始める。

　たちまち周囲は我彼の機銃発射音と爆発音に包まれた。

　敵装甲車の破壊力は大きい。

　何とか中国兵を盾のない状態にしなければならん。

「百もも

 瀬せ

 ーっ」

　工藤は部隊一の古参兵である百瀬兵曹長を呼んだ。

　ベルグマン短機関銃を構えた百瀬が背をかがめ走り寄ってきた。

「どんな具合だ」

「いけませんね」

　百瀬は髭に覆われた顔をしかめた。

　背は低く首回りも太い。が、引き締まった体軀は土俵際で粘る小兵の力士を思わせる。

「敵さんの装備は最新鋭です。それに装甲車が二台も張りついてやがる」

「百瀬よ。先頭の装甲車をやっつけられんか」

　横で軽機関銃が唸り始めた。

　発射音に負けじ、と百瀬は声を張り上げた。

「至近距離から手榴弾を複数投げつけ、足を止めるしかありません」

「よし分かった。では、中なか

 島じま

 と
辻つじ


 を連れてゆけ」

　工藤の指示で百瀬兵曹長が動いた。

　高校時代、野球の外野手で鳴らしたという強肩の百瀬は部隊一の投とう

 擲てき

 力を誇る。

　砲火の中を匍ほ

 匐ふく

 前進した百瀬と二人の兵は装甲車に肉薄し、キャタピラー付近に手榴弾を次々と叩き込んだ。

　ずんっという轟ごう

 音おん

 と共に左後輪のキャタピラーが外れた。

　装甲車は慣性の法則に従い、そのまま滑るように突進。不二家レストランのショーウィンドウを突き破って停止した。

　やったーっと、陣地から歓声が湧きあがる。

　喜びも束の間、ヒュルヒュルと音がしたかと思うと、頭上から迫撃砲弾が落ちてきた。

　弾の尻尾につく四枚の羽根が回転して、不気味な音を立てる。路上で炸さく

 裂れつ

 した砲弾は大音響と共に盛大な土煙を上げた。

　いったいどういうことか。

　戦闘を指揮する榎本大尉の中で次第に疑問が膨れあがる。

　撃退しても一向に敵の勢力は減る気配がない。

　それどころか味方の犠牲者が徐々に増え始めているではないか。

　やはり相手は増援部隊かもしれん……。

　榎本の顔から一気に血の気が引いた。

　ここ数日の攻撃パターンとは明らかに違う。一定の犠牲が出ると攻撃を止め、退却に移るのが敵の定石であった。

　執しつ

 拗よう

 に繰り返される攻撃は明らかに統制が取れており、何よりもこの拠点を奪い取るという強固な意志が感じられた。





　その頃、円形陣地を越えて前進した工藤少尉は呉淞路の左翼にあるカフェの中にいた。

　そこは昨夜斥候に出た三好兵曹の死体が発見された場所だった。

　昨夜、血の海と化していた大理石の床は一夜たってどす黒く変色している。

　全身に銃弾を打ち込まれた三好は、苦悶の表情を貼り付け血まみれで息絶えていた。

　奥にはカウンターがある。その周りには暑さのため早くも腐臭を放ち始めた中国兵の死体が点々と転がっていた。

　三好よ。さぞ無念だったろう……。

　床に跪ひざまず

 いた工藤はしばし瞑目した。

　三好の故郷は大分の日向ひゆうが

 市だ。実家は古くから続く造り酒屋で七月に待望の跡取り息子が生まれたと喜んでいた姿が脳裏に蘇る。つい数日前にもまだ見ぬ息子の名前で相談を受けたところだった。

　立ち上がり、震えが止まらぬ[image: 拳]

 を堅く握り締める。

　三好兵曹が貫こうとした信念を決して忘れてはならん……。

　ぐっと奥歯を嚙み締めた工藤は、短機関銃を構え再び弾雨の中へ飛び込んだ。





　一方、榎本大尉は野戦電話にしがみついていた。

　轟音と雑音で相手の声がよく聞こえない。泥まみれの電信兵も不安げに見上げている。

「こちらは大川内だ」

　声の主は陸戦隊司令大川内少将からであった。

　何と。司令じきじきの電話とは……。

　榎本の表情がさっと硬くなった。

「大尉。呉淞路の前線はどうなっている」

「実は……」

　榎本大尉の額に汗がどっと吹き出した。

「崑山路の交差点に設けた円形陣地まで部隊を進出させましたが、強力な敵に包囲されつつあります」

「馬鹿者！」

　いきなり怒号が爆は

 ぜた。

「あれほど無理をするなと言ったはずだ。斥候兵が殺害され、敵情確認ができなかったにもかかわらずなぜ部隊を前進させるのだ」

「…………」

　うろたえた榎本はアルミ製の受話器を持ち替えた。

　鉄帽からぼたぼたと汗がしたたり落ちる。

「大規模な増援を得た中国軍は今朝から一斉に我が前線を攻め立てている。閘北地区で奮闘している陸戦隊の中央隊は前線を突破されて総崩れだ。貴様に託した虹口地区の前線は呉淞路だ。そこを突破されると北四川路の陸戦隊本部すら危うくなる。今すぐそこから撤退し、防御を固めるのだ」

　了解、と答えた榎本は震える手で受話器を置いた。

　大尉殿、と誰かが呼ぶ。

　声に振り返ると工藤少尉が立っていた。

　灰色にすすけた顔の中で、目だけがギラギラと生気を放っている。

「お願いがあります」

「何だ？」

「自分の小隊をこの陣地から進出させてください」

　ハアハアと息遣いが荒い。

　その顔には、抑えようもない強烈な衝動が浮いていた。

「三好兵曹の仇討ちです。あいつらを皆殺しにしてやります」

「いかん」

　きっぱりと榎本大尉は言った。

「つい今しがた陸戦隊本部の大川内司令より電話があった。敵は増援の精鋭第[image: 丷]

 十七師団だ。数、装備共に我が軍を上回っている。がっぷり四つに組んでも勝ち目はない」

　近くに迫撃砲が着弾し、バラバラとアスファルトが降ってくる。

　二人の目の前にどさんっ、と革張りの椅子が落ちて来た。

　[image: 丷]

 月十三日から続く日中の戦いは、予想以上の粘りを見せる海軍陸戦隊の奮闘によって膠着状態となっていた。

　事態の長期化は日本軍に援軍の機会を与えるだけだ。

　そう考えた蔣介石は急遽援軍を派遣。増援を得た張ちよう

 治じ

 中ちゆう

 司令は日本軍を蘇そ

 州しゆう

 河がわ

 に追い落とすべく、全ての前線で総攻撃を仕掛けてきたのだった。

「しかし……」

　なおも抗う工藤を榎本は手で制した。

「後ろを見てみろ、工藤少尉」

　振り返った工藤は、ぐっと言葉を詰まらせた。

　見れば後方の路地からも敵兵が現われ、味方の背中を撃ち始めている。

　四、五名の敵が小銃を撃ち、手榴弾を投げながら近づいて来る。向きを変えた軽機関銃が火を吐き、たちまち三名が倒れた。

　このままでは挟み撃ちにされてしまう……。

　ごくりと硬い唾を呑み、工藤は背後の敵兵を見つめた。

　確かに海軍陸戦隊は、緒戦から数に勝る敵兵を撃退し続けている。

　五年前の第一次上海事変における勝利の経験も「中国兵恐れるに足らず」の感覚に拍車をかけているのだろう。

　だが、当然のことながら敵も進化している。

　国民党軍を率いる蔣介石はドイツから軍事顧問団を受け入れ、兵隊の錬度向上と装備の近代化を進めてきた。

　もはや五年前の古色蒼然とした中国軍ではない。

　戦場を知り尽くしていると自負してきた古参の自分が誤った判断を下してしまった。

　おごり昻ぶったか。

　それとも三好兵曹を殺害された怒りで冷静さを失ったのか……。

　憤怒と後悔とが入り混じり、工藤の頭はひどく混乱していた。

　崑山路から溢
 れ出てくる敵兵の数はどんどん増え続け、機関銃と小銃の弾幕をかい潜って円形陣地へと肉薄してくる。

　白兵戦を覚悟した榎本大尉は、全軍に着剣を命じた。

「剣つけー」

　砲火の中で百瀬兵曹長が叫ぶように声を張り上げた。

　うおー、という喚声と共に中国兵が突っ込んでくる。

　腰だめに小銃を構えた陸戦隊員は、土囊を越えてくる敵兵に銃剣を突き刺した。

　猿のような奇声を放つ敵兵は、次々と土囊の上から降って来る。

　銃弾を打ち込まれた敵兵は、血を噴出しながら落下した。

　飛び込んで来る中国兵をかわした榎本大尉は抜刀し、袈け

 裟さ

 がけに背中を切りつけた。

　ぎゃっと苦く

 悶もん

 の声を放ち倒れる敵兵。

　今や円形陣地の内外では壮絶な白兵戦が繰り広げられていた。

「ひるむなー」「東とん

 洋やん

 鬼ぐい

 ー」「突っ込め」

　日本語と中国語が入り乱れ、血しぶきと白刃が真夏の光にきらめく。

　だが、勇猛な陸戦隊員たちも複数の敵に囲まれ、次々と倒れてゆく。

「退却するぞーっ」

　砲火が鎮まった。その隙
 に、榎本大尉は陣地内のヴィッカース・クロスレイ装甲車を反転させた。

　装甲車を盾に脱出を図るつもりだった。





　乱戦の中、工藤少尉は崑山路側の方角を守っていた。

　我が死地はこの円形陣地。

　そう決めたのだった。

　昨夜の三好兵曹を含め、いったい何人の陸戦隊員が命を失ったことか……。

　青ざめた顔の工藤は周囲を見た。

　そこは紛れもなく虐殺の場だった。

　夥おびただ

 しく流された血、苦悶の叫び声、無残に吹き飛んだ足や腕。崩れ落ち二度と動くことのない屈強な体軀……。

　全ては自らの軽率な判断が招いたことであった。

　己の不甲斐なさでこれ以上犠牲を出してはならない。

　尊い命を落とした仲間たちへの償いだ。

　何としても自分がこの拠点を死守せねば……。

　そう覚悟したところに、左翼から新たな敵が襲いかかってきた。

　とっさに[image: 拳]

 銃を構えたが間に合わない。

　左肩を小銃で撃たれた工藤は、がくりと膝をついた。

　飛び込んできた敵兵の銃把で顎を殴られ、のけぞったところを銃剣で刺された。

　うぐっ……。

　左足の太ももにずぶりと銃剣がつき立てられ、鮮血が迸ほとばし

 り出る。

　工藤はあまりの激痛に苦悶の声を上げた。

　短機関銃を構えた百瀬兵曹長が飛び込んできて、周囲の敵を掃射した。

「大丈夫か、工藤」

　倒れた工藤の姿を見つけ駆け寄った榎本大尉は、衛生兵に止血を指示した。

「申し訳ありません、大尉殿……」

　工藤は榎本大尉の腕をがっちりと摑んだ。

「三好兵曹の弔い合戦です。ここで最後まで戦わせてください」

　その目が懇願するように泳ぐ。

「馬鹿もの」

　榎本大尉は一喝した。

「死に急ぐことが三好の魂を救うことにはならん」

「しかし……」

　工藤は悔しさと苦痛に歯嚙みした。

「自分は必ず全員を連れて帰る。よいか工藤、無念だと思うならば何としても生き延びろ。そして、三好の分まで戦うのだ」

　そう言って立ち上がった榎本大尉は、寝板に工藤を乗せるよう指示した。

　生き残った陸戦隊員は装甲車の周りに集まった。

　呉淞路の東側に立ち並ぶ日本租界の商店街。

　五軒南に下ったところに田中金物店がある。

　田中金物店の角を路地に入ると広い駐車場があり、さらに向こうは山中工務店の倉庫へと続いている。

　そこを抜けると安全な密勒路に出ることができる。

　以前海軍宿舎の補修を山中工務店に請け負わせたことがある。

　その関係で、榎本はその抜け道を知っていた。

　大型トラックが十分出入り可能な幅がある。ヴィッカース・クロスレイ装甲車でも難なく通り抜けできるだろう。

　あと五軒。距離にして五十メートルほど敵を撃退して後退し、戦線を突破すればきっと脱出できる。

　砲煙をすかし見れば、その手前には敵兵が集団で陣取っている。

「よおし」

　覚悟を決めた榎本大尉は血まみれの刀を振り上げ「突っ込めー」と叫び、うおーっと雄たけびを上げる兵と共に敵陣に向かって突撃を開始した。

　その後方には衛生兵と負傷者が続く。

　ゆらゆらと揺れる寝板の上で工藤は死を待っていた。

　息ができない。

　それに目を見開いても視界は白濁したままで何も見えない。

　工藤の意識は次第に遠のいていった。
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　視界を覆う分厚い灰色の雲が一瞬途切れた。

　地表が望める……。

　操縦席後方に押し込まれた小お

 野の

 寺でら

 稔とし

 夫お

 技師は、轟音に震える窮屈な空間で姿勢を変えようともがいた。

　単座の戦闘機に底荷バラスト

 よろしく潜り込んだのは自分である。狭いだの、息苦しいだのと文句は言えない。

　だが、炬こ

 燵たつ

 で丸まった猫の如き姿勢のまま、既に飛行時間は五時間を越えていた。

　忍耐もそろそろ限界に近い。

　何とか一目だけでも下界を拝みたかった。

　小野寺の意志を理解したのか、零れい

 式しき

 艦上戦闘機は優雅な灰色の機体を左に傾け、降下を開始した。

　滑らかな曲線を描くデュラルミンの主翼が、分厚い密雲を切り裂く。

　雲の下に出た途端、激しい雨粒がバラバラと機体を襲った。雹ひよう

 でも叩きつけられたような大粒の雨だ。

　地表が見えた。

　中国大陸の茫ぼう

 漠ばく

 たる大地は雨煙ににじんでいる。まるで高僧の描く水墨画にも似た幽玄さを湛えているように思えた。

　小野寺はゴクリと息を呑んだ。

　眼下に拡がる雄大な景色を見逃すまいと、風防のプレキシガラスに顔を押しつけた。

　茶褐色の大地を蛇行する大河は地を這
 う巨龍にも見える。

　はるか地平に頭部と尻尾を隠し大地をのたうつ異形の生き物。神が戯れに天空から射抜き、背中に刺さった矢のように見えるのは鋭角に分岐する支流だ。

　小野寺は薄闇に目を細めた。

　支流付近に拡がる灯火は、龍の傷口から吹き出した血の如くに赤い。

「左前方、上海市街……」

　爆音に混ざり伝声管から声が響いた。

　小野寺に背を向け、操そう

 縦じゆう

 桿かん

 を握る西にし

 野の

 海軍少佐であった。

「英米の共同租界は二十四時間眠らない街と言われ、朝まで灯が絶えんのです」

　西野少佐は中国上空の激烈な航空戦を戦い抜いた猛も

 者さ

 だ。

　蔣介石軍を支援するアメリカ義勇航空軍フライング・タイガースの総帥クレア・シェンノートから「鷹の眼を持つ男」の異名を奉られたほどの遠目効きだ。

　少佐ならこの悪天候下でも租界に
[image: 聳]
 そび


 える摩天楼が識別できるに違いない……。

　小野寺は、漢かん

 口こう

 戦闘機隊で誰よりも敵機発見に長た

 けたこの飛行隊長の老ろう

 獪かい

 な猛もう

 禽きん

 に似た風貌を思い浮かべた。

「小野寺さん」

　ふいに西野少佐の声が改まった。

「飛行試験の結果ですが……」

　小野寺は鷹の眼に射い

 竦すく

 められたように身を硬くした。

　猛禽は翼の繕つくろ

 いに細心の注意を払う。西野少佐は機関調整に滅法うるさく、整備兵泣かせで有名なのだ。

「急降下時の微震動が少々気になりますな」

「やはりそうですか」

　慎重に答えた小野寺の口調に微かな不安が混ざる。

「主に機体前方からの震動と感じるが」

「同感です」

「ただ……」

　西野少佐は一呼吸置いて続けた。

「強いて言えば、という程度で現行の二十一型と比べても許容値の範囲ですな。この零戦は絶対性能が格段に向上している。そいつを考慮すれば誤差に近いでしょう」

「それなら良いのですが」

「設計屋さんは辛いですな、小野寺さん。良くて当たり前の評価しか貰えない。だが、今回の改良型はね……」

　西野少佐は操縦席の射爆照準器のあたりを革手袋に包まれた手でそっと撫でた。

「実に良い戦闘機です。強力な発動機にしっかりした機体。その上、零戦が持つ天性の操縦性能は損なわれていない」

　老練な操縦士の枯れた声が続けた。

「そろそろ日没です。特に希望がなければ、これにて飛行試験を終了し龍ろん

 華ふあ

 飛行場へ着陸しますが」

「お願いします。少佐殿」

　小野寺技師は短く伝声管に答えた。零式艦上戦闘機三十二型の飛行試験は成功裏に終了したのだ。

　こみ上がる気持ちが勝り、ろくすっぽ感謝の言葉すら出ない。

　自分はたった今、日華事変以来の海軍航空隊エースより飛行試験のお墨付きを頂いたのだぞ。

　喜べ、喜んでよいのだ。

　小野寺は妙に実感の湧かない自分に何度もそう言い聞かせてみた。

　控えめを心掛けた航空機設計技師としての自己評価も、少佐同様概ね良好だった。

　プロペラが空気を裂く風、発動機の排気音、デュラルミンの機体に伝わる振動……。

　その全てに耳をそばだて、僅かな軋きし

 みや音にも息を殺し、目を見開き、最大限に五感を研ぎ澄ました結果、自らが設計したこの工業製品は「戦闘機」という名の生命を授かったのだ。

　実は、小野寺にとって今日の強度機体飛行試験は初の試験飛行同乗であった。

　悪天候下、しかも敵地上空という事実は、若い設計技師には息苦しいまでの重圧でしかない。正直、漢口基地を飛び立って以来、四肢は棒のように突っ張ったままだった。

　小野寺は大きく一つ息を吸った。

　真新しい伝声管から湧き上がる革の匂いが鼻孔に満ち、コチコチに緊張した筋肉がみる間に弛緩する。風防を打つ雨粒さえ「よく[image: 頑]

 張った」と我を讃える拍手のざわめきに聞こえるから不思議だ。





「零式艦上戦闘機」は、三菱の堀ほり

 越こし

 二じ

 郎ろう

 技師の設計による帝国海軍が誇る最新鋭戦闘機である。

　昭和十五年九月、試作状態のまま中国大陸で実戦投入され、重じゆう

 慶けい

 上空で約三十機の中国戦闘機と遭遇。内二十七機を撃墜する華々しい初陣を飾っている。

　その後十一型として海軍に正式採用された機体は、二十一型へと発展し、目前に迫る太平洋戦争へ向け量産体制に入っていた。

　だが、戦争は技術革新に止まることを許さない。

　相次ぐ仮想敵国の新型戦闘機投入は零戦に更なる進化を要求した。

　戦闘機の心臓とも言うべき発動機の性能向上である。

　三十二型と称されたこの試作を担当したのが三菱の小野寺技師であった。

　当時、零戦生みの親、堀越技師は後に十七試と呼ばれる新型艦上戦闘機の基礎研究に没入し、過労のため入院中であった。

　堀越は入社五年目ながら非凡な才能を示す小野寺を抜擢
 。三十二型の発動機換装という大役を任せた。

　小野寺は指示を受けた半年前の光景を思い出した。

　我ながらよく応えた……。

　苦労を共にし、日夜激論を闘わせた設計陣の顔ぶれが次々と脳裏に浮かぶ。

　図面と模型風洞実験を好む機体設計陣にあって、小野寺技師は実機による飛行試験結果にこだわった。

　飛行が連続的な運動の集積である以上、単一運動の実験結果で得た数値のみで量産体制に突入するのは危険である、というのが小野寺の設計持論であった。

　昭和十六年四月十六日に起きた二十一型の空中分解事故は奇く

 しくも小野寺の主張を裏付ける出来事となった。

　真しん

 珠じゆ

 湾わん

 攻撃を想定し、猛訓練を続けていた空母「加か

 賀が

 」所属の零戦二十一型が、急降下訓練中に補助翼を破損。翌十七日、原因確認飛行中に飛行分隊長下しも

 川かわ

 大尉は空中分解で殉じゆん

 死し

 したのである。

　二日続けての事故死という異常事態であった。

　調査の結果、フラッターと呼ばれる振動発生限界速度の見積り不足が事故原因と推定された。限界域で発生するフラッター増幅メカニズムは、実戦に近い苛酷な使用状況でのみ確認され得る現象であった。

　重量、馬力共に増す三十二型で同じ轍てつ

 を踏むわけにはいかない。

　海軍の評価部門「航空技術廠」は、三十二型の実機飛行試験に万全を期すよう訓示。これを受けた三菱側も設計技師の派遣という異例の体制で臨み、唯一実戦評価可能な中国大陸で苛酷な飛行試験評価が開始された。

　蔣介石率いる中国国民党軍は南なん

 京きん

 陥落後、中国大陸の奥地へと撤退を続けた。

　中国内奥の中心都市重慶に戦時首都を移した中国軍を追撃する日本軍は、奥地への航空作戦拠点として中支の要衝漢口に航空基地を構えた。

　三十二型の飛行試験は、この漢口基地においてあらゆる戦闘形態を想定し実施された。

　延べ一ヵ月に及ぶ試験評価の結果、致命的な欠陥は露呈せず、小野寺ら三菱設計陣は量産への自信を深めた。

　そして迎えた最終日、小野寺は漢口基地から上海への移動手段として零戦を選んだのである。

　実は、設計技師の同乗飛行試験は禁じられていた。

　万が一の墜落事故で貴重な設計者を失わぬ配慮だ。

　だが、移動とあらば話は別。

　そう考えた小野寺は漢口飛行隊長西野少佐に同乗を直訴した。

　この機会を逃せば二度と飛行試験は体験できない。

　若き設計技師の目に宿る情熱にほだされ、西野少佐は今日、自ら操縦桿を握ったのだ。

　機体は先日の中国空軍機との巴戦で機首付近から振動を発生していた。

　その強度試験を公式に兼ね、操縦席の後ろに押し込んだ小野寺を上海郊外の龍華飛行場へ送り届ける手はずである。

　小野寺が乗る横浜行きの客船は明日夕刻に上海を出航予定であった。

「小野寺さん。確か今日は金曜日でしたな」

　西野少佐の声がやや緩んだ。

「ええ。そうですが？」

「パーティの最も多い曜日ですな。楽団に爆竹に殴り合い……。上海中が沸き返るのです。どうです。無事試験飛行も終えたことですし、我々も飛び入り参加してみませんか」

「飛び入り……？」

　クックと西野少佐は喉を鳴らした。

「街の上空をちょいと低めに飛行するのです。栄型エンジンの咆哮もなかなかどうして乙なもので、結構人気者なのです。街ゆく紳士淑女があなたの会社名を連呼しますよ。ミツビシ！　とね」

「それは身に余る光栄です」

　野太い笑い声と共に西野少佐は左のフットバーを目いっぱい踏み左垂直旋回から急降下態勢に入った。

　目も眩む強烈なＧジー

 が襲いかかる。

　瞬く間に速度は三百ノットを超え、地表に放たれた矢と化した零戦はなおも増速してゆく。

　その直後、機体に異変が発生した。

　突然、激しい振動が機首付近を揺さぶった。

　巨人に摑まれたかの如く機体が翻弄され、小野寺は操縦席の背面へしたたかに頭を打ちつけた。

「……！」

　逆流した血液が脳に押し寄せ一気に小野寺は恐慌に陥った。

　錐きり

 揉も

 み状態への突入を回避すべく、西野少佐は機首の引き起こしにかかった。

　が、意に反してズンという鈍い響きと共に黒煙が機首を覆い、発動機がバルルルゥとざらついた音をたて始めた。

「気筒が幾つか死んだな」

　西野少佐の冷静な声が響いた。

　カウルから吹き出した黒煙が猛烈な勢いで操縦席に侵入する。小野寺は同意を述べるべく口を開きかけたが、油煙に喉を焼かれ息すらままならない。

　栄二十一型発動機は複列式で十四の気筒を持つ。

　しかし、残りの気筒を高負荷に晒さら

 せば油圧と筒温が共に急上昇し、停止に至るのは時間の問題だった。

　このままではピストンが焼けつくか、クランクケースが吹っ飛んじまう……。

　混乱した頭の隅で、小野寺は辛うじて思考を保とうとあがいた。

　自分は設計者ではないか。考えろ、原因を考えるのだ。

　確か……。

　強烈なＧが起因だった。

　では、機体への負荷が最もかかるところはどこだ。重量物。そう発動機だ。今回の発動機換装で九十キロの重量増となったはず。

「少佐殿！」

　思わず声が上擦った。

「発動機本体取りつけ部の剛性が……」

「足らんな」

　西野少佐の声は些いささ

 かも乱れない。

「わしも同感だ」

「発動機を取りつける胴体前端フレームを後退し、大幅に補強したのですが」

「うむ……」

　西野少佐はしばし黙した。

「発動機本体側の取りつけボルトに変更は？」

「特にありません。栄十一型と同様の十三本です」

「私見だが……」

　一瞬、間があいた。

「恐らくそのボルト自身の本数増加や径の見直しが必要であろう。取りつけフレーム側のみ剛性を上げると負荷は逃げ場を失い、常に強振動に晒される発動機側に集中してしまうのではないか」

　再びズンという振動が機体を揺らし、プロペラの回転が目に見えてばらつき始めた。

　機体は姿勢を復せず、まっしぐらに上海の街へ突入してゆく。

「昇降舵が効かんな。残念だが墜落は免れん」

「脱出しましょう、少佐殿！」

　悲鳴にも似た小野寺の叫び声が伝声管を震わす。

「方向舵のみで背面飛行を試みる。チャンスは一回限りだ」

　くぐもった西野少佐の声が続けた。

「風防全開、ベルトはあらかじめはずし待機してくれ。背面の維持はせいぜい数秒だ。確実に脱出し、ゆっくり五まで数えてパラシュートの索を引くのだ」

「少佐殿はどうされるのですか」

「是非もない」

　烈迫の気合いが伝声管に爆ぜた。

「零戦の掟はただ一つ。敵地への不時着は許されない」

「しかし……」

「生きるのだ、小野寺」

　有無を言わせぬ西野少佐の言葉が小野寺を刺し貫いた。

「生き抜いて、必ずこの結果をゼロに反映させるのだ」

「少佐」

　小野寺技師は呻うめ

 いた。

「西野少佐殿……」

　伝声管からの応答が途絶えた。

　機体が激しく軋みながら右方向に傾き徐々に反転してゆく。

　奥歯を嚙みしめた小野寺はベルトをはずし、複座に対応して開口部を拡げた風防をグイッと後方にスライドさせた。

　耳を
[image: 聾]
 ろう


 する轟音と共に雨粒が顔を叩く。

　目を転ずると、操縦席に座る西野少佐の後ろ姿が激しく揺れている。操作に抗う操縦桿を渾身の力で握りしめているのだ。

　たちまちゴーグルは濡れ、西野少佐の輪郭がぼやける。それが雨のせいなのか、溢
 れ出る涙故なのかは定かでなかった。

　死んでゆく。ゼロが死んでゆく……。

　獣の上げる断末魔の咆哮にも似た機体の軋み音が、小野寺の魂を切り刻む。

　強引な反転姿勢から零戦が背面飛行に入った時、小野寺技師の体は重力の法則に従い機外に放り出された。

　数秒の後、零戦は反転し錐揉み状態に陥った。

　灰色の機体は見る間に闇に溶け、点滅する尾灯の軌跡がはかなく弧を描きながら上海市街に没してゆく。

　それは、立ち並ぶ摩天楼の瞬きに吸い寄せられる螢のようであった。
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　上海一の威容を誇るキャセイ・ホテル。

　その十二階フロアは[image: 創]

 業十周年記念パーティが佳境を迎え、人いきれと喧騒が渦巻いていた。

　シャンパンの瓶を抱えた榎本海軍大尉は足早に先を急いだ。

　時は金なりの主義ではない。無為な動作を一刻も早く終えたい。

　ただそれだけであった。

　着慣れぬ第一種礼装と、磨き上げられた長靴が何ともいまいましい。

　銃弾の飛び交う戦場を離れ、駐在武官付きの将校になってからというもの、榎本はどうも落ち着かない。

　四年前の第二次上海事変では海軍陸戦隊の中隊を率い、僅かな兵力で奮闘した。

　その後日本軍は陸軍の第三師団や第一〇一師団の増援を得て、勃発後三ヵ月で強大な中国軍を撃破した。

　戦いが落ち着いた十一月初旬、榎本大尉は陸戦隊を離れた。

「当たり前だ。海軍兵学校の首席をいつまで射的にしておく？」と、周囲は笑うが榎本は正直不服だった。

　馴れぬ机仕事に会食やパーティの段取りと案内。

　駐在武官は軍服を着た外交官だ。

　武官付きの自分は、さしずめ武官の運転手兼召使と言ったところか……。

　黒曜石が敷きつめられた床はすこぶる滑りやすい。瓶を抱え人垣をすり抜けるには細心の注意が必要だった。

　借光ちいえこわん

 、失礼、エクスキューズ・ミー、などとブツブツ呪文のように唱えながら強引に前へ前へと進む。

　やっとの思いで溶けかけた一角獣の氷像を廻り込む。

　思わず榎本大尉は短く舌打ちした。

　行く手をロングドレスの一群が塞ふさ

 いでいた。

　きらびやかなスパンコールと高く結い上げられたブロンドの髪。

　およそ男と称する生き物なら誰しもが幻惑されるはずの光景も、今の榎本には単なる障害物でしかない。

　迂
 回路を探すべく周囲を改めて見た。

　招待客の国籍や人種は驚くほど多種多様である。

　夕暮れ時の四川路を埋める雑踏とさして変わりはない。

　足らないのは、ターバンを巻いた交通巡査と黄わん

 包ぼ

 車つお

 を引く乱らん

 杙ぐい

 歯ば

 を剝む

 き出した車夫ぐらいであろうか。

　榎本の真横では、交戦状態にあるイタリアとフランスの両領事が談笑中だ。

　目を転ずれば、アメリカ海軍砲艦ウェイク号の艦長と深刻気に話し込む男は三井物産の駐在員ではないか……。

　榎本は歩を進め、いつしか鬱うつ

 蒼そう

 たる密林を行く狩人にも似た感覚に囚われていた。

　上海は一[image: 丷]

 六三年にできた共同租界を核に、中国の支配を目論む列強がひしめく都市である。

　共同租界に居住することができるのは、そもそも外国人に限られた。

　治安や植民地生活の維持という観点から、中国人の居住はなかなか許されてこなかった経緯がある。

　狭い租界の中で複数の国家が隣り合わせに我勝手な規律と習慣を主張している。

　従って、条約や同盟など何の効力も持たない。

　藪には獣が潜み、踏みしめる大地にすら罠が鋭い歯を剝くと思わねば、この上海で天寿は全うできまい。

　榎本を待つ日独の駐在武官もまた混昵を造り出す張本人に相違ない。

　二人が酌み交わすシャンパンは、火に注ぐ油といってもいいのだ……。

　海軍駐在武官石いし

 神がみ

 大佐の後頭部が見えた。

　榎本大尉は人垣の中に最短路を吟味し、再び前進を開始した。

「カプテン・イノモト」

　突然横手から現れた男がこちらに向き直った。

　ビル・プライス。

　上海の英国新聞「ノース・チャイナ・デイリー・ニュース」の記者兼論説員にして榎本が最も忌み嫌う類の一人だ。

　上海に駐在する列強の武官は対外的なスポークスマンとしての役割も担っている。

　英語に堪能な榎本大尉は、武官の代わりにこうやって新聞記者につかまることも多い。

　ビル・プライスは饒じよう

 舌ぜつ

 かつ軽薄な男だった。

　厄介なことに、溢
 れんばかりの知性を有すると自うぬ

 惚ぼ

 れているから質が悪い。

　だいたいこの中年男の甲高いウエールズ訛なま

 りは酒を不ま

 味ず

 くする。

「アメリカの海兵隊に比肩される精鋭の大日本帝国海軍陸戦隊。その中でもずば抜けた武勲を誇る英雄のあなたが、こんな所で何をしているのですか？」

　右手のグラスを一気に干したプライスは、にこやかに言った。

　手入れの行き届いた歯並びがやけに白い。

「今頃はゼロを満載した南な

 雲ぐも

 機動部隊と共に太平洋上かと思っていましたよ。まだ上海に居残っておられるのですかな」

「残念ながら……」

　咎とが

 めるような口調で榎本は答えた。

「居残りではない」

「おお、では南方ですな。イギリス東洋艦隊の拠点であるシンガポール要塞に落下傘降下してフィリップス提督でも拉ら

 致ち

 するおつもりかな」

　物騒な言葉にたちまち周囲の視線が色めいた。

　この野郎……。

　榎本は怒気を抑え込み、鳶とび

 色いろ

 をしたプライスの目に相対した。薄い瞳孔に、揶や

 揄ゆ

 を含んだ薄ら笑いが張りついて見える。

　プライスの目論見は分かっていた。

　挑発だ。

　戦闘的な文句を少しでも吐けば、朝刊の論説で「日本軍将校気分はもはや開戦か」などと歪めて伝えられるのは必至。ご丁寧に顔写真まで掲載頂けることだろう。

　今年七月二十[image: 丷]

 日の日本軍南部仏印進駐は、ドイツ軍のポーランド電撃作戦以上の衝撃を国際世論に与えた。

　進駐直後、日本の勢力圏拡大を恐れた英米蘭の各国は日本に対する経済封鎖を一斉に断行した。資源の調達という国家の生命線は断たれようとしている。外交努力も空しく英米蘭との関係は坂道を転がる如く悪化の一途を辿
 っていた。

　だが、ここ上海では国籍、宗教、職業を問わず厭えん

 戦せん

 気分が強い。

　中国内部の戦いすら決着がつかぬうちに、目先の権益を巡って大国同士が争うなど自殺行為に等しいとの感があるからだ。

　声高に日本との交戦を叫ぶのは英国系の日刊紙だけであった。

「時々こう思うのですがね、ミスタ・プライス」

　榎本は押し殺した声で言った。

「ひょっとしてお国の王室やチャーチル首相は、来るべき我が国との戦争など望んでおられない。全てはあなた方、知能指数の低いジャーナリスト諸氏が新聞を売らんがために仕組んだ罠ではないか、とね」

　周囲からクックと失笑が洩れた。

　プライスの生白い顔に見る見る朱が差す。

「では失礼する。些いささ

 か急ぐものですから……」

「逃げるのか、大尉」

　最も忌み嫌う言葉が踵を返しかけた榎本の体軀を止めた。

「逃げる？」

　聞きとがめた榎本は、ゆっくり向き直った。

「そう、大英帝国が戦争を望まないのは自明の理ではないか」

　プライスの下唇が気ぜわしげに動いた。

「この上海、そして南京で日本軍は一体何をしたか思い出すがよい。破壊と殺戮、略奪、強姦……。獣の仕業を恥じるからこそ、あんたはこの場から逃げるのさ」

「我々日本軍は、軍規も統率もないその辺のゴロツキ以下だとおっしゃりたいのか」

「ゴロA

 ツキねP　U　N　K

 」

　そう言ったプライスの小鼻が満足気に膨らんだ。

「極めて適切な表現だな。少々自己認識が芽生えたようですな、大尉」

　眉の下で揺らめく榎本の眼に冷たい怒りが湧いた。

「では、四年前の上海事変では、我々ゴロツキ共があなた方の租界をお守り差し上げたわけですかな」

「いや、それは……」

　狼狽の色がプライスの顔に浮いた。

　工藤の発言は一九三七年に勃発した第二次上海事変のことを指していた。

　その年の夏、共同租界は列強統治からの解放を叫ぶ強力な蔣介石軍に包囲され、陥落寸前であった。

　英・米・仏・日の共同租界を守るのは僅か四千名の日本帝国海軍陸戦隊のみだった。

「確か私の陸戦隊はあなたの新聞社からほど近いバブリングウエル路の交差点に布陣したと記憶している。蔣介石の軍隊は精鋭の第[image: 丷]

 十七師団で装備も強力だった。我々は三日三晩一睡もせず陣地を死守した。交差点を突破されれば北四川路へ一気に中国軍がなだれ込み租界は阿鼻叫喚の巷ちまた

 と化す。一歩たりとも退却を認めず、との厳命を我々は陸戦隊本部から受けていた」

　憤りを抑えた口調が静かに続けた。

「一軒の家を奪い合う壮絶な白兵戦で、私の中隊は二十四人の部下を失った。炎天下に水筒の一本も差し入れてくれなかった、あなた方のために彼らは尊い命を捧げたのだ」

　戦士の目が硝煙を透かすように窄すぼ

 まった。

「[image: 丷]

 月のある日、斥候に出た三好兵曹は呉淞路のカフェで強姦された上、首を絞め殺されていた女給を発見した」

「何てこと……」

　息を呑み榎本の話に聞き入っていた周囲から声が上がった。

「信じられないわ、大尉」

　眉根に皺を寄せ聞き入っていたアイリーン・カードリーがたまりかねた様子で言った。

　上海パブリックスクールの校長を勤めるこの老婦人は敬虔なカソリック教徒としても知られている。

「本当にこの街でそんなむごいことが起きたのですか」

　上海に着任して一年足らずのカードリー夫人は上海事変の惨状を知らない。プライスはむっつりと押し黙っている。

　榎本は強張った表情のまま話を続けた。

「奥の厨房では、第[image: 丷]

 十七師団の中国兵達が獣のように暴れ、二人目を処理中だった。本来、斥候は戦闘行為を禁じられている。だが見かねた三好兵曹は短機関銃を構え、ただ一人一個小隊の敵に突撃。全身に銃弾を浴びて絶命した」

　誰かの息を呑む音が明瞭に聞こえた。

「その日の夕方ようやく付近を確保した我々は、無残な姿に変わり果てた二人の女給と三好兵曹に対面した。女給は十代で一人は白系ロシア人、もう一人はイギリス人。国で造り酒屋を営む三好兵曹は、未だ見ぬ長男が生まれたばかりだった」

「おお、神様ジーザス

 ……」

　カードリー夫人の声が凍りついた。

「翌日の朝、新聞記者諸君は一部始終を取材し記録した。目を覆わんばかりの惨状をしつこく写真に撮るプライス記者の姿を、今でも私は鮮明に覚えている」

「ミスタ・プライス、まさかあなた……」

　カードリー夫人の視線がプライスの顔に突き刺さる。

「忘れたわけではない」

　重圧に耐えかねたプライスは、苦々しく口を開いた。

「辛い記憶だ。だが、それが記者の仕事なのです」

「一つ聞くが……」

　榎本は漆黒の瞳でプライスを見据えた。

「新聞記者は最も公平な伝達者であろう？」

「もちろん」

「では、なぜあなたは日本軍を殺人鬼呼ばわりするのだ。あの写真はロイター社に日本軍によるレイプの現場として配信された。デイリー・ガゼットの一面を飾り、三好兵曹は日本軍に惨殺されたカフェのオウナーと説明されていた。よもやその事実を知らんわけはあるまい」

「…………」

「一体あなたはその目で何を見たのだ。なぜ事実をねじ曲げる。それともお国の歴史では犠牲者は殺戮者と称され、正義は極悪と読み換えるルールなのか」

　鼓動が早い。息が荒い。

　いかん、これ以上はいかん。

　榎本はかろうじて自分を抑えた。

　青ざめた顔のプライスは唇を震わせ黙している。

　その横に立つカードリー夫人は雨に打たれた彫像のようだ。

「失礼する……」

　榎本はその場を離れ、足早に歩き出した。

　唇の輪郭をはみ出た口紅、けたたましく聞こえる嬌声、狡猾で好色な口許を隠すカイザー髭……。

　全てが騒々しく、禍まが

 々まが

 しく、そして耐え難かった。

　お前は上海に来て何年になる……。

　榎本は自らにそう問うた。

　瀬戸内海に面した瀬戸田に生を受け、呉軍港に帰投する鋼鉄の船に憧れた紅顔の少年は難関の海軍兵学校に入学した。

　戦艦乗りを目指し砲術科を選んだのが、そもそもの間違いだった。

　科目に陸上戦闘項目が含まれていた。

　体格の良い榎本は射撃、偵察、戦術全てに優れた才能を示し、兵学校長有あり

 馬ま

 良りよう

 橘きつ

 中将の目に留まったのだ。

　有馬は日露戦争時にロシア艦隊が旅りよ

 順じゆん

 港から出られぬよう、オンボロ商船を港口に自沈させるという旅順軍港閉塞作戦の経験から、海軍内の陸上戦闘力増強に熱心であった。

　以来、榎本は陸戦一本槍で明け暮れた。

　兵学校を首席で卒業し、同時に横須賀第三特別陸戦隊に補され、翌昭和七年の一月に勃発した第一次上海事変に従軍した。

　九年、と数え終えた榎本の口から深い溜め息が洩れた。

　昭和十二年の第二次上海事変を経て榎本は陸上戦闘の一人者と目された。

　近代戦は野っ原で大砲を打ち合う戦いではない。

　摩天楼の[image: 聳]

 える街では一つ一つの建屋を確実に奪取し、長期化する市街戦を制する者が覇者となる。

　正直、自分ほど豊富な市街戦経験を有する軍人は、世界のどこにも存在しないであろう。

　それがどうした、と榎本は思う。

　戦えば戦うほど国際世論は冷たく、唾だ

 棄き

 すべき存在と忌み嫌われるではないか。

　他国との関係はことごとく悪化してゆく。国家という名の棺桶を背負わねば酒すら飲めやしない。

　ようやく上海駐在武官のいた場所に辿
 り着いた。

　が、既に武官の姿はない。

　周囲を望むがやはり見当たらない。遅い榎本に業を煮やした武官はさっさと他へ移動したのか。

　パーティにおけるシャンパン不足は、素手で敵の塹壕へ突撃するに等しい……。

　欧州駐在経験の長い武官の口癖を思い出し榎本は短く嘆息した。

「冷や飯を食わされるネタにだけは困らんらしい」





　その頃、日本帝国海軍上海駐在武官石神忠ただ

 雄お

 大佐は貴賓控え室にいた。

　日本総領事館からの緊急電話を受けるためだった。

　分厚い絨毯が敷かれた床には格調高い家具が置かれ、ぎっしり天井まで埋まった本棚の前に縞大理石で造られたテーブルが、でんと鎮座している。

　だが、落ち着いた佇まいに反し、電話の相手は明らかに我を失っていた。

「落ち着いてください、総領事」

　心掛けてゆっくり言うと石神大佐は受話器を握り直した。

　動には静、恐慌には巌の如き磐石が有効だ。

「もう一度おっしゃって頂きたい」

　電話の向こう側で上海総領事松まつ

 島しま

 正まさ

 男お

 は、しばし黙した。

「危機的状況が発生した……」

　ややあって総領事の言葉が聞こえた。

「上海市街のど真ん中に我が海軍の飛行機が墜落したのだ」

「墜落？」

　石神大佐の目がすうっと細まり、眉根に見事な縦皺が寄った。

「まさかビルヂングや通行人を直撃したのでは」

「そうではない」

　あっさり総領事は否定した。

「墜ちた場所はサッスーン一族が経営する上海競馬場だ。当方の操縦士は残念ながら死亡したが、幸いにも民間人には死者や怪我人は皆無であった」

「では……」

　受話器を握る石神大佐の顔に怪け

 訝げん

 な色が浮いた。

「大事には至らんでしょう。機体は我が軍が回収し、掘り返した地面や芝は補修すればよい。上海市工部局とイギリス総領事館の抗議文は襟えり

 を正し粛しゆく

 々しゆく

 と拝見しましょう。サッスーンとは早速賠償金額の交渉です。何せ利に聡い商人ですからな」

「そうはいかん、石神大佐」

「はっ？」

「実は墜落した飛行機そのものが問題なのだ」

「飛行機そのもの？……」

　石神大佐は軽く顔をしかめた。

　総領事の言う意味がさっぱり理解できない。

「ただの飛行機ではない。あの戦闘機なのだ」

　全ての生き物を黄金に変えるミダス王に触れられた如く、瞬時にして石神大佐の体が硬直した。

「まさか」

　呻きに近い声が唇からこぼれた。

　驚愕のあまり二の句が継げない。

「その名は……」

　少々薄目の頭頂部にどっと汗の玉が噴き出す。石神大佐の全身がガクガク震え出した。「零、ですか」

「うむ。残念ながらそうだ」

　やや落ち着きを取り戻した総領事は、一語一句嚙みしめるように続けた。

「やっかいなことに墜落したのは、飛行試験中の零式艦上戦闘機三十二型だ。本日午後四時五十分頃、上海市上空で飛行不能状態に陥った。操縦する漢口飛行隊長西野少佐は上海競馬場へ突入、機体と共に自爆した」

　最悪だ。

　石神大佐は、白いモールドで装飾された壁に掛かる重厚な文字盤の時計を見上げた。

　[image: 丷]

 時十七分。

　既に発生から三時間半が経過している。

　零式艦上戦闘機は、敵地への墜落やだ捕など決してあってはならぬ日本海軍の最高機密である。

　ましてや最新型の試験機とあらば……。

　唇を嚙んだ石神大佐は受話器に向かい声を絞り出した。

「大至急領事館に戻ります。急ぎ軍関係者を集めて頂けませんか」

「残念だが、その要請は却下する」

「は？」

　意外な総領事の言葉に石神大佐は面食らった。

「今、何とおっしゃいました」

「実はここに支那方面艦隊長官古こ

 賀が

 中将閣下、上海陸戦隊司令大川内少将閣下も同席しておられる。改めて合議の必要はない」

　古賀中将。それに、大川内少将……。

　大陸における海軍の重鎮が既に雁首を揃
 えている。

　その事実が石神大佐に新たな衝撃を与えた。

　英米との開戦を間近に控えたこの重要な時期に悪天候を押し、僅か数時間余で参集しているのだ。

　海軍上層部が零戦墜落事件を非常事態と判断している証であった。

「貴官にはその場で重大な決断をしてもらわねばならん」

「どういうことですか？」

　やや間が開いた。

「おっしゃる意味が分かりかねますが」

　横殴りの雨がざっと窓を叩く。

　石神大佐は一語も洩らすまいと受話器を握る指に力を入れた。

「電話は盗聴の可能性が高いのだが、この際、四の五のは言ってはおれん。支那方面艦隊司令部と総領事館は危険を承知の上で本連絡を決断した。ただ今からの伝達をしかと把握した上で、作戦行動は貴官に一任したい」

「…………」

　無言を同意と取った総領事はおもむろに口を開いた。

「実は零戦には三菱の設計技師が同乗していた」

　総領事は一旦言葉を切った。

　受話器を握る石神大佐の手が、ぐっと真っ白に力む。

「設計技師は墜落前に脱出し、上海市内に落下傘降下した模様だ。墜落した零戦の機体は原形を止めぬまでに爆発、炎上し鹵ろ

 獲かく

 は免れた。だが、生身の設計技師とあらば機体や図面より遥かに価値がある。墜落前に零戦と龍華飛行場との間で交された無線を傍受したイギリス軍は、既に設計技師の捜索を始めておる」

「我が国に対する外交的動きは？」

「それが……」

　総領事は低く唸った。

「音なしの構えなのだ」

「どういうことですか？」

「租界内への墜落という大事にもかかわらず、英米から我が国に対する抗議は現在に至るまで皆無だ。まるで墜落などなかったかのように厳重な報道統制が敷かれている。それに加え、共同租界側の検問所には大量のイギリス兵が配備されつつある」

「では……」

　石神大佐は虚空を見つめた。

　天井に描かれた黄金のコウモリがじっと黒い目で見下ろしている。

「英米は何としてでも設計技師をだ捕するつもりですな」

「間違いない」

　松島総領事は答えた。

「戦闘機の設計技師にはそれだけの価値がある」

「我が軍の捜索隊を租界に派遣できんのですか？」

「不可能だ」

　松島総領事は言下に否定した。

「既に共同租界の出入り口は英国陸軍で完全に封鎖されておる。墜落の事実を英米両国が認めない以上、治外法権の共同租界に我が軍を侵攻させるわけにはいかない。石神大佐、理解していることとは思うが今は非常に微妙な時期なのだ。いたずらに仮想敵国を刺激するのは得策ではない」

「で、自分に何をしろと？」

　じっとりと冷たい汗が石神大佐の背中を伝う。

「貴官への命令は極めて単純である」

　単純なはずが、電話の向こうから息を呑む気配がした。

「速やかなる設計技師の確保と租界からの脱出だ」

　衝撃が石神大佐を襲った。

　剣道に例えるならば、小手で痺れたところに真っ向から面を打ち込まれたに等しい。

「無茶でしょう」

　のけ反った石神大佐の喉から悲鳴に近い声が洩れた。

「実情をご存じなのですか、総領事。今ここにいる人数は……」

「いかん」

　松島総領事が一喝した。

「手の内を明かしてはならん、大佐。現在、共同租界内に留まる帝国軍人は、貴官らしかおらんのだ」

　正気の沙汰ではない……。

　混乱した頭の片隅で石神大佐は思った。

　自分と武官付き将校一人で一体何ができると言うのだ。

　総領事の言う英米の動きが事実なら、我々にも既に監視が付いているはず。身動きなど取りようもない。

「技師の名は小野寺だ」

　松島総領事の声が一瞬の夢想を破った。

「繰り返す、お・の・で・ら。では健闘を祈る」

　唐突に回線が切断された。

　言葉を返す間もない。

　石神大佐は受話器をゆっくり架台に戻した。

　身体を椅子の背に預けた。

　一度目を閉じ、また開いて目の前の油絵を見つめた。

　暴風雨の中、白い波頭を蹴立てて進む三本マストのバーカンティーン型帆船が描かれている。

　ほう、と一言溜息とも吐息ともつかぬ声を洩らした石神大佐はシガレットケースに手を伸ばした。

　窓の外では雨と風が荒れ狂っている。

　意志ある者が奏でるようなその音が、石神大佐の脳裏にある記憶を蘇らせた。

　二十年以上前の水雷学校時代、石神は練習航海でひどい嵐に遭遇したことがある。

　練習航海の二日目。

　石神ら二十五名の乗る練習艇は、運悪く遠州沖で季節外れの台風に巻き込まれたのだ。

　雨が激しい程度の天候は夕刻から急転した。

　見る間に気圧が降下する。晴雨計は二十[image: 丷]

 インチ四分の一（九五七ミリバール）を指し、東に廻り込んだ風は風速四十メートルにも達し、練習艇は木の葉のように翻弄され、波間に叩きつけられた。

　襲いかかる波頭は高さを増し、マストを吹き抜ける突風は悪霊の咆哮の如くゴウゴウと鳴り響く。

　航海士見習の石神は狂ったように回転する舵輪と格闘した。

　デッキから絶え間なく海水が滝のようになだれ落ちて来る。芯まで濡れそぼり体の震えが止まらない。

　激しい震動に襲われるたび「今度こそ転覆する」と身構える。

　もうだめだ、と思った時、欧州航路の商船乗りだった艇長コクスン

 は、帆布を畳ませ、風に向かって転進を命じたのだ。

　風と波に逆らってはならない。力を抜いて嵐に身を任せろ、と艇長は繰り返した。

　抗わず風と波に乗る、か……。

　椅子に座った石神大佐は、艇長の言葉を改めて諳そら

 んじてみた。

　零戦の墜落という突発的な事象。

　激震に近い揺さぶりを受け、自分の心はひどく揺すぶられ、乱れ切っている。

　この地面とて海と同じことだ……。

　揺れることはないと思っているからこそ心に隙
 ができ、動揺する。

　あの時の練習艇のように「ひどく揺れるものだ」と思って構えれば、進むべき道が見えてくるのではないのか。

　とにかく気持ちを落ち着けねば。

　石神はテーブルの上に置かれたシガレットケースを開けた。

　小刻みに震える手で煙草を摘み出す。

　火をつけたところで巻き紙に刷られた銘柄の名に気づいた。

　まじまじとそれを見つめた挙げ句、石神大佐はグイッと灰皿に煙草を押しつけた。こいつばかりは吸うわけにはいかん。

「グレイト・ブリテン」そう、読み取れた。





　榎本海軍大尉は舞踏室の南側に連なる格子窓に近づいた。

　駐在武官を見失ったのは、ある意味幸いである。正直なところ、息の詰まるパーティから離れたかった。

　地上十二階。

　外気に晒された窓際は静寂に包まれていた。

　明かりの届かぬほの暗い空間は、舞踏会ボールズ

 で愛を囁く二人には確かにもってこいだろう。

　だが、今宵はいささか趣きが異なる。

　降りしきる雨が間断なく窓を叩き、吹き抜ける甲高い突風の叫びがわけもなく不安をかき立てる。

　戦いを離れ、日本領事館の武官室で無ぶ

 聊りよう

 を囲って久しい。

　いつまでこんなことをしているのか。

　いったいこれが自分の望んでいた軍人の職務なのか……。

　榎本大尉はうんざりとそう思った。

　英米との関係は急速に悪化し、戦争の足音は刻一刻と近づいてきている。

　しかし、このままではいざ開戦という時、自分に出番は回ってこないかもしれない。

　最近はそんなことばかりを考える。与えられた仕事には一向に身が入らない。

　窓の外で、ごうーっと風が鳴った。

　憂鬱なるものは他にもあった。

　悲観的で皮肉屋の島国種族アイランダー

 。即ち、イギリス人の存在だ。

　このキャセイ・ホテルを見よ。

　摩天楼が立ち並ぶ外灘地区の中でも一際異彩を放つ建造物を、彼らは評価の対象にすらしない。

　オウナー、設計者共にイギリス人ではないからだった。

　だが、誰がどう見ても、このホテルで最も悦楽と頹たい

 廃はい

 を享受されしはイギリス人達ではないか。

　まったくもって下らん……。

　榎本は短く嘆息した。

　ホテルの玄関から舞踏室に至る壮[image: 麗]

 な道筋を改めて思い返してみる。

　黄浦江に面した外灘側の玄関からロビィに入るのが王道だ。

　玄関やロビィには船旅用の大型トランクが山と積まれ、欧米、アジア、中東などあらゆる人種の客が行き交っている。

　高々と吹き抜けたアーチ型の天井を見上げた瞬間から、訪問者は圧倒的な異次元空間に放り出された錯覚に陥るであろう。

　次に、ロビィを抜けエレベータ・ホールへ向かう。

　大理石に囲まれた空間は地下坑道にも似て、財宝を探す冒険家の如き感覚が心拍を増速させる。

　エレベータに乗り込む。

　高みへ昇るに連れ、重力から解き放たれた鼓動が勝手に躍り始める。地上から離れるほどに人間は俗世から切り離されてゆくのかもしれない。

　最上階で降り、目を上げればそこは巨大な舞踏室だ。

　屹きつ

 立りつ

 する[image: 丷]

 本のイタリアシエナ産大理石の柱を潜る頃には、誰もが言葉を失い、息を呑むに違いない。

　黒曜石の床を横切り、吸い寄せられるように光溢
 れる窓へと進む。外灘に面した窓からは黄こう

 浦ほう

 江こう

 を行き交う船の姿がきっと望める……。

「天気がよろしければ、ですが」

　榎本海軍大尉は振り返った。

　黒の燕尾服で身を固めた初老の男がにっこり微笑んだ。

　サー・ヴィクター・サッスーン。

　彼は、キャセイ・ホテルのオウナーにして今宵のパーティ主催者でもある。

　上海一の富豪として実業界や社交界に君臨する人物で、榎本も雑誌や新聞紙面上で幾度か写真を見たことがある。

　間近で見るサッスーンの背はすらっと高い。筋肉質の引き締まった体に仕立ての良い燕尾服がよく似合っている。

　顔つきは写真で見るより、ずっと細面だった。

　きれいに整えられた栗色の髪と、やや浅黒い肌。その上で漆黒の瞳が憂いを湛えている。

　その笑顔は不思議な磁力を放っていて、敢えて結婚せず何人もの女を囲っているとの噂
 は本当に思えた……。

「あなたはお越しくださると、必ずこの窓から外をご覧になる。違いますか」

「お恥ずかしい限りです」

　榎本の目尻に笑いが拡がった。

「私のような極東の田舎者は、このような高層建築物に全く無縁なものですから」

「いやいや、そのような意味ではありません。私のオフィスはこの真上にあります。実は私も同じ位置の窓からいつも外を眺めているのです。あなたの後ろ姿を拝見しているとその……」

　サー・ヴィクター・サッスーンは慎重に言葉を選んだ。

「妙な共時性に囚われるのです。広い世の中には自分と同じ感覚を有する人間がいるのだとね」

「光栄です、サー」

　そう言って榎本はサー・ヴィクター・サッスーンの顔を見た。

　黒い瞳がじっと榎本を見返す。

　その顔はひどく真剣に思えた。

　このユダヤ系イギリス人の貿易商は、ジャーディン＆マセソン商会と並ぶ極東最大の財閥で頂点に立つ男である。

　この上海で最も有名な事業家と言っていいだろう。

　サッスーン商会とジャーディン＆マセソン商会は一[image: 丷]

 四〇年代に相前後して設立され、いずれもインド、中国、イギリス間の三角貿易で財を成した。

　その後、サッスーン商会はロンドン、ボンベイ、香港へと次々に事務所を拡張した。

　あらゆる分野に事業を拡大する中、四代目のエリアス・ヴィクターは不動産業に抜群の才覚を現わした。

　租界という限られた空間の中での経済発展は高みを目指すしかない。

　現代都市計画の原点ともいうべき発想で、ヴィクターは精力的に土地を買い漁り次々と高層マンションやホテル、事務所ビルなどを建築した。

　取り憑かれた如く摩天楼を建造する様を見て「ヴィクターは神に近づきたいのだ」と半ば本気で周囲は囁いた。

　バグダッドを始祖とするサッスーン家を天に届くばかりの聖塔ジツグラド

 を建造した古代バビロニアの王家になぞらえたのだ。

　カリスマ的なサッスーンの言動は、その派手な外見と奔放な私生活と共に上海市民の大いなる関心事であった。

「貴官は、確か日本の……」

「帝国海軍の駐在武官付き将校です」

　そう言い、榎本は手を伸ばした。

　握り返したサッスーンの手は使い込まれた革手袋のようだ。思いの外分厚く、がっしりしていた。

「榎本といいます」

「ミスタ・イノモト……」

　握手を解いたサッスーンは、シェイクスピアの台詞を諳そら

 んじるように呟いた。

　左手に握る松葉杖に体重をかけたサッスーンは、やや辛そうに窓に向かって体を前進させた。

　第一次世界大戦でイギリス空軍大尉として空中戦中に負傷した結果、右足に歩行障害が残ったのである。

　頼りなく揺れる肩を見て、榎本はこのダンディを絵に描いたような男が齢六十を越す事実を改めて思い出した。

「訪れた皆さんをお引き止めするのがパーティのホストたる私の立場です」

　窓を叩く風雨を見つめ、サッスーンは続けた。

　ボウッと鳴る汽笛の音が窓のガラスをかすかに震わせた。

「だが、今日だけは違います。あなた方は一刻も早く日本総領事館へ戻られたほうがよい。これは私の極めて個人的な忠告です」

「熱帯低気圧が暴れんうちに、ですか。サー？　私共海軍の軍人は荒波と暴風雨には滅法強いのですが」

「天気のことを言っているのではありません。その……」

　サッスーンは少し言い淀よど

 んだ。

「サー」と、背後に声がした。

　タキシードに身を包んだサッスーンの執事だった。

「ちょっと失礼……」

　素早くにじり寄った執事は早口で何かを伝えた。

　二、三度軽く頷き、ヴィクター・サッスーンは振り返った。

「大変申し訳ない、ミスタ・イノモト」

　その顔は、心なしか強張って見えた。

「私は行かねばなりません」

「そうですか」

　些か残念そうに榎本はサッスーンを見た。

「ミスタ・イノモト。くれぐれも先ほどの忠告を忘れないでください。あなた方は一刻も早く総領事館へ戻るのです」

　榎本は奇妙に思った。

　辣らつ

 腕わん

 たる商売人の常だが、サッスーンは歯に衣着せぬ論客で知られた男である。一見に近い日本人将校に余計な気を使う必要などさらさらあるまい。

　不治の病を宣告せねばならぬ医者の如き曖昧な態度が、どうも理解し難い。

　個人的な忠告、か……。

　相手の言う意味を考えあぐねるうちにすっと横から伸びた手が、榎本に何かを握らせた。誰か、と後ろ姿を目で追う。

　それは同行した総領事館の浜はま

 岡おか

 書記官だった。

　足早に立ち去る貧相な背広姿は、たちまちロングドレスと夜会服の波に呑み込まれた。

　何だ、いったい。

　声を掛ける間もない。

　軽く唸り、榎本は手に残された紙を素早く拡げた。

「貴賓室奥の手洗い所まで急行されたし。石神」との走り書きが踊る。

　駐在武官の石神大佐からだ。

　いやはや、日英共に意味深なメッセージがお好きだ……。

　首を振り振り榎本は歩き始めた。慌ただしさと含蓄とやらを美徳とするのは島国特有の貧乏癖に違いない。





『ＯＵＴ　ＯＦ　ＯＲＤＥＲ』

　そう殴り書きされたボードがドアノブにぶら下がる。

　ここだな。

　榎本はノックもせず手洗いに侵入した。白い漆喰の壁に囲まれた空間に立つ二人の男が反射的に身構えた。

「榎本大尉……」

　手前に立つ浜岡書記官の細い体からヘナヘナと力が抜けた。蒼白な顔の上で引き攣つ

 った唇がわななく。

「これは」

　榎本は瞬時に空気に張り詰めた緊迫感を嗅ぎ取った。

「いったい何事ですか」

　榎本は二人を交互に見た。

「イギリス人に鬼の面でも渡され、追われているのですか」

「似たようなものだ」

　奥に仁王立ちした石神大佐が、じろりと目を怒らせた。

「お前さんを捜し出すのに随分と苦労した。平時ならその皮肉屋の性根を叩き直すところだが」

　ビンタだけは御免だな。

　節くれだった大佐の分厚い手を見て榎本はそう思った。

　風体は繕えても、長年潮に浸かり、灼
 熱の陽光に晒された手は隠せない。

　もっとも潜水艦隊上がりの大佐が追うのは鋼鉄の魚だが……。

「平時なら、とはどういう意味ですか」

「つまり今はその逆である」

　石神大佐は苛いら

 々いら

 と言葉を継いだ。

「ともかく時間がない。早速状況を説明する。よく聞いてほしい」

　石神大佐は松島総領事から受けた電話の内容を、抑揚のない調子で話し始めた。

　戸惑いが驚愕に変わるのにさして時間はかからない。

　榎本の目尻に浮いた揶揄するような色は急速に失せ、黒い眼が射るように鋭さと輝きを増した。

　話し終えた石神大佐は、目の前の榎本を改めて見つめた。

　戦士とは目の前の男のような人間を言うのだろう。

　見るがいい、弛緩仕切った体に力が漲る様を。黒いビィ玉のように死んだ眼がダイヤの輝きを帯びるのを……。

　近代戦最大の市街戦と言われた第二次上海事変終結から四年。壮絶な接近戦を生き抜いた榎本大尉は、現在第一線を離れ、武官付けになっている。

　もちろん榎本が練達を怠っているわけではない。

　激しい訓練や哨
 戒に明け暮れ、部下の育成にも辣腕を振るってくれている。

　だが、その眼が徐々に陰り精気が失せてゆく様子を石神は見逃さなかった。

　軍隊には少数だがこの種の人間が必ず存在する。

　決して戦闘や殺戮を好むわけではない。

　彼らは窮地と試練こそが軍人の真骨頂と信じてやまない。

　人生は冒険とでも思っているのか……。

「設計技師の捜索確保は至上命令である」

　石神大佐は殊さらに強調した。

「万一、技師が英米側にだ捕されれば、軍令部が立案中の対英米作戦をも揺るがす大事になりかねない」

「事態は理解できました」

　榎本は冷静な口調で言った。

「大佐殿の作戦をお聞かせください」

「うむ……」

　石神大佐はぐっと詰まった。

「正直言って具体策はない。租界は完全に封鎖されている。兎にも角にも、我々三人で状況を打破するしか手はなかろう」

　石神大佐は蒼白な顔で決意を述べた。

「自分が租界に残留しましょう」

　不意に榎本が口を開いた。

「失礼ながら、いささか腹の出た大佐殿と、書類や新聞しか繰らない領事館書記官には荷の重い任務です」

「口が過ぎるぞ大尉。これでも私は……」

「大佐殿の輝かしい武勲はよく存じ上げております」

　きっぱりと榎本は言った。

「だが、血気と気合いだけでは玉砕必至」

　語気を強め、榎本はじっと石神大佐を見つめた。

「パーティには名だたる英米の名士が勢揃
 いしています。外交官、軍人、新聞記者に通信員……。零戦墜落の報は、今この瞬間にも伝播しつつあるでしょう」

「確かにそうです」

　消え入りそうな声で浜岡書記官が同調した。

「一秒毎に監視者が増殖する状況下で、日本側の主賓たる大佐が黒塗りのリムジンを置き去り、キャセイ・ホテルから消えれば、日本海軍は作戦行動に移りましたとビラを撒ま

 くようなもの」

「致し方なかろう」

　憮然とした口調で石神大佐は言った。

「どのみち電話は盗聴されている」

「敵の思う壺です大佐殿。たちまち発見されスパイ容疑で拘束されるか、青ちん

 幇ばん

 あたりの仕業に見せかけ殺害され、蘇州河に浮かぶのがおちです」

「…………」

「自分は二度の上海事変を経験しております。自分を泳がせて頂ければその後は何とかなります」

「だが……」

　石神大佐は言い淀んだ。

「たった一人では」

「もちろんお二人にも任務があります」

「任務？」

「ええ、自分を租界に残留させるためには大佐殿と浜岡書記官の力が不可欠です。この任務はお二人でなければできません」

「我々でなければできない？」

　石神大佐が怪訝そうに問い返した。

　横に立つ浜岡書記官の目が不安気に瞬く。

「その通り」

　きっぱり榎本は言い切った。

「時間がない。そうおっしゃったのは大佐殿です。急ぎましょう」

「急ぐと言っても」

　と、焦れた大佐の目が榎本を見据えた。

「いったい何をすればよい」

「大佐殿は今一度、日本領事館に電話を入れて頂きたい」

「電話？」

　訝し気に石神大佐の眉が吊り上がった。

「そうです。それと……」

　榎本はゆっくり浜岡書記官に向き直った。

「浜岡書記官。大柄でとびきり美男子の給仕を一人ここへ呼んでくれませんか」





　きっかり十五分後、上海日本総領事松島正男は強張った面持ちで領事館二階の応接室に立っていた。

　いや、もちろん座りたいのだ。

　が、目の前にあるお気に入りのひじ掛け椅子は、渋い顔の古賀海軍中将がどっかり占領している。

「領事館に戻る？」

　古賀中将の声に怒気が含まれた。

　松島総領事は、たった今キャセイ・ホテルの石神大佐から電話を受けたところだ。

「いったいどういうことだ、総領事」

「よくは分かりません。技師捜索は極めて困難につき直ちに帰還する、とだけ大佐は一方的に告げ電話は切れたのです」

「石神の腰抜けめが」

　眼を剝いた古賀中将が吠えた。

「任務を放棄し、のこのこ日本租界に戻るとは何事であるか。帝国軍人の風上にもおけん奴だ。武官職など即刻解任してやる」

「ですが……」

　松島総領事はおずおずと口を開いた。

「想像以上に厳しい状況かもしれません。軍人による強引な行動は諦め、正規の外交ルートで交渉したほうが良くはありませんか」

「承知の上だ」

　古賀中将はうっそり言った。

「既に賽さい

 は投げられておる。我が国は本件で外交交渉をするつもりはない」

「どういう意味でしょうか、閣下？」

「昨日、海軍軍令部より極秘情報を携えた秘史クーリエ

 が到着した」

「極秘情報……」

　眉を顰ひそ

 めた松島総領事を、古賀中将の眼が見据えた。

「軍令部は十二月初旬の米国奇襲作戦を決定したのだ」

　雷に打たれたように松島の体が硬直した。

「遂に、ですか……」

　確かに松島も、心のどこかで覚悟していた。

　中国との戦いが長期化するに連れ、アジアにおける既得権を有する英米蘭の各国は日本に対する警戒を強めて来た。

　今年七月の南部仏印進駐強行で、英米の態度は一気に硬化、両国は経済封鎖を断行した。

　野の

 村むら

 、來くる

 栖す

 両駐米大使は米国務長官コールディ・ハルと粘り強い外交交渉を続けていたが、もはや開戦は秒読み段階との世論が支配的であった。

　だが、外交官として何とかしたい、また何とかなるのではという淡い期待もどこかにあった。

　だからこそ、英米との開戦に慎重姿勢を崩さなかった海軍が開戦を決定した事実は、腹にずしりと重く感じられた。

「戦う以上、最善の状態で臨みたい。分かるかな総領事」

「もちろん」

「英米に物量で勝ることは不可能。これは山本連合艦隊司令長官以下海軍の共通認識だ。緒戦で勝利を得、君ら外交官に努力頂き有利な条件で英米と講和を結ぶ。これが我々海軍の筋書きなのだ」

「緒戦で勝利を得るための切り札が零戦なのですね」

「そうだ。英米との緒戦で決定的な優位性を得るためには零戦の圧倒的な性能の秘密を保持せねばならない。これが簡単に暴かれ、敵に対抗策を打たれてしまっては早期講和なぞあり得ん」

　大きく息を吐き、古賀中将はひじ掛け椅子に身を預けた。

「租界に孤立した設計技師が捕まるのは時間の問題だろう」

　力なく古賀中将は呟いた。

「零戦の秘密は暴かれたと覚悟し、戦いに臨むしかあるまい」





　豪雨は衰える気配を一向に見せない。

　夕方と比べ北から吹く風も一段と強くなってきてきる。

　悪天候にもかかわらず、日本海軍駐在武官一行の見送りは礼を尽くしていた。

　ホストのサー・ヴィクター・サッスーンは勿論だが、ご丁寧にイギリス総領事ホイットモア卿
 や駐在武官マクステッド少将までもが揃
 い踏みだった。

　一足早く降りた榎本大尉と浜岡書記官もロビィで合流した。

　軍帽を深く被った榎本大尉は、酔ったのか些か足元が定まらぬ様子だ。浜岡書記官が腕組むように支えてはいるが、大柄の大尉を扱い切れずよろめいていた。

　一行は玄関の扉を潜り、車寄せに近づいた。

　降りしきる雨の中、黒塗りのパッカードが扉を開け待機していた。

「日本領事館のお客様は、確かこの三名様だけでしたかな」

　彫りの深いマクステッド少将の口許に笑みが洩れた。

「ええ」

　石神大佐の顔に笑みが浮かんだ。

「よろしければ次回は一個中隊にて参上致しますが？」

　軽妙な返しにどっと周囲が沸く。

　その隙
 に浜岡書記官はふらつく榎本大尉を押し込むように乗車した。

「軍靴での入場はお断りですぞ、お二人とも」

　チラッとパッカードを見やったヴィクター・サッスーンも会話に加わる。

「まさか私の楽団に行進曲と国歌ばかり演奏させるおつもりでは？」

「ご安心ください。私もマクステッド閣下もそのように無粋な人間ではありません」

　にっこり笑った石神大佐は、ヴィクター・サッスーンのがっしりした手を握り、次いで見送りの各士らと握手を交わした。

「ゆっくり発車してくれ、ゆっくりとだ」

　握手を終え悠然とパッカードに乗り込んだ石神大佐は、笑いを顔に張りつかせたまま運転手に告げた。

　パッカードはゆっくりと車寄せを離れた。

　黒い車体はたちまちずぶ濡れになり、キャセイ・ホテルの明かりと人影がみるみる豪雨に閉ざされる。

　パッカードは重苦しい沈黙を乗せたままひた走った。

　前方に黒々したジスフィールド公園が迫る。

　天気の良い日はすこぶる見晴らしのよい場所だ。

　背もたれに体を預けた石神大佐は、雨に濡れそぼる木々をじっと無言で見つめた。

　木々の奥、摩天楼の窓、橋のたもと……。この車の動きは逐一監視されているに違いない。

　一度も停まらず扉を開けることなく歩哨
 詰所まで行かねばならない。それが「撤退」の証明なのだから。

　公園を過ぎた。

　パッカードは一段ギヤを落とし、ゆるやかなカーブを曲がった。

　目の前に租界の境界線ガーデンブリッジの巨大な橋桁が、視界を塞がんばかりに[image: 聳]

 え立つ。

「大佐殿」

　浜岡書記官が固い口調で告げた。

「イギリス側の歩哨
 詰所です」

　橋桁のたもとに歩哨
 詰所が見えて来た。

　雨合羽を着た兵隊が、パッカードのアッパァビームに黒いシルエットを浮き上がらせた。その数が異様に多い。

　状況を見て取った石神大佐がゴクリと唾を呑んだ。





　鼓動が一気に増速した。

「いかん……」

　浜岡書記官が悲鳴に近い声を上げた。

「兵隊が多過ぎます。これでは突破は不可能です」

「うろたえるな」

　押し殺した石神大佐の声が車内を圧した。

　やたら銃身の長いリー・エンフィールド銃をかざす歩哨
 の指示に従い、パッカードはゲート前で停車した。

　後部座席の窓がするすると下りた。

「日本海軍駐在武官、石神大佐だ」

　凛とした石神大佐の声が響く。その態度に、歩哨
 はバネ仕掛け人形のように一挙動で敬礼を寄越した。

「サー、通過する全車両を点検せよとの命令を受けております。大変申し訳ございませんが、下車頂けませんでしょうか」

「どういうことか」

　石神大佐の声に怒気が孕んだ。

「貴官は我々のどこかが疑わしいとでも言うのか」

「とW

 んh

 でo

 もありませんApologized

 、サーSir

 」

　慌てた風に大尉の肩章をつけた士官が前へ出た。

「実は二時間程前に工部局へ匿名の脅迫文が届きまして……」

「脅迫文？」

「ええ、それが今晩支配者共の車に爆弾を仕掛けた。天罰を思い知れという物騒な内容だったものですから、急遽こうして爆発物捜索を行なうこととなったわけであります。捜索には工兵隊の爆破物処理班を配備致しました。どうかご安心ください」

「うむ……」

　ぐっと詰まった石神大佐は内心舌を巻いた。

　イギリス側も何とも巧妙な噓を考え出したものだ……。仕掛けられた爆発物の捜索とあらば協力を拒むのは不自然だった。

「うわはっはっ」

　不意に石神大佐が弾けたように笑い出した。

　黄色い歯茎が剝き出しになる。哄笑する日本軍将校を、呆気にとられた歩哨
 達が見下ろした。

「なるほど、それで分かったぞ。ホイットモア卿
 も人が悪い」

「何が、でありますか？」

「いやね」

　石神大佐は茶目っ気たっぷりに大尉を見た。

「キャセイ・ホテルの十周年パーティから今し方戻ったところだが、豪雨の中ご仁のような軍人が車寄せで徹底的にこの車を調べるものだから、一体何かと聞いたのだが、はぐらかされてしまってね」

「そのようなはずは……」

　混乱した大尉は目を白黒させた。

「なるほど」

　石神大佐は畳みかけた。

「今聞かせて頂いた事情であればやむを得んだろう。余計な心配をせぬよう貴国の総領事殿から格別のご配慮を頂いたわけだ。無論、我々の車両は捜索済みで問題はない。では、通過させてもらいましょうか」

「しかし」

　大尉はこだわった。

「我々は全ての車を検問するよう言われております……」

「無為にイギリス軍の皆さんをずぶ濡れにしたとあらば、ホイットモア卿
 やマクステッド少将に申し訳がたたん。日本人は気が効かんと思われるのも片腹痛い。さっ、ゲートを上げてくれないか、大尉」

　毅然たる石神大佐の態度と唸りを上げるパッカードのエンジン音に気押され、大尉は歩哨
 にゲートを上げるよう指示した。

「ゆっくりだ、ゆっくり……」

　石神大佐は言い聞かせるように声を落とした。

　赤と白に塗られたゲート。

　その下を滑るようにパッカードは潜り抜けた。

　橋の向こう側には日本軍の検問所がある。身を乗り出し、詰所に翻る日章旗を認めた石神大佐の喉から野太い吐息が洩れた。

「脱出した……」

　パッカードの後部座席で、海軍大尉の制服を着た男がむずかる。

「不用プヤオ

 ！」

　と、浜岡書記官が男の体に[image: 拳]

 銃を押しつけた。

　陽動作戦は成功したのだ。

　敵を欺く。

　それが榎本海軍大尉の策だった。

　日本総領事館から指示は受けたが、警戒厳重で設計技師救出を諦めた。そう偽装するのだ。

　まず始めに石神大佐が「救出を諦める」旨の電話を総領事館に掛ける。敵を納得させるには味方をも
騙だま


 さねばならない。

　次に、逐一行動を監視しているイギリス側に「日本側は三人揃
 って租界を出た」事実を確認させる。

　榎本海軍大尉を租界に残留させるには身替わりが必要だった。

　浜岡書記官は、榎本に背格好が似た中国人給仕をパーティ会場で見つけ拉致した。

　海軍大尉の軍服を着させ榎本に仕立てた上で、ホテルを脱出したのだった。

　気づかれなかっただろうか……。

　石神大佐はゆっくり後ろを振り返った。

　雨は弱まるところを知らず、ガーデンブリッジの向こうに[image: 聳]

 える摩天楼は都市という名の巨大な墓地に屹立する墓標にも似て見える。

　あの男は留まった。

　ただ一人、閉ざされた敵中に……。

「無事を祈る、榎本大尉」

　石神大佐は窓の外に呟いた。

　答えはなく、闇は濃く、非情なまでに雨は冷たかった。
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　リムジンのテイル・ランプが赤色ににじむ。

　キャセイ・ホテルの玄関に立ち、日本駐在武官一行を見送ったマクステッド少将はくるりと振り返った。

「諸君……」

　居並ぶ近衛連隊兵を青灰色の目が圧倒する。

　インドのパンジャーブ駐留時代、数人の在英国人殺害の報復として三分間で千二百の市民を虐殺したことで知られる指揮官である。

　アジア人種には鉛の弾か棺桶以外の物を与える気がない。

「東洋人相手の田舎芝居は終わりだ……」

　マクステッド少将は、軍帽の庇ひさし

 についた雨粒を忌ま忌ましげに振り払った。

「テイラー、ペーパーハントの準備にかかれ。もっとも今宵の獲物は白兎ならぬ黄色い猿だが」

「仰せの通り」

　副官のテイラー中佐はにこりともせず答えた。

「しかし少将……」

　横に立つヴィクター・サッスーンが訝しげに聞いた。

「榎本大尉は替え玉と分かっていたのでしょう」

「ええ。いかにも」

　自信たっぷりの表情でマクステッド少将は答えた。

「では、なぜ捕まえなかったのですかな」

「おお」

　マクステッドは大仰な仕草で両手を広げてみせた。

「何とも過激なことをおっしゃる。サー」

　マクステッド少将は後のシンガポール陥落時に、フォードの工場でパーシバル将軍と共に日本軍に降伏することになる。

　誇り高いイングランド人は、バグダッド出の植民地商人をひたと見据えた。

「日本海軍大尉の制服を着た男を捕え、この男は榎本大尉ではないと叫んだところでどうなるのです」

　冷たい目がサッスーンをしっかりと捉えている。

「駐在武官と書記官もその場で逮捕するならよいが、今のところその権限は我々イギリス軍にない。この時期、日本軍に出兵の理由を与えてはならんのです。一瞬の無神経が大戦争を巻き起こし、何十万の兵士を死に追いやることになりかねん」

　マクステッド少将を見るヴィクター・サッスーンの目が、死に神でも見るように凍りついた。

「日本人には粛々と舞台から退場して頂く。日本海軍が悪あがきし、榎本がこのホテルに居残ったことは間違いない。だが、残った猿の一匹や二匹は始末すればよいのです。テイラー、榎本の追跡は誰に任せた？」

「サイクス中尉であります」

「うむ」

　満足げにマクステッド少将は頷いた。

「ジェレミー・サイクスか、狩猟頭ハント・マスター

 としては理想的な男だ。で？」

「ホテルの出入り口は全て完全に封鎖しました。周辺の道路も同様であります」

「サイクス中尉はどこにおる」

「既に配置に就いております」

「結構だ」

　マクステッド少将はぞっとするような笑みを浮かべ、ヴィクター・サッスーンの顔を見た。

「サー、優秀な軍人が戦場で生き延びる条件をご存じですかな」

「残念ながら」

　物憂げにヴィクター・サッスーンは答えた。

「敵味方の識別です。同じ色の軍服を着ているからと言って味方とは限らない。時として逃げ惑う兎を哀れと思い、手を差し延べる偽善者が身内から出て来る。これを見誤ると、背中から鉛の弾を食らう羽目になりますからな」





　榎本大尉はキャセイ・ホテル十二階の舞踏室に留まっていた。

　我ながら、給仕の黒いチュニック姿は誂あつら

 えたようにぴたりとはまっている。

　今日のパーティは、この上海でも最大級の規模である。マジェスティックなど他のホテルからも大勢の応援が出ているはずだ。

　見知らぬ顔の給仕が混ざっていても、そう違和感はあるまい。

　宴は終盤に近づいていた。

　上海市長や在外公館関係者など主賓級は既に退いている。

　三々五々エレベーター・ホールに向かう客が増え始め、巨大なボールルームにも静けさが戻りつつある。行き交う給仕の顔に、ようやくほっとした表情が窺えた。

　これからどうするかだ……。

　榎本は一人ごちた。

　残された時間は少ない。

　一刻も早くこのホテルから脱出し、租界内に墜落した小野寺技師を発見、確保しないといけない。

　脱出経路をどうするか。

　榎本はじっと周囲を窺った。

　舞踏室の裏には荷物運搬用のエレベーターがある。だが、給仕長らしきふとっちょが目を光らせており、なかなか近づけそうにない。

　榎本はその奥に数人の赤いベレー帽姿を認めた。

「何と……」

　榎本は舌打ちした。

　近衛連隊ではないか。

　イギリス陸軍の中でもテロ対策や特攻作戦に起用される特殊部隊の精鋭兵である。

　虎の子の精鋭部隊を繰り出している。

　その事実に榎本はイギリス軍の強い意志を感じた。

　石神大佐らは既にロビィで捕縛されたのかもしれん。

　そう榎本は思った。

　舞踏室からロビィへ降りる途中で身替わりの中国人給仕に叫ばれた途端、全ては無に帰す。書記官が[image: 拳]

 銃を突きつけて脅してはいるものの、所詮
 は素人だ。

　日本帝国海軍士官の姿がパーティ会場から消えた。

　それを知ったイギリス側は、事態収拾のため精鋭の近衛連隊投入を決意したのだろう。

　奴らは来客が退くと同時にフロアになだれ込み、片っ端から従業員の身元を確認するに違いない。

　ともかく急いで脱出せねば。

　顧客用エレベーターは監視の目がきつく論外だ。

　恐らく階段も駄目だろう。

　参ったな。

　榎本は考え込んだ。

　階下に降りようにも手段がない……。

　四面楚歌だった。

「給仕ウエイター

 ……」

　ふいに声がした。

　振り返ると、ヴィクター・サッスーンが立っていた。

　先ほどの燕尾服からパリッとした紺色のスーツに着替えている。

　その襟口からは、かすかに香水の香りが漂う。

「私はこれから執務室に上がる」

　漆黒の目がじっと榎本を見つめている。

「すまんがウイスキーを持って同行してくれんかな」

　自分を榎本大尉と知った上での所作なのか……。何とも唐突過ぎる。いったいどう反応したらよい。

「イエス……」

「急いでくれ、時間がない」

　そう言ってヴィクター・サッスーンは歩きだした。

　榎本は手近のテーブルにあったボトルとタンブラーを急いで銀盆に乗せ、杖をつくサッスーンの後ろに従った。

　エレベーター・ホールには支配人のカウフマンが立っていた。

　執務に戻る、と支配人に短く告げ、ヴィクター・サッスーンは上階行きのエレベーターに乗った。

　給仕姿の榎本も慌てて続く。

　二人は十三階で降りた。

　周囲に人影はない。

　間接照明が正面に設えた巨大な青磁の壺を照らしていた。十三階のフロア全体が「スーツ・Ｋ」と称されるサッスーンの事務所なのだ。

「キャプテン・イノモト……」

　振り向いたサッスーンが明瞭な口調で言った。

「イギリス軍は全てを掌握しておる」

「サー……」

　口を開きかけた榎本を制し、ヴィクター・サッスーンは静かに続けた。

「奥のエレベーターは私専用だ。地下一階まで降り、右手を真っ直ぐ三十ヤードほど進み、階段を昇ると扉がある。開けると北隣りに立つ中国銀行総行の正面玄関横に出る。この通路を知るのは、私と設計者だけだ」

　いったいどういうことだ……。

　榎本大尉の頭は混乱していた。

　目の前のサッスーンは、明らかに自分を日本海軍の大尉と認識して話している。

「サー、いったいなぜ」

　サッスーンはゆっくり首を振った。

「今は脳細胞に余計な情報を仕込む時ではない」

「しかし……」

「私にできるのは、ここまでなのだ」

　有無を言わさぬサッスーンの表情が厳しさを増した。

「あとはあなた次第だイノモト。幸運を祈る」





　陰鬱な町だ……。

　サイクス中尉は、指先を焼きそうになった煙草を名残り惜しげに雨の中へ弾き飛ばした。

　ベッドフォード軍用トラックは、もちろん幌つきだ。

　が、横なぐる雨は容赦なく吹き込んでくる。ありとあらゆる生き物の体温を奪うつもりに思えた。

　四十も半ばを越した身には辛い夜だった。

　似た町をサイクスは知っていた。

　ベルファストだ。

　サイクスは一九一九年に始まった英・アイルランド戦争の従軍経験を持つ。

　昼はともかく夜を迎えるのが恐い。篠つく雨の中、どこからともなく現われるアルスター義勇軍のゲリラ達。

　無差別に爆弾を放り投げ、ビルの上や教会の鐘楼から狙撃手がライフルで狙う。いくら歩哨
 を立てても無駄だ。

　幾度となく兵隊が足を吹き飛ばされ、喉を撃ち抜かれた。

　ベルファストでは毎晩のように雨が降っていた。雨、忌まわしい雨……。

「中尉、サイクス中尉」

　ザァーという無線の音がサイクス中尉の回想を破った。

「こちらルビコン川のスチュワートです。応答願います」

　地図を見上げた。

　スチュワート一等兵の待機場所「ルビコン」はキャセイ・ホテルの北並び、中国銀行総行の前だ。

「サイクスだ」

　マイクを摑み、くぐもった声で答える。

「どうした。スチュワート？」

「銀行から一人出て来ましたが」

　スチュワートの甲高い声が無線から洩れた。

　おかしい……。

　ベッドフォードの後部座席でサイクス中尉は首を傾げた。

　マクステッド少将の副官テイラー中佐から出動要請を受けたのは三時間前のことだ。

　キャセイ・ホテルの外には四隅に人員を配置し、猫の子一匹洩らさぬ態勢で監視を続けている。

　それでも洩らすこともある。それに、日本側が応援をホテル周辺に送り込んでくることも十分に考えられる。

　西側に一つ奥まった江西路、南側の九江路にもそれぞれ小隊を散開させ、二重の投網をかけているのだった。

　周辺のビルは二時間前の段階で全て無人を確認済みだ。

　中国銀行総行には守衛しかいないはずだが。

「すぐそちらへ移動する」

　サイクスは簡潔に答えた。

「取りあえずその男を拘束しろ」

　了解、と告げ無線を切ったスチュワート一等兵は、他の二人と共に人影を追った。高く[image: 聳]

 える中国銀行総行の二本組み円柱オーダー

 。

　その根元から湧いた人影は足早に先を急いで見える。





「止まれ」

　不意に後ろから声がして榎本は立ち止まった。振り返ると、ポンチョをまとった面長のイギリス兵がカービン銃を構えていた。

「何でしょうか」

　鷹揚な口調で榎本は言った。

　闇から新たな兵士が二人現われた。

　都合三人か……。

　榎本は慎重に相手の装備を確認した。

　三人とも銃身の長いカービン銃を抱えている。

「ゆっくり手を挙げるのだ」

「誰に向かって物を言っておる」

　両手を軽く挙げた榎本は重々しいキングズ・イングリッシュで答えた。

「私は中国銀行総行事務長の李紹英だ。無礼なまねをすると、後でややこしいことになりますぞ」

「ほう、こんな天気に傘なしで散歩ですか、ミスタ・リー。結構なご趣味ですな」

　カービン銃を構えたスチュワート一等兵が鼻を鳴らした。

「身分証明証を見せてもらおうか」

「右の胸ポケットに入っておる」

　吹き抜ける風の音に負けぬよう榎本は腹から声を出した。

「お主が自分で確認するがよい」

　右から[image: 拳]

 銃を構えた兵隊がゆっくり近づく。

　援護態勢に隙
 が窺えた。

　榎本は兵隊の動きを慎重に吟味し、次の行動を思い描いた。

　[image: 拳]

 銃を手に榎本の胸ポケットに手をかけた兵隊は、榎本の着る服が給仕のチュニックであることに気づいた。

　兵隊が見せた一瞬の動揺を榎本は見逃さなかった。

　一挙動で[image: 拳]

 銃を摑んだ榎本は、兵隊に[image: 拳]

 銃を握らせたまま銃口の向きを変え、トリガーを引き絞った。

　腰溜めにカービン銃を構えたスチュワート一等兵が下半身に[image: 拳]

 銃の銃弾を受け、ぞっとする叫び声を上げて倒れた。

　背後の兵隊がカービン銃を撃ちながら突進してくる。

　楯がわりにした兵隊の体に銃弾がめり込むたび、榎本の下腹にずんずんと鈍い衝撃が走った。

　中国銀行総行の角を曲がる手前で兵隊の体を放り投げ、榎本は全力で走りだした。





　サイクス中尉が銃声を聞いたのは、ベッドフォードが角を回り込んだところだった。こちらに走り寄る兵隊の姿が目に飛び込む。

「二人やられました」

　肩を大きく上下させた兵隊の唇がわななく。

　しまった。

　相手は日本海軍の陸戦隊員か。

　さすがは上海事変を経験した市街戦のプロだ。

　しかし、フラッシュ・ゴードンばりのコミック・ヒーローでもないかぎり、これ以上の抵抗は不可能だ。

　無線のマイクを握ったサイクス中尉は、北西を固めるギブンスを呼んだ。

「棺桶越えコフイン・ジヤンプ

 、です」

「ギブンス、獲物がそちらヘ向かった。トラックで追い込む。ぎりぎりまで引きつけて始末せよ」

　了解を告げるギブンスの声は、急発進するベッドフォードの咆哮にかき消された。





　三井洋行の角を曲がった榎本大尉は、後方から迫って来るトラックのヘッドライトに気づいた。

　あと四十メートルほどで山東路に出る。

　市電の軌道を渡り切れば路地が入り組んだ倉庫街だ。あそこに逃げ込んでしまえば追っ手を撒く自信はある。

　もう時刻は深夜に近い。

　町の闇は深く、隠れる場所には事欠かないだろう。

　背後のトラックから機銃の掃射音がした。

　バラバラと銃弾が舗道を叩く。

　独ど

 輪れん

 車つお

 を引いていた中国人が、うわっと声を上げ、慌てて飛びのいた。

　トラックとの距離はまだある。

　斜めに走路を変えても十分間に合うだろう。

　走りながらそう考え進路を変えた途端だった。

　右足のつけ根と腹の辺りに凄まじい衝撃を受け、榎本は石畳の通りにひっくり返った。

　山東路の交差点から探照灯の閃光がこちらを射ぬく。

　イギリス軍のトラックだった。

　いかん。

　迂
 闊な行動だった。

　榎本は引きちぎれそうな激痛に顔を歪めた。

　正面にも敵がいたとは……。

　後方からみるみるトラックが近づく。降り注ぐ跳弾が石畳を削り取り、ディーゼルエンジンの野太い音が周囲を圧倒する。

　ちくしょう。

　榎本はハアハアと荒い息を吐いた。

　奴ら、前後から挟み撃ちにするつもりだな。

　敵は何が何でも榎本を[image: 屠]
 ほふ

 るつもりだった。

　ここから逃げねば……。

　血と雨に塗れ、榎本は狂おしく喘あえ

 いだ。撃たれた下半身から急速に力が失せてゆく。だが、ここで死ぬわけにはいかない。

　あと少し、一歩だけでも動かねば……。

　歯を食いしばり石畳を這
 い進む。

　排水溝の縁に手が届いた。降雨で増水した排水溝は溢
 れんばかりの汚水が奔流と化し、ごうごうと水音がする。

　榎本は渾身の力を振り絞り、激しい流れに身を投じた。





　工藤信しん

 一いち

 郎ろう

 は酔っていた。

　シャツの上からでも容易に見て取れる筋肉の盛り上がった上半身も、今やテーブルの上にだらしなく突っ伏したままだ。

　いや、彼に言わせればこの店が悪いのだ。

　これだけ痛飲しても誰一人として止めない。無論、自分が日本帝国海軍の少尉であることも知りやしない。

　見上げた視線の端に、ストラバの新しい瓶を手に近づく給仕の姿が映った。

　ふとっちょボリスフ　ア　ツ　ト　ボ　リ　ス

 だ。

「三ポンド半」

　とんっとストラバをテーブルに置いたボリスがうっそり言った。この店は都つ

 度ど

 払いがルールだ。

　客が寝ようが死のうが商いには響かない。

　他人には構わない。

　その姿勢がロシア人の店らしい。

　上海には多種多様な民族が集う。

　共同租界は一種の巨大なるコミュニティだが、治外法権を獲得できない少数民族にもそれなりに寄り添う場所がある。

　フランス租界の一角にある白系ロシア人達の社会が、ここリトル・ロシアだ。

　ロシア革命と続く内戦に祖国を離れた人々は東に逃れ、極寒のシベリアを越えてウラジオストックヘ向かった。そして国境を越え満州に入ると、さらに南下し天津や上海に流れついたのである。

　彼らは革命と粛清の嵐に耐え、過酷な自然を生き抜いて来た。そのせいか、一様にもの静かで、全ての物事に対し無関心に見えた。

　この店もそうだ……。

　五ポンド札をボリスに握らせる。

　ストラバを注ごうと起き上がった工藤は、改めて狭い店内を見回した。

　雨が叩く窓際のテーブルでは、見事な顎鬚を蓄えた老人が鷹揚とスープを啜る。

　隣席は中年婦人の二人連れが占領している。何やら深刻な表情で高い鼻を突き合わさんばかりに早口で話していた。

　耳を澄ませた。

　安納金路を横切る市電の音が聞こえない。

　うむ、夜の九時は過ぎているな……。

　工藤はグラスに満ちた透明の液体を一気にあおった。

　焼け串を突っ込まれたように食道が燃え、頭蓋が軋みを上げる。ストラバは極寒のシベリアに住む狩猟者が好む、飛びきり純度の高いウォトカだ。

　摂氏マイナス二十度が当たり前の世界で正気を保つには、これくらいパンチがきつくないといけないようである。

　いつからかこの店に入り浸るようになった。

　誰もいない場所がいい。

　会話、いや言葉すらもいらない。

　日本人は論外だ。

　中国人は騒々しく、孤独な酔っぱらいを嫌う。

　意味すら類推できないロシア語と、記憶を消し去る強い酒に事欠かないここは、工藤にとって理想的な場所だった。

　ボリスの店なら飲み過ぎて人事不省に陥っても安心だ。

　ふとっちょボリスはテーブルに突っ伏した工藤の肩を揺すり、それでも駄目な時はたくましい両腕で体を抱え、軽々と黄包車に押し上げてくれるではないか……。

　軍隊を辞める。

　工藤はそう決めていた。

　二度の上海事変を通じ、下士官上がりの工藤は数多くの戦いを潜り抜けてきた。

　だが、戦えば戦うほど判断に迷い、次第に間違いを犯すようになった。

　第二次上海事変では自らの判断が誤った結果、中隊は強力な敵に包囲され、実に三分の一が死傷するという失態を犯した。

　自らも重傷を負い、辛くも後方に搬送された。三ヵ月後、海軍病院から退院した時には、中隊長だった榎本大尉は部隊の指揮官を追われ、武官付き将校に転属となっていた。

　もっぱら戦いの責任を取らされた、との噂
 だった。

　あの時、負傷した自分を寝板に乗せ、全部隊を撤退させたのは榎本大尉である。

　命を救ってくれた大尉に対しては何物にも替えがたい恩義と、指揮官を追われることになった事実に申し訳ない気持ちで一杯だった。

　榎本という支えを失った工藤は少しずつ酒に頼るようになり、戦後の抗日テロ対策でも自暴自棄的な行動が目立つようになった。

　そして極めつけがあの事件だ。

　俺が戦う大義などもう何もないのだ……。





　事件は昭和十五年二月の旧正月が明けた週末に起こった。

　夕暮れ時の北四川路で邦人を狙ったテロ事件が発生したのだ。

　買い物客で混み合う北四川路沿いの中山書店に投げ込まれた爆弾が爆発。阿鼻叫喚の巷と化した店内で三人が即死。

　通行人を含む九人が重傷を負った。

　工藤少尉は側車サイドカー

 で陸戦隊本部へ戻る途中で事件に遭遇した。

　爆弾は見えなかった。が、黒い長ちやん

 衫さん

 を着た怪しい男が走りだすのは見逃さなかった。

　その途端、轟音と共に炎と煙が書店から吹き出した。

　悲鳴と共に歩道を往く人々がなぎ倒された。

「いったいどうした」

　工藤が聞いた。

「少尉殿。どうやらテロのようです」

　バイクに跨またが

 った岡田一等水兵が呆気にとられ、ゴーグルを押し上げた。

　黒い長衫姿は見る間に遠くなる。

「犯人はあの男です」

　岡田が叫んだ。

「少尉、このままでは逃げられてしまいます」

　人があまりに多い。

　側車での追跡は不可能。

　工藤は瞬時にそう判断した。

　岡田一等水兵に現場の負傷者救助を命じ、自らは黒い長衫姿を追うべく全力疾走で走りだした。

　山育ちの工藤は脚力にはめっぽう自信がある。

　だが、相手も相当に足が速い。長靴を履いているのもスピードを落とす原因だった。

　このままだと引き離される……。

　そう思った時、現場に群がる人垣に押され男の速度が落ちた。

　次の角を曲がると安楽公路に入る。

　幾つもの路地が入り組んだ市場に逃げ込まれると、追跡は困難になる。

　何とか男の足を止めねば。

　大声で通行人に伏せるよう叫び、工藤は[image: 拳]

 銃で男を狙った。

　[image: 拳]

 銃を見た群集がきゃーっと叫ぶ。

　足を撃ち、男の動きを封ずるつもりだった。

　工藤は慎重に狙いを定め、引き金を絞った。

　パンッと乾いた音が通りに響いた。

　だが、倒れたのは黒い長衫姿の男ではなく、半ズボンを穿は

 いた少年だった。

　なぜそうなったのか未だに工藤にも分からない。

　証言によると、事件当時少年は家族と共に飯店で食事中だった。

　轟音に驚いた少年は、家族の制止も聞かず店から飛び出したと言う。びっくりして店から走り出た少年と、工藤の射撃が不幸にも交錯してしまったのだ。

　事件後、工藤は支那方面艦隊の特設軍法会議に起訴された。

　罪状は業務上過失致死と職務怠慢であった。

　工藤に情状酌量の余地は十分ある。海軍側はそう考えていた。

　だが、相手が悪かった。

　亡くなった少年の父親は上海紡績の専務で政財界に知己が多かったのだ。声高に謝罪を求める声を無視するわけにもいかない。

　幾度かの公判を経て、工藤は禁固一年の実刑判決を下された。

　実際には半年後に仮出獄が認められた。

　仮出獄は仮釈放の一種で、刑期満了前に刑の執行を停止し、一定の条件付きで受刑者を解放するのだ。

　僅か半年とは言え、海軍刑務所を経て来た者は「ハクつき」と称された。

　当時中国で多かったのは中国人に対する窃盗と強姦だったが、所詮
 工藤もその類としか見られなかった。

　周囲から敬遠され、上海事変の戦友や部下ですら工藤と口をきく者はいなかった。

　工藤は隊内で居場所を失い、そして孤立していった。

　少しずつ口数が減り、強い酒に溺れ始めたのはその頃からである。

　部隊を離れ駐在武官付きになった榎本大尉は工藤を心配し、誰から聞いたのかこのロシア酒場にも時々顔を出してくれた。

　何も言わず、ただ黙って横で酒を飲んでくれている。

　見捨てられていない……。その事実が素直に嬉しかった。

　今年の九月、来るべき太平洋での戦いに備え大規模な組織変更と転出が行なわれた。

　四年前の第二次上海事変で功労のあった者は皆、戦闘経験者として第一線部隊に登用された。

　だが、工藤は部隊付きという曖あい

 昧まい

 な立場で上海に留まった。

　名誉は屈辱に塗れ、誇りを保つ努力は空をかき、冷笑を招き、そして傷を深めた。





　これが俺の運命なのだ……。

　工藤は吹きすさぶ風の音に耳を傾けた。

　理由はどうであれ民間人、それも少年を殺してしまった事実は一生残る。重い十字架を背負ったまま軍人を続けるのか。

　銃を持つ限りまたいつか人を殺し、大切な仲間や部下を失うだろう。

　いったい誰がそれを正当化してくれると言うのだ。

　もう十分だ。

　英米との戦争が始まる前に除隊しよう。

　決心したはずの台詞を工藤は呪文のように幾度も唱えた。

　軍隊を辞めた後のあてなどない。

　が、食うだけなら何とかなるだろう。

　いや、何ともならなくても一向に構やしないさ……。

　救いようのない自己嫌悪の刃が工藤を切り刻む。

　ストラバのグラスを乾した工藤は、再びテーブルに突っ伏した。





　榎本大尉は激痛に顔を歪めた。

　ごうごうと逆巻く水路からは何とか這
 い出した。

　しかし、右足に一発、腹には二発の弾丸を食らっている。

　臍へそ

 から下が鉛のように重く、しびれたような感覚である。

　両手を使い、這
 うようにして前へと進んだ。華北路の角を曲がり、何とか路地に転がり込む。

　幸い道路には人影がなかった。

　恐らく日付が変わろうとしている時間帯なのだろう。

　こんな時間に濡れそぼっているのは、どぶネズミか日本兵だけだろうて……。

　ハアハアと胸を波打たせながら、榎本は皮肉げに唇を歪めた。

　イギリス軍の動きはやけに素早かった。

　ホテルの裏口に兵を配置していたことは偶然ではあるまい。

　中国人ボーイを使った陽動作戦は、イギリス側にあっさり見抜かれていたことになる。

　榎本の知っている上海駐留イギリス軍は、どちらかと言えば尊大で動きが鈍いイメージであった。

　第二次上海事変後の混乱期に租界巡回を合同で行なった経験を持つが、概して兵隊たちの士気は低く、不審者の尋問もおざなりだったと記憶している。

　いざ有事、という時に明晰な判断と俊敏な行動が取れるとは到底思えなかった。

　だが、今回は違った。

「なぜなのだ？」

　榎本大尉は自問した。

　明らかに日本側の動向が筒抜けになっている。

　そう考えた時、サー・ヴィクター・サッスーンの顔が浮かんだ。

「まさか、あのサッスーンが」

　ボールルームでの親しげな会話。

　続けて脱出用エレベータの所在を教えたやりとりが脳裏に蘇った。

　あの時、サッスーンは自分を日本帝国海軍の士官と分かった上でホテルの外へ逃がそうとしていた。

　ユダヤ人とは言え、サッスーンはれっきとしたイギリス人である。

　イギリスの犬として二枚舌を使い、設計技師奪還を目指す日本側の動きを焙り出したとも考えられる。

　いや……。

　榎本には、どうもその考えは腑に落ちなかった。

　むろん確証など何もない。

　だが、態度や立ち振る舞い、そして表情などから、榎本の感性はあくまでサッスーンを味方だと認識していた。

　気づくと視界がぼんやりしている。

　目を瞬いても焦点が定まらないのだ。

　意識も混濁してきているのか、体が浮いたようにふわつく。

　いかん。

　下半身を見下ろした榎本はぎょっとした。

　撃たれた腹と足から大量に出血している。

　このままでは体内の血液が不足し、一歩も動けなくなる。

「ちくしょう」

　まだ何とか力が入る右手でチュニックの裏地を剝がす。

　さすがはマジェスティック・ホテルだ。ボーイ服の裏地もしっかり縫製されている。

　銃[image: 創]

 の上部にあたる右腿
 の付け根に布地を廻す。

　脚だけでも止血しておかなければ……。

　包帯の代わりに、と榎本は渾身の力を込めて引き絞った。

　うぐーっ。

　脳天を突き抜けるような激痛が走る。

　歯を食いしばり、荒い息を吐きながら何とか止血をした。

　どう考えても、これ以上の任務続行は困難であった。

　だが、何としてでも零戦の設計技師小野寺の身柄を確保し、封鎖された租界から脱出して日本側に送り届けねばならない。

　誰かにこの任務を託さねばならん……。

　今やその信念だけが榎本の体を突き動かしていた。

　へし折れそうになる意識と体軀に鞭を打つ。

　懸命に体を引きずり路地から這
 い出た榎本の視界に、向こうからやって来る黄包車の姿が目に入った。

　辿
 り着く先にあの男がいることを願った。





　ひどく揺れる。太平洋上に出撃した覚えはない。

　俺は海軍を辞めたのだ。

　もう船には乗らんぞ。船酔いなぞ二度と御免だ。

「ミスタ、ミスタ」

　誰かが体を揺さぶっていた。瞼まぶた

 を開けると、ウォトカのボトルに貼られたラベルが工藤の視界を塞いでいた。

　そうか、俺は確かリトル・ロシアの居酒屋にいたはずだ。

　ボリスよ、もう閉店の時間なのか……。

　工藤はゆるゆると顔を上げた。

　ふとっちょボリスの三重顎が見下ろしていた。

「どうした？」

　工藤の問いにボリスは身を引いた。

　背後に主人のボロディンスキーと、ずぶ濡れの中国人車夫が立っていた。

「おまえさんの仲間だ」

　ボロディンスキーは外を指さした。なめし革のような皮膚の車夫が工藤に向かって腕を振り上げ、苛ついた声を上げた。

　その手にべっとりついた血に気づき、工藤はむっくり起き上がった。

　妙な胸騒ぎを覚えた。

　無言で足早に戸口ヘと向かう。

　外には黄包車が停まっていた。激しい雨に打たれ、座席に横たわる人影もまたずぶ濡れである。

　こちらを向く顔を確認した工藤の目が大きく見開いた。

　榎本大尉だった。

「大尉、榎本大尉殿」

　濡れるのも構わず黄包車に駆け寄った工藤は、ぐったり弛し

 緩かん

 した榎本大尉の体を揺さぶった。

　見れば下半身が血塗れである。

「ああ工藤か……」

　薄っすら目を開けた榎本大尉は工藤を確認した。

「お前、やはりここに居たか」

　小さく咳き込んだ榎本は唇から血の泡を噴いた。

「苦労したぞ。だがここまで来た甲斐があった。お前さんの酒癖とやらに今回だけは感謝せねばな」

「いったいどうしたのです、大尉殿。便衣隊の仕業ですか」

　いいや、と榎本大尉は小さく首を振った。

「イギリス軍さ」

「イギリス……？」

　絶句した工藤を榎本大尉が見上げた。

「足の根と腹に弾を食らった。奴らの腕をあなどってはいかん」

　気を確かに、という工藤の言葉を吸い込むように榎本大尉は呻いた。

　国家の命運を賭
 けた任務をお前に託す。事情は内ポケットの紙に書き留めた、と喘ぐように繰り返す。

「大尉殿……」

　工藤は訝しげに聞いた。

「なぜ自分にそのような任務を託すのですか」

　途端に血まみれの左手が驚くほどの力で工藤の襟を摑んだ。

「お前は一度正しいと思ったら徹頭徹尾それを貫き徹し、命すら惜しまない大ばか者だ」

　ぐいっと引き寄せた工藤の顔を、大きく見開いた上官の目が覗き込んだ。

「工藤よ。今こそ、その信念を貫く時だ……」

　息が苦しいせいか語尾が揺れる。

　工藤は黙ったまま頷き、榎本大尉の手を堅く握りしめた。

　魂がわし摑みにされ、揺さぶられるようであった。

　分厚い手が予想以上の力で握り返して来る。やがてその手が小刻みに震え始めた。何か言いたげに幾度も喉仏が上下する。

　が、もはや声にならない。

「頼んだぞ、工藤……」

　搾り出すように言葉を吐いた榎本大尉の手から不意に力が抜けた。

　急速に黒い硝子と化した目が虚空をにらむ。目尻から滴り落ちる雨粒が、無念の涙に思えた。

　大尉の瞼を閉じた工藤は、しばらく無言で雨中に佇んだ。

　あっという間の出来事で頭が混乱していた。

　夢を見ているかのように現実感がない。だが、目の前でこと切れているのは、紛れもなく自分の元上官だった。

　雨が冷たい。

　不意に工藤はそう感じた。

　細かく震える手で、榎本大尉の内ポケットを探る。

　折り畳まれた紙が手に触れた。

　震えが止まらない。

　ようやくのことで紙を摑み出す。車夫に遺体の扱いを指示した後、工藤は店のテーブルに戻った。

　几帳面に折り畳まれたメモの紙は濡れて心許ない。

　工藤は丁寧に折り目を押し拡げた。

　ゆっくり一語一句噛みしめるように目で追った。

　限られた時間の中で書かれたと推察される。

　零戦の墜落から設計者捜索に至る経緯が走り書きで淡々と綴られ、最後に紙の処分を要求していた。

「何ということだ……」

　事の重大さを理解した工藤の口から、思わず言葉が洩れた。

　共同租界に降下した零戦の設計技師を確保し、イギリス軍の包囲網を突破して日本側に連れ戻す。

「租界は完全に封鎖されている、だと」

　土台無茶な話であった。

　だが……。

　第二次上海事変の最中、負傷して海軍病院に入院していた頃を工藤は思い出した。

　榎本大尉は呉淞路の退却戦で全治三ヶ月の重傷を負った工藤を見舞いに来たのだ。

　自分が無茶な進撃を主張したせいで退却を余儀なくされ、部隊は敗退した。

　工藤はベッドの上で何百回となくその光景を反芻し続けていた。

　三好兵曹の仇討ちにこだわった自分の失策を恥じ、前線の指揮官を追われた榎本大尉に会わせる顔がなかった。

「大尉殿……」

　不意に現われた上官を前に、工藤は言葉を失った。

「俺はまだ悔やんでいるよ」

　ベッドの横に座った榎本は意外な言葉を吐いた。

　窓から差し込む晩秋の陽が、整った榎本の横顔を照らしている。

「三好兵曹を単独で斥候に出したことをだ」

「しかし大尉殿、あれは自分の判断でやったことです」

「うむ」

　榎本は頷いた。

「もちろんそうだ。だが、もし自分がお前さんの立場だったら、ためらうことなく同じ判断をしただろう」

「そうですか」

　榎本の視線がじっと注がれている。その目はひどく真剣だった。

「中国大陸に来て五年。我々は名誉や義などという言葉が通用しない相手と戦ってきた。だが工藤よ、こいつは序の口に過ぎん」

「どういう意味ですか？」

「駐在武官付きになってよく分かったよ。これから戦うことになる英米蘭は更に手強い。彼らはアジアの盟主になろうとする日本を徹底的に叩くだろう。その時、我々はかつて見たこともない規模の不条理や殺戮に直面することになる」

「…………」

「国は乱れ、多くの民衆が戦火の犠牲となり、軍人の規律は地に堕ちるだろう。だが、そんな時こそ信念を持ち、愚直なまでにそれを貫けるお前さんのような男が必要なのだ」

　そこまで言って、榎本大尉はじっと工藤の顔を見つめた。

　予想だにしない言葉だった。

　この俺を生かしたことには意味があったのか。

　来るべき英米との戦いを見越し、日本という国の土台を守ろうとする榎本大尉の慧眼に驚くと共に、与えられた役割の重さに呆然とするばかりである。

　自分を信じろ。そして変えようなどと思うな……。

　そういう意味だった。

　傷が癒え陸戦隊に復帰した後も、揺らぎ続ける心の中で、その言葉だけを抱いて生きてきた。

　そんな気さえする。

　メモを読み終え顔を上げた時、工藤の腹は既に決まっていた。

　どうやらもう一度自分の原点に立ち戻り、とんでもない無茶をする必要がある。

　但し、これは国のためでも自分のためでもない。

　工藤はストラバのグラスをぐっと摑んだ。

「榎本大尉殿……」

　いつの間にか震えは止まっていた。

　大尉殿から受けたご恩をお返しする時が来たのだ。

　そのためには、上海事変の時のように生きて戦い続けねばならない。いかに困難な任務であっても、だ。

　透明の液体を一気に乾し、工藤は立ち上がった。

　こいつは紛れもなく弔い合戦であった。
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　名古屋郊外の小牧にある三菱航空機社内には衝撃が走っていた。

　上海から小野寺稔夫技師遭難の一報が舞い込んだのだ。

「何ということだ……」

　設計課長の服はつ

 部とり

 は途方に暮れた顔をした。

　実験棟から駆けつけた堀越主任技師らも前に立っている。

　数々の新型機開発を束ねてきた服部は、社内きってのやり手として知られる。

　豪胆かつ緻密な仕事ぶりで三菱経営陣の信頼も厚い。

　その服部がすっかり顔色を失っている。

　傍らには海軍航空技術廠飛行実験部の中村大尉が控えていた。

　十二試艦戦と呼ばれた試作時代から零戦のテストパイロットを務めてきた中村海軍大尉は、事情を伝えに急遽、横須賀から飛んできたのだった。

　零戦の主任設計技師である堀越二郎技師の顔も強張っている。

「で、小野寺君の安否は？」

「残念ながらまだ不明なのだ」

　中村大尉は沈痛な面持ちで口を開いた。

「小野寺が降下した上海の共同租界は、イギリス軍によって完全に封鎖された。現在、海軍の陸戦隊員が小野寺技師の確保に奔走しているらしい」

「そうですか……」

　まあ主任、座りたまえと服部課長に促され、長身[image: 痩]

 軀の堀越は椅子に腰を落とした。

　設計台では強度計算担当の角つの

 本もと

 が、主任の井い

 坂さか

 とさかんにやり取りをしていた。

　角本には次期主力戦闘機十七試の胴体強度計算を任せている。

　角本は小野寺とは同期入社で、誰よりも小野寺の安否を気にしていた。

　正直、堀越は驚いていた。

　同期の中でしのぎを削る仲だと思っていたから若い設計技師の遭難は、この組織に静かな波紋を起こしているように思えた。

　彼を上海に行かせなければよかった。

　事情を聞いた堀越は慙ざん

 愧き

 の念に絶えない。

　今回のゼロ戦三十二型の場合、短い改修期間の上に、戦闘機の要とも言える原動機の換装を行なわねばならない。

　服部課長から改修責任者の打診を受けた時、堀越は躊躇ためら

 わずに小野寺を指名した。

　彼の持つ設計思想、技術志向がこれからの時代に適している。

　そう考えたからだ。

　堀越は自らをフリーハンドな状態でこそ最善を尽くせる技術屋だと認識している。

　生来恥ずかしがり屋で口数が少ない。

　だから、人を説得するような仕事には向かない。

　一方で同じ条件で競い合い、自由な発想やアイデアを提示する環境では他の誰にも負けない自信があった。

　そんな自分を信じ、最高の環境と技術員を与えてくれた三菱の経営陣と課長の服部には心の底から感謝をしている。

　ただ、英米との開戦を目前に控え、軍が三菱航空機側に提示する要求水準は一段と高くなっている。

　片や開発期間は短縮するばかりである。

　いや……。

　これは日本だけではあるまい。

　堀越は直感的にそう感じていた。

　現在の技術や規格の埒らち

 外に出ることなく開発することが、兵器開発においては最も楽な道であろう。

　世の中に出てきた工業製品をあれやこれやと評価し、良いところは真似をして、悪いところは正して模倣品を造ればよいのだ。

　だが、二番煎
 じの模倣品ばかりでは遙かに力が勝り先進的な国には追いつき、追い越すことはできない。

　堀越は入社以来、一途なその信念で、零戦をはじめとする傑出した戦闘機を世に送り出してきたのだ。

　零戦の開発では平均年齢なんと二十四歳という設計陣を堀越は束ねた。

　設計陣の中に、堀越以上にフリーハンドを良しとする変わり者がいた。

　小野寺稔夫技師だった。

　昼休みなど休憩時間には皆ぐったりとしているものだ。

　が、小野寺は黒板に「未来の飛行機」と題したスケッチを無邪気に描いてみせる。

　葉巻に小ぶりな翼をつけたような異様なスタイル。両翼の下にはえらく大きい筒がぶら下がっている。

「小野寺。何だいこれは？」と、聞くと「ロケットです」と答えが返ってきた。

　若き設計技師の頭には、既に次世代の戦闘機が浮かんでいるのだ。

　普段は目立たず大人しい性格だが、自由奔放な発想と天真爛漫さでは、小野寺の右に出る者はいない。

　設計屋の発想は常に規定の範疇を出ておかなければならない。

　堀越は常々そう考えていた。

　改修作業を例に取ろう。

　最高速度を上げるためにエンジンを換装してほしい、という要望が軍から出たとする。

　その時、設計者は「エンジンを換装する」という頭になってはいけない。

　最高速度を上げたい。

　それも何のために……。

　これを追究することが、設計者の第一の仕事なのだ。

　もし大型爆撃機に対する一撃離脱が目的なら、搭載機銃の性能を上げることも選択のひとつとして浮上する。

　また、速度に勝る戦闘機が相手ならば、機体の重量を軽くすることも対処方法である。

　言われたことをやる作業者ではなく、自ら考え、最も良い方法を提示することこそが優秀な技術屋の義務であった。

　小野寺という技術屋には、その角が生えていた。

　彼には自分以上の経験を積ませたい。

　そう考えた堀越は、三十二型の改修に小野寺を指名した。

　英米との決戦が始まった後、軍部は新型機の開発をさらに推し進めてゆくであろう。

　ただ、日本の航空機産業は生産に必要な資源の調達や、量産能力に限界があった。

　戦時になったからと言って、構想から実験、試作、評価、実用に至る時間や過程を急には短縮できないのだ。

　それだけに、これからの開発を担ってゆく若手には短期間で改修を進める術すべ

 を身につけてほしい。

　そう思い、漢口で行なわれる実機飛行試験への派遣を決断したのだった。

「続報があり次第、またお伝えする」

　中村大尉はそう言い残し、設計部の部屋を出ていった。

　席を立った服部課長は「まあ、飲め」と、急須から湯のみに茶を注いだ。

「今回の件で責任を感じているのか、堀越主任」

　とん、と湯のみをテーブルに置いた服部課長は、じっと堀越の顔を見つめた。

「はい……」

　眼鏡のつるに手をやった堀越は、瀬戸焼の湯のみを手に取り、ずっと啜った。

　熱い塊が食道から胃に滑り落ちてゆく。

　固まっていた気持ちが少しだけ落ち着く気がした。

「多くの操縦士が我々の設計した翼に乗って戦う。この国の命運を賭
 けてな」

　服部は翼が乱舞する空をふり仰ぐように天井を見上げた。

「ある者は帰還し、ある者は二度と還ってこないだろう。我々の果たすべきことは、その重さを決して忘れることなく、最善を尽くすことだ」

「最善を尽くす、ですか」

　嚙み締めるように堀越は言った。

「ああ」

　服部は静かに答えた。

「この国がたとえどこに向かおうとも、政治家、軍人、企業人には堀越君と同じく最善を尽くそうとしている人々が大勢いる。大きなうねりの中で、一見彼らの努力は空しく何の意味もないように思えるかもしれない。だが、それは違うぞ」

　堀越の目はいつしか救いを求めるように見開いていた。

「いつか平和が訪れた時、最善を尽くしたことこそが、この国の礎になるのだ」

　設計部の建物を出た堀越は、実験棟に戻る途中で立ち止まり夜空を見上げた。

　夜風が心地よい。

　草原ではりんりんと秋の虫が鳴いている。

　小野寺よ、生きていてくれ……。

　堀越は心の底からそう願った。





　上海は新たな朝を迎えていた。

　上海工部局の向かいにある駐留イギリス軍司令部の作戦室は、馥ふく

 郁いく

 たるアッサム・ティーの香りに満ちていた。

　眺めのいい七階の窓から差し込む朝日が、眩いばかりにきらめいている。

　湿度は低く、たいへん過ごしやすい一日になりそうだった。

　だが、報告を受けるサー・トム・フィリップス提督の表情は巌のように硬い。

　落ち窪んだ眼窩の奥で、青い瞳だけが精気を放っていた。

「とんでもない失態だ……」

　ファイルから顔を上げたフィリップス提督は、じっとマクステッド少将を見つめた。

　フィリップス提督は[image: 丷]

 月下旬までロンドンの軍令部で作戦部次長を務めていた。

　イギリス軍は太平洋における要衝シンガポール要塞を守る東洋艦隊を編成。

　司令官を拝命したばかりのフィリップスは、ウィンストン・チャーチル首相からじきじきに事態の収拾を命ぜられ、昨夜急遽、上海入りしたのだった。

　報告の中身は零戦の墜落と墜落した設計技師捜索の経緯であった。

「突発的な任務だったことは十分理解しておる」

　少し間が空いた。

「だが、我がイギリス人の経営する競馬場に墜落した機体はアメリカ軍に先を越され回収できていない」

「ご指摘のとおりです」

「それに、市内に降下した設計技師すら確保できていないとは何とも無様ではないか。チャーチル首相もえらくご立腹であったぞ」

「面目ございません」

　マクステッド少将は慎重な口ぶりで言った。

「ただ、租界は猫一匹這
 い出ないように完全封鎖しております。設計技師の確保は時間の問題かと思われます」

　ふむ、とフィリップス提督は唸った。

「今更終わったことを責めてもしょうがあるまい」

「恐れ入ります……」

「問題は、とり残された日本人設計技師の扱いだ」

「この事実はごく少数の人間しか知りません」

「うむ」

　フィリップス提督は、じっとマクステッド少将の目を見つめた。

　高い鼻梁の両側に、やや離れた鳶色の目はあくまで理知的だ。部下には決して声を荒げたり苛々した態度を見せたりすることはない。

「極東における我が国の権益は重大な正念場に差しかかっておる」

　分かるだろう、という風に提督は首を傾げる。

「ドイツとの戦いに翻弄され、我が大英帝国の威信はこのアジアで急降下中だ。そこに新興国の日本が食い込んできておる」

「確かに……」

「大国という観衆が今後の行方を冷静に見るなら、ここで大英帝国に入れ込む必要などない。相次ぐ作戦の失敗で、坂道を転がり落ちるユニオンジャックという名の石を黙って見つめておる。今や、道の両側は観客でいっぱいだろう」

「だからこそ」

　マクステッドは息巻いた。

「ここで日本に対する指導力、牽制力を高めるべきではないかと思われますが」

「その通りだ。少将」

　フィリップス提督は、ぐっと身を乗り出した。

　いつしか鳶色の目に生気が宿っている。

「島国の日本は、広大な太平洋全域を統治できる絶好の位置を確保している。この国が極めて強力な国家となることは、我々にとって好ましくない」

「列強とのパワーバランスですか」

「それもある」

　ごもっとも、という風に提督は頷いた。

「だが、強力な国家を核に新たな極東文化・生活圏を確立されることが最も恐ろしいことなのだ。独自の技術や科学を持ち、十二分ともいえる鉱物燃料資源を有するこの生活圏は我が国やアメリカにとって強大な脅威となる」

「ええ」

　マクステッド少将は相槌
 を打ち、相手を促した。

「アジア人の生活習慣や規律を厳格に守ろうとする日本人のプロパガンダに連動する国や人民がどれほど多いことか。世界史で表舞台に登場したことのない日本が台頭した時、我々は最大の危機に直面することになる」

「最大の危機……」

　誇大とも思える表現に、マクステッド少将は言葉を失った。

「そう」

　あっさりと提督は言い放った。

「戦争だよ、ミスタ・マクステッド。生活圏を得た民族はすべからく新天地を求める。君の祖先がイングランドを出て新大陸に向かったようにね」

　フィリップス提督は虚空を見上げた。

「今回の失敗は仮想敵国たる日本側に一方的な勝利をもたらしつつある。これは極めて危険な兆候なのだ」

「…………」

　追い討ちをかけるようにフィリップス提督が声を荒げた。

「今、あの国に力を持たせてはならない。断じてならんのだ」

　提督はさらに語気を強めて続けた。

「今回、この上海で我々は何としてでも設計技師を確保せねばならん。彼は抑止力であり、また、外交的にも極めて重要な切り札なのだ。この意味が分かるかな、ミスタ・マクステッド」

「イエス。サー」

「私はこの件が解決するまで上海に留まるつもりだ」

　フィリップス提督は、じろりとマクステッド少将を見上げた。

「チャーチル首相閣下は技師の確保と、シンガポール要塞への連行をこの私に直接指示されておられるのだ」

　何ということだ……。

　マクステッド少将は啞然とした。

　本国政府は、この事件に想像以上の執着心を持っている。

　サー・トム・フィリップス提督がシンガポール司令官着任前に上海に立ち寄る。

　マクステッド少将はこのニュースを聞いた時、不自然さを感じていた。

　だが、今やその理由がよく分かる。

　イギリス政府は、いやウィンストン・チャーチル首相は何としても日本人設計技師を確保するつもりなのだ。

　武力行使、外交、そして暗黙知としての人質……。

　今や大英帝国は、ありとあらゆる手段と策を弄して、アジアの権益を確保しようとしている。

　なりふり構わぬその姿勢の裏には、明らかなる焦りと狼ろう

 狽ばい

 が感じられた。

　日本に振り回され、結局は日本に付け入る隙
 を与える……。

　それこそがマクステッド少将の最も危惧する事象であった。





　その日、教会が行なった朝の施しには六十人ほどが列をなした。

　薄い塩味のスープとライ麦のパン。

　それだけしか準備できなかったが、列に並ぶ人々のやつれた顔には一様に喜びの色が浮かんでいた。

　教会を切り盛りするエミリー・カークウッドには、皆の笑顔が一番の褒美だった。

　盧溝橋事件に端を発した日本軍の大陸侵攻は続いている。

　徹底抗戦を叫ぶ蔣介石軍と日本軍との戦いは泥沼の様相を示していた。

　戦火で家や田畑を失った大量の難民が中国全土に溢
 れ、その多くは大都市へ続々と流入していた。

　この上海も例外ではないわ……。

　パンを手渡しながら、エミリー・カークウッドは思う。

　中国人だけではない。

　政情が不安なロシアからの避難民や、ヨーロッパを追われたユダヤ人などの流入も一向に止まる気配がない。

　今や上海は巨大な難民収容キャンプと化しつつあるのだ。

「エミリー……」

　見ればレフチェンコ一家の一人娘ターニャがひょっこり台の上に顔を出している。

　一家は一九三一年の日本軍満州侵攻に伴う混乱を避け、ハルビンからはるばるこの上海まで陸路を逃げてきた。

　ロシア租界の一角にある安アパートの一室には、実に五家族十六名もの人間がひしめき合っていると聞く。

　レフチェンコ家が特別なわけではない。

　親は工場や店頭の売り子などで一日中あくせく働き、なけなしのお金で分割した部屋代を払うのだ。

　上海は不動産不足で家賃がすこぶる高い。

　部屋は何とか分割して住めたとしても、食費まではなかなか手が回らないのが実情であった。

　ターニャは醒めるような金髪と、くりくりした目が可愛い[image: 丷]

 歳の少女だ。

「ハーイ、ターニャ！」

　エミリー・カークウッドは釣り込まれるように白い歯をみせた。

　この少女の笑顔には、忌々しい社会の膿や汚れを全て忘れさせる効能がある。

「熱いから気をつけてね」

　うん、と唇をへの字に曲げる仕草もまた健気だ。

　あどけないこの子が、どれだけひもじい思いをして日々耐えているのか。

　それを想うだけでエミリーの胸は締めつけられるようだ。

　だが、教会側の資金も底をつきかけていた。

　牧師だった父が亡くなって以来、エミリー・カークウッドは蓄財を切り崩し教会の運営を続けてきた。

　だが、戦乱が近づくにつれ、租界に在留するイギリス人たちからの支援は細り、一方で施しを求める人々は膨れ上がった。

　とても見捨てられないわ。

　エミリーはその気持ちだけで施しを続けてきた。

　だが、見る間に減ってゆく蓄財を補填する資金調達先はなかった。

　僅かな教区の予算など、しょせん焼け石に水だ。

　焦ったエミリーは上海市内にあるイギリス資本の会社を片っ端から回り教会への寄付を募った。

　だが、思ったように金額は集まらない。

　上海パブリックスクールの校長を務め、敬虔なカソリック教徒でも知られるアイリーン・カードリーの個人的な支援がなければ、ここまでとても持たなかっただろう。

　いったいあと何日続けられることか……。

　考えれば考えるほど先行きは不透明で、不安ばかりが増殖する。

　でも……。

　不安を振り払うようにエミリーは頭を振った。

　教会は神の家だわ。

　たとえたった一人だけでも救いを求める者がいる限り、主の御心に通じる道は開かれていなければならない。

　既にエミリー・カークウッドの腹は決まっていた。

　最後の一日までこの扉は閉めない。

　そう決めていたのだ。

　気づくとまた雨が降り始めている。

　エミリーはうらめしく灰色の空を見上げた。

　空から舞い降りしものの姿は見えそうになかった。





　午前[image: 丷]

 時十五分。

　小野寺稔夫技師はずぶ濡れだった。

　周囲の地面は水浸しで、田植え直後の水田にも似た光景が広がる。

　もう一歩たりとも進めない。

　体は冷えきり一晩中彷徨さまよ

 い続けた結果、足は棒のように突っ張っていた。

　降り続いた雨はようやく上がった。だが、頭上の雲塊は重たげにたれ下がったままで、びくりとも動く気配がない。

　雨はもう御免だ……。

　げんなりした表情で空を見上げた小野寺は心底そう思った。

　堅牢な造りの航空用半長靴のおかげで足先だけは辛うじて無事だった。それ以外は、下穿きに至るまでずぶ濡れである。

　小野寺は慎重に周囲を見渡した。

　明らかに墓地の佇まいだ。

　濡れそぼる墓碑がそこ此処に点在している。

　その多くは庭石かと見まごうばかりに風化し、伸びるに任せた下生えに覆われる日もそう遠くはなさそうだ。

　新しい墓碑はほとんど見当たらず、墓守の不在を窺わせていた。

　もちろん、今の小野寺にはそのほうが好都合である。

　頭を巡らし何度も人影を慎重に確認した小野寺は、段のついた大振りの墓碑を選び、どさりと腰を下ろした。

　墓地の向こうに建物が望める。

　茶褐色の尖塔があるところからすると教会なのだろう。

　どうやら、さし迫る危険はなさそうだ。

　気を緩めてもよかろう……。

　大きく息を吐いた小野寺の脳裏に、永遠にも思えた昨夜の記憶が蘇った。





　零戦脱出後、落下傘降下した先は邸宅の庭であった。

　着地は意外に呆気ない。

　あっという間の出来事だった。

　大外刈りを食らった初心者よろしく、へっぴり腰でぐるりんと受け身をした目の前に、明かりの洩れる白いベランダがあった。

　見上げると瀟洒な二階造りの家屋が[image: 聳]

 えていた。

　動揺した小野寺は慌てて落下傘を外し、刈り込まれた芝生の上で腰を屈める。

　ゆっくり後退した。

　敷地を高い塀が巡っていた。

　屹立するヒマララヤ杉の根元に落下傘を突っ込み、小野寺は壁伝いに門を捜し道路に出た。

　住人に気づかれた気配はない。

　たとえ誰かが窓の外を見たとしても、漆黒の闇に雨が降りしきっている。フクロウですらその炯けい

 眼がん

 は発揮できまい。

　生あい

 憎にく

 の天候に感謝せねばなるまい……。

　小野寺は歩きながら、服についた草葉っぱを振り払った。

　左右に街灯と歩道のある広い通りに出た。

　街の中心はいったいどこだ。居場所も方位もてんで分からない。

　一刻も早く日本軍の支配下に戻らねば。

　焦る小野寺は自分の存在と窮状を訴える先を捜し歩いた。

　悪天候で通りには人影も疎らだが、週末とあって明かりの灯る店もある。

　英語やフランス語の看板を慎重に避けた小野寺は、ようやく「伏見の酒あります」と書かれた短冊の下がる料理屋を発見した。

　軒先に立つ一枚板の看板が雨に吹き込まれ濡れていた。

「嵯さ

 峨が

 、か……」

　店の名を呟き小野寺は引き戸を潜った。

　たたきの左右に塩が盛られている。

　出迎えた和服姿の女給は小野寺の姿を見るなり、ぎょっと笑みを凍りつかせた。

「これは失礼した」

　ずぶ濡れ姿では驚くのも当然だ。

　小野寺は、にっこりと女給に笑いかけた。

「雨に降られましてね。私は日本人です」

　真ん丸に開いた一重瞼の下で、鼻孔がひくひくと蠢うごめ

 く。

　状況が呑み込めず、ひどく驚いた様子であった。

　やがて女給はくるりと振り返り、無言で奥へと引っ込んだ。

　この格好にびっくりしたのか。

　小野寺は改めて自らの飛行服姿を見回した。

　しばらくして、ダークスーツ姿の男が暖の

 簾れん

 を分けて出てきた。

　男はゆっくりと小野寺の全身を見廻し、きわめて慎重な口調で言った。

「ご予約のお客様ですか」

「いいえ」

　小野寺はゆっくりかぶりを振った。

　この男も警戒している。身分を明かしたほうがいい。

　そう判断した。

「先刻墜落した日本軍機に搭乗していた者です」

　小野寺は男にそう答えた。

　軍人ではなく、設計者であることには敢えて触れなかった。

「大至急日本の海軍と連絡を取りたいのですが」

「飛行機は……」

　男はひどく動揺した表情で小野寺を見た。[image: 櫛]
 くし

 の通った頭からポマードの匂いが微かに漂う。

「確か競馬場に墜落し、大破したと聞いたが」

　そうか……。

　小野寺は男の表情に合点がいった。

　自分は下士官用航空服に半長靴姿である。零戦は墜落し操縦士も死んだはずなのに、と驚いているのだ。

「自分は同乗していたのです。落下傘降下のお陰で助かりました。一刻も早く日本租界に戻らねばならんのです。海軍に連絡をお願いしたい」

「そうでしたか……」

　じっと聞いていた男がポツリと口を開いた。

「分かりました。至急、軍と連絡を取りましょう」

　女給に短く指示を出し、男は小野寺に席を勧めた。

　[image: 痩]

 せぎすで陰気な見た目よりは饒舌であった。

　零戦の墜落は大変な話題になっているのだと言う。

　運ばれた熱いお茶を啜り、小野寺はたわいもない話題をマネージャーだと名乗る男と続けた。

　オーナー言いなりの商売は辛い。この租界には何の自由もないのだ。そう男は壊れたラジオのように何度も繰り返した。

　身体が温もると共に尿意を催した。

　奥の厠かわや

 に入る。

　ズボンのジッパーに手を掛けたところで店の入り口付近にざわめきが湧いた。

　人声と、たたきの敷石を踏む軍靴の音が入り乱れる。

　ほう。

　どうやら海軍さんのお出ましらしい。

「意外と早いな……」

　小野寺は海軍の手際良さに舌を巻いた。

　足早に軍靴の響きが近づく。

　慌てて身繕いし、小野寺は厠の扉を開けるべく身構えた。

　マネージャーと兵隊の押し殺した話し声が聞こえる。

　様子が変であった。

　何だ、この機関銃のような喋りかたは。

　内容を聞き取ろうと、小野寺は扉に耳を押しつけた。

「！」

　会話は英語で行なわれていた。

　イギリス軍だ。

　咄嗟にわけが分からず小野寺の頭は混乱した。

　巡回中のイギリス軍が店に踏み込んだのか。

　いいや、違う……。

　ようやく小野寺は自らの不注意に気づいた。

　考えて見れば、ここは英米の共同租界である。

　たとえ日本料理店とはいえ、オーナー全てが日本人とは限らない。

　全てはオーナーの言いなりなのです、と言ったマネージャーの泣き笑いの表情が、ようやく理解できた。

　しまった。

　自分はイギリス軍に売られたのだ。

　小野寺は震える手で扉に鍵を掛け、個室の奥に素早く後退した。

　扉を叩く音が響く。

　誰かが引き戸をゆすっていた。

　ここから逃げねば……。

　扉が破られるのは時間の問題だ。

　小野寺は狂おしく周囲を見渡した。天井に近い壁に換気用小窓が設えてある。

　選択の余地はない。

　くそっ。

　一か[image: 丷]

 かだ。

　歯を食いしばった小野寺は洋式の便器に乗った。

　天井から伸びた水道管に取りつく。

　尋常小学校の頃から体育がからきし駄目だった。

　ひょろひょろと[image: 痩]

 せた、年中色の白い稔夫少年は体操が大の苦手なのだ。

　だが、今更後悔しても遅い。

　ハアハアと喘ぎながら窓枠を越え、腰のベルトまで外へ出たところで力尽きた。ろくに筋肉のない細腕では体を支え切れない。

　もんどり打つように小野寺は建物の外へ転げ落ちた。





　それからの記憶は少々曖昧である。

　ひたすら走った。

　暗い路地を伝い街灯を避け、人影を逃れた。

　姿を晒してはならない。誰も信じてはいけない。

　ここでは全てが敵なのだ。

　気づくと夜が白みかけていた。

　どぶを伝う鼠さながらに全身がびしょ濡れで、神経はすさみ、眼だけが血走って炯けい

 々けい

 と光っていた。

　肉体の疲弊につれ、次第に気力も失せる。

　逃げきれるわけがない。

　いっそ投降したほうが良くはないか……。

　そう思うたび、伝声管を伝う西野海軍少佐の声が蘇り、挫くじ

 けそうな気持ちを何とか奮い立たせた。

　だが、もはや限界であった。

　気力はまだしも体力を使い果たしていた。

　大休止をとるなら先の見えぬ市街地よりも、敵の接近が容易に察知できる場所を選んだほうがよさそうだ。

　そう考えた時、偶然にも教会の敷地に迷い込んだのだ。

　小野寺は教会の建物から死角になるように墓石を背にすると、ぐったりした体を冷たい石にもたせかけた。

　極端に神経が鋭敏になっているせいだろう。肉体は疲れ切っているはずだが、一向に眠りは訪れない。





　いつしか小野寺は頭の中で、上海上空の出来事を反芻していた。

　あの時、上海上空に達した零戦三十二型は、市街に向かって急降下を行なった。

　操縦する西野少佐は左のフットバーを目いっぱい踏み込み、左垂直旋回から急降下態勢に入った。

　強烈なＧが襲いかかる。

　しばらく降下したのち、突如激しい振動が機首付近に発生したのだ。

　うむ……。

　どう考えてもフラッター現象のように思えた。

　フラッターとは、ある速度以上になると胴体や主・尾翼、舵面が単独あるいは複合的に強烈な振動を起こす現象だ。

　最悪の場合、空中分解を起こすこともある。

　現に、二十一型の試験飛行時にも担当していた下川大尉が殉職するという痛ましい事故が起きている。

　発動機の重量増と、それに伴う取りつけ部位の強化不足……。

　機首部分から振動が起こったことを考えれば、原因は特定できたかにも思える。

　小野寺は鈍い灰色の空を見上げた。

　西野少佐……。

　笑うと目じりに人懐っこい皺のよる飛行隊長は、もうこの世にはいない。

　その事実があまりにも重く、小野寺の心を鷲づかみにして離そうとしない。

　漢口航空隊に赴いた小野寺技師は西野少佐に出会い、そして零戦の実戦風景にはじめて接した。

　ほこりだらけの滑走路を駆け上ってゆく銀色の機体。

　舗装もなく穴だらけの滑走路は確実に脚に負担をかけ、路面からのフリクションは確実に離陸距離を延ばす。

　コクピットの中で操縦士は左手でスロットルを全開にし、尾部が上がるように操縦桿を前方に倒している。

　その時、風の影響で機体が左右に振られる。

　操縦士はフットバーで、その振れを調整しなければならない。

　加えて路面の凹凸が激しければ、下手にバウンドして推進力を失わないような操舵が求められる。

　滑走路が短ければ短いほど高い技術が要求される様子だった。

　三菱航空機名古屋製作所の滑らかに舗装された飛行場では決して見ることのできない光景だった。

　整備兵や操縦士に聞くと、漢口はまだましなほうだという。

　確かに陸軍と海軍が同居する漢口飛行場は巨大な滑走路を持ち、整備工場や掩体壕なども広くて立派な造りである。

　さらに奥地の飛行場は、そりゃもう悲惨なもんですわ、とのことだった。

　小野寺はそれまで正直、主脚の設計強度などに注意を払ったことがなかった。

　だが、連日の出撃で最も酷使されている部位であることは紛れもない事実だった。

　今後日本軍の南方進出が進めば、占領した島に海軍の設営隊が仮設飛行場を突貫工事で建設することになる。

　飛行場が完成次第、でこぼこの滑走路から零戦が飛び立つ……。

　などという光景が頻発するであろう。

　そうなれば今の強度で主脚が持つかどうか分からない。

　兵器は実戦で鍛え育てられる。

　当たり前の事実を小野寺は目の当たりにしたのだ。

　小野寺が遙々漢口にやって来た目的は、西野少佐の操る三十二型の飛行試験だ。

　だが、既に実戦配備されている十一型は幾多の操縦士と整備兵が日々使い込み「評価」している。

　その重要性に気づいたのだ。

　三菱から零戦の設計者がやってくる。

　そう聞かされていた漢口基地の人々は、首を長くして小野寺を待ちわびていた。

　操縦性について、不具合について。

　そして整備性について……。

　それぞれの職務と責任の範囲で彼らは怒濤のように話したがった。「三菱の設計屋さん」と、どこへ行ってもすぐ声を掛けられ、とっ捕まる。

　何をしていても、あっという間に囲まれてしまう。

　食堂で昼飯を食べていても、小野寺の周りにはいつしか人が集まり、食事どころではない[image: 雰]

 囲気になってしまう。

　見かねた西野少佐が、助け舟を出すこともしばしばであった。

「自分は十一型の担当ではありませんから……」

　などと言えるはずもない。

　漢口での日々を重ねるにつれ、小野寺の中である理解が芽生え、育ってきた。

　設計者は使用環境を、そして使用されている実物を知らなければならない。

　それは小野寺を送り出した三菱航空機側、特に堀越主任技師が最も感じていたことなのかもしれない。

　現在、欧米との開戦は必至の状態になっている。

　いざ開戦となれば既存の中支だけではなく、太平洋への戦線拡大は必至だ。

　北はアリューシャン列島やアラスカ。南はニューギニアやオーストラリアに至る広い範囲が戦場となる可能性が高い。

　その時、設計者は名古屋の設計室に籠もったままでよいのか。

　短期間で改修や評価を行ない、敵を凌駕する新兵器を投入するためには、実戦部隊での評価情報収集は必須。

　その必要性や仕組みを考えねばならぬ。

　漢口基地に赴いた小野寺は真剣にそう思ったのだ。

　大学で航空工学を学んだ小野寺は、正直なところ深い思い入れがあって三菱に入社したわけではない。

　研究教室の先輩が引っ張ってくれ、晩飯を奢ってくれた。

　実はそんな程度の理由だった。

　同期には帝大出の優秀な技術屋が何人かいた。

　九州大学出身の角本は、いつも飄々たる態度だが、強度計算をやらせたら精度とスピードで右に出る者がいない。

　一方、大阪大学の荒川は、その右腕とＴ型定規で何でも描くことができた。驚くべき描画のセンスと[image: 創]

 造性を持ち合わせていたのだ。

　この二人と試作評価に秀でた小野寺は社内で「三羽がらす」と呼ばれ、何かあるごとに比較され、互いに切磋琢磨する仲間であった。

　一番若いのだから、言われたことを淡々とやっておけばいいか。

　入社してすぐの小野寺はそう考えていた。

　だが、いざ会社で実務を始めると、三菱の技術屋はその多くが真剣で、新人の小野寺に対してもまるで同期や競争相手のように接してくる。

　議論や口論などしょっちゅうで、あまりの激論に課長の服部が割って入る場面もしばしばであった。

　技術力の高いものだけが結果を出し、そして生き残る。

　最良の工業製品を生み出す場。

　それはすこぶるフラットな組織だったのだ。

　帝大出の三羽がらす。

　そう言われたことをきっかけに、小野寺の中でふつふつと闘志が湧き立った。

　ようし。

　あんな頭でっかちな奴らに絶対に負けるものか……。

　航空機に対する思い入れでは、どこの誰にも負けないぞ。

　子供の頃から乗り物や飛行機が大好きだった小野寺には自負があった。

　それからの小野寺は昼も夜もなく、がむしゃらに働いた。

　いや。元来好きだった事象を仕事にしただけだから、人生そのものを全て航空機に捧げた、と言ってよい……。

　あいつらは今頃、何をしているのだろうか。

　小野寺は名古屋製作所の設計棟を思い返した。

　夏暑く、冬はすこぶる寒い環境で設計屋は、ひたすら図面とにらめっこし、計算に明け暮れる。

　きっと角本は壁に掛けられた大型黒板に向かい計算に没頭し、チョークの粉まみれになっているのだろう。

　大阪人の荒川は「かなわんな」と、ぶつぶつ愚痴をこぼしながら図面台に向かっているに違いない。

　今日の墜落を無駄にしないためにも、あの二人と、そして堀越設計主任や服部課長と再び仕事がしたかった。

　そのために自分は、この共同租界を何としても脱出しなければならない。

「小野寺。生きるのだ」

　西野少佐の言葉が耳みみ

 朶たぶ

 に取り付いて離れなかった。





　気がつくと、教会の方角から音楽が聞こえる。

　あれはパイプオルガンの音か。

「人がいるとは……」

　小野寺は意外に思った。

　周辺の荒れた光景から、廃寺の如き管理者の不在を想像していたからだ。

　教会から洩れる荘厳なパイプオルガンの和音が五臓六腑に染み入る。

　小野寺は改めて洩れ聞こえてくる音色に、じっと耳を傾けた。

　今日は確か土曜日だ。

　礼拝はないはず。

　中にいるのはオルガン奏者だけか、せいぜい数人であろう。

　いつの間にか小野寺は立ち上がっていた。

　教会には危険がない。

　なぜかそう思えた。

　自らの直感なのか。それとも慈悲深く荘厳なパイプオルガンの響き故か……。

　小野寺は芝生を横切り、教会の扉の前に立った。オルガンの音は一層明瞭で力強い。演奏者は相当の腕前であると想像できた。

　分厚い観音開きの扉に真鍮の把手が付いている。

　小野寺は石段に座り、パイプオルガンの音色に耳を傾けた。

　何やら心地よい。体がふわりと浮いたように軽く感じる……。

　体が芯から暖まってくるのが分かった。

　安らかな気持ちで小野寺は静かに目を閉じた。
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　同じ頃、石神海軍大佐は日本総領事館二階のソファで浅い眠りから目覚めた。

　誰かが身体を揺さぶる。

　渋々目を開けると、まず不精髭が視界に入った。

　国谷二等書記官だった。

　電信担当の国谷書記官は、いったい一晩で幾つの電文を処理したのだろうか。

　恐らく一睡もしていないに違いない。

　書記官の目は真っ赤に充血していた。

「総領事が……」

　国谷二等書記官は抑揚のない声で続けた。

「至急とのことで大佐殿をお呼びです」

　至急、か……。

　石神大佐はのろのろとソファから起き上がった。

　総身には鉛板のような疲労が張りついたままだ。気が張ったままのまどろみでは無理もなかろう。造りの甘いブリキ人形並みに動作がぎこちない。

　租界を脱出し日本総領事館に戻って以来息つく暇もなかった。

　消えかけの行灯あんどん

 よろしく赤く膨れた顔で激昻する古賀中将に、石神が一連の経過報告を終えるまで、非常に根気強いやりとりが必要だった。

　ようやく事情を納得頂いた頃には日付が変わろうとしていた。

　豪放磊らい

 落らく

 で他人の弁には無[image: 頓]

 着だと自認する石神大佐ですら、正直古賀中将の痛つう

 罵ば

 には参った。

　租界に榎本大尉を残し脱出した石神大佐の判断に一応の戦術性は認めたにせよ、精神論を重んじる古賀中将から見れば、戦場を離脱した時点で軍人失格であった。

　敵に包囲され敢えなく自刃に涙する古典的な感覚の持ち主なのだ。なぜ包囲されたか、その理由なんぞ詰まるところどうでもいい。

　散々わめき散らした末、古賀中将は領事館を去った。

　明日、東京の海軍省で行なわれる幕僚会議に出席するという中将を見送り、石神大佐は重い足取りで武官室に戻った。

　東京の会議とやらに乾杯しようと、モーゼルワインを二杯ほど乾したところで記憶が途絶えてない。

　ウウムと起き上がり、軋む身体に鞭を入れた。

　自動人形のような所作で軍服を着込んだ石神大佐は、一階の総領事室へ向かった。





　上海総領事松島正男は彫像のように身じろぎもせず座っていた。

「大佐……」

　松島総領事は顔を上げ石神大佐を見つめた。元来血色の悪い総領事の顔から、さらに血の気が失せている。

「たった今、イギリス領事館から連絡が入った」

「イギリス領事館？」

　石神大佐の目が一気に見開いた。

「では、三菱の小野寺技師が捕縛されたのですか」

　いいや、と言うように松島総領事は首を振った。

「そうではない。榎本大尉が発見されたのだ」

「榎本、が」

　手渡された電信用紙に食い入った石神大佐の顔が、みるみる強張った。

　電信はイギリス総領事ホイットモア卿
 から松島総領事に宛てられていた。英文タイプ文字を避け、気ぜわしく国谷書記官が書き込んだ訳文を目で追う。

「榎本……」

　呻きに近い声が石神大佐の口から洩れた。

　電文には榎本大尉と思われる死体がアルスター路で発見された事実と、死体の引渡しをガーデンブリッジ詰所前にて行ないたい旨が記されていた。

「残念だが敵さんの力を認めざるを得んだろう、大佐」

　重々しく松島総領事が口を開いた。

「榎本大尉は極めて優秀な軍人だ。その彼が一晩も持たなかったとはな」

「…………」

　こちらの動きは全て見抜かれていたのか。

　それとも単にイギリス側が幸運に恵まれただけか。

　いずれにしても全てを託した榎本大尉を失い、小野寺技師はただ一人、共同租界に取り残された。

　優秀な兵士ですら逃げおおせない相手である。

　小野寺技師の捕獲は時間の問題だろう。

　悔しいが、古賀中将の杞憂は現実のものとなりつつあった。

　いや、と石神大佐は思い直した。

　これは偶然ではない。

　ガーデンブリッジで経験した鮮やかなイギリス軍の対応が脳裏にくっきりと蘇る。キャセイ・ホテルでの茶番劇、歩哨
 詰所のやりとり、そしてこの電信……。

　全てが計算づくではないのか。

　彼らの狙いは零戦設計技師の捕獲である。

　捜索、だ捕に先駆け日本側の武力、政治、外交等あらゆる介入を避けねばならない。

　まず共同租界から日本軍人を排除すること。

　これが彼らの命題だったのだ。

　日本人が退けばそれで良し。退かなければ、その者を殺害する。青幇らの仕業にしておけば国際問題には発展しない。

　彼らは当初から榎本大尉を殺害する決意だった。

「したたかだ……」

　堅く握った石神大佐の[image: 拳]

 が震えた。

　選択肢がなかったとはいえ、まんまと乗せられた。

　いや、キャセイ・ホテルでいかに動こうが策を弄しようが、所詮
 は菩薩
 の掌中で暴れる孫悟空に過ぎず、結果に変わりはなかったであろう。

　イギリス総領事ホイットモア卿
 の青灰色の目が思い出された。

　見事な白髪と溢
 れんばかりの教養。

　スーツに止まる虫一匹をはたくことすら躊躇しそうに見える老紳士も、インド副総督として反英闘争を武力弾圧した経験の持ち主である。

　小手先のごまかしは通用しない。

　国際諜報戦では一枚も二枚も上手なのだ。

「これは明らかな挑発でしょう」

　渋面を作った松島総領事が石神大佐を見た。

　煙草の箱から一本引き抜いた石神大佐は、ゆっくり火をつけ紫煙を肺に送り込んだ。

「挑発、ですか……」

　石神大佐は総領事の言葉を反芻した。

　確かにその通りである。

　榎本大尉の死に対し正式な抗議と謝罪を求めてもいい。

　だが、いかに恫喝しようとも、日本の軍隊は租界の境界線を一歩たりとも越えることはできない。

　軍事衝突。

　それは英米との開戦を意味するからだ。

「遺体の受け渡しは？」

「午前十一時きっかりにガーデンブリッジ上で行なう。貴官にも同行して頂きたい」

「辛い任務です」

　唸るように石神大佐は言った。

「同感だ。だが感傷に浸っているわけにもいかんのだ」

　松島総領事は、怪訝な顔付きの石神大佐をじっと見つめた。

「イギリス側は総領事ホイットモア卿
 と駐在武官マクステッド少将が立ち会う」

「えらく物々しいではないですか」

　そう言って、ごくりと石神大佐は唾を呑んだ。

「この件は間違いなくイギリス本国に報告されているだろう」

「チャーチル首相も知っているのでしょうか」

「恐らくはな。チャーチル首相の命を受けたサー・トム・フィリップス提督が上海に到着したとの極秘情報も得ている。彼らもまた不安なのだ。確かにここまでは筋書き通りに運んだ」

　松島総領事は思慮深げに続けた。

「だが、同胞のそれも軍人の死を目の前にして、我々日本人がどういう態度に出るのか。そこに自信がない。ボーア、インド、アフガニスタン……。一度しくじれば、泥沼に陥ることを彼らは経験則で知っている」

「それではまるで交戦状態ではありませんか」

「大砲と突撃だけが戦争ではない」

　松島総領事は、じっと石神大佐の目を覗き込んだ。老練な外交官の瞳に恐怖の色が浮いていた。

「これは紛れもなくイギリスとの戦争なのです」





　蘇州河を渡る風が心地良い。

　日本海から伸びる秋雨前線がもたらした豪雨も止み、秋特有の鰯いわし

 雲が刷毛でも引いたように清すが

 々すが

 しい。

　だが、軍装を着込んだ石神大佐の脇はじっとりと濡れていた。軍帽から伝う汗を悟られぬよう石神大佐は、そっと手を帽子のつばに触れた。

「やって来ます」

　ガーデンブリッジの橋桁を揺るがせ、黒塗りのリムジンとトラックが近づく。

　石神大佐は後方に控える陸戦隊員に配置の再確認を短く指示し、きっかり橋の真ん中で停止したリムジンを注視した。

　悠然と降り立ったホイットモア卿
 とは対照的に、細身の陸軍士官服を着たマクステッド少将の目は射すくめるように鋭く、動作にも隙
 がない。

　戦闘指揮官の立ち振る舞いだな、そう石神大佐は感じた。昨夜とはまったく別人に見える身体の切れ、動作、眼光……。

　それは紛れもなく戦う男のみが放ちうる殺気だった。

　奴らが榎本大尉を[image: 屠]
 ほふ

 ったに違いない。

　自分の姿を認め、真っ直ぐ大股で近づくマクステッド少将を見て、石神大佐はそう確信した。

　陸戦隊員が一斉に身構える。

　異様な緊張が周囲にみなぎった。

「ミスタ、マツシマ……」

　ステッキをつき、ゆらりとマクステッド少将の進路を塞いだホイットモア卿
 が、にこやかに声を発した。

「昨夜のパーティではお会いできず残念でした」

「私のほうこそ失礼致した」

　差し延べられた手を握り返し、松島総領事は努めて歯を見せた。

　が、唇の横が引き攣れただけで笑い顔にはほど遠い。

「今回の件では何かとご配慮頂き有り難い」

「何の……」

　サーの称号を持つ老貴族は鷹揚に手を振り、沈痛な面持ちで白い眉を顰めた。

「榎本大尉の件は我々自身も大きなショックを受けております。皆さんには、改めてお悔やみを申し上げる」

「痛み入ります。で、発見された時の状況は？」

「本日の早朝、リトル・ロシア内の路上で倒れているのを通行人に発見されました。遺体は一旦上海警察に運ばれたのですが、銃[image: 創]

 が確認されたことから我が軍の警邏隊に連絡が入ったのです」

「銃[image: 創]

 ？」

　思わず声を上げた石神大佐のほうにホイットモア卿
 は向き直った。

「そうです、大佐。当方の軍医による解剖の結果、右足に一発、腹部に二発の銃[image: 創]

 が確認できました」

「解剖とはいったい……」

　松島総領事が些かオクターブを上げた。

「お許し頂きたい。当初は我々も日本人と判断がつかなかった。それに誠に奇妙なのは、榎本大尉はマジェスティック・ホテルの給仕服を着ていたのです。中国人として処理した我々の手順も致し方のないところでしょう」

「…………」

「昨夜ご存じの通り、榎本大尉は石神大佐と共にキャセイ・ホテルのパーティ会場を去り、車で共同租界を出られた。我々もキャセイ・ホテルの玄関でお見送りさせて頂いたのでよく覚えている」

　ホイットモア卿
 は少し間を置いた。

　雲間から太陽が顔を出し、黄浦江の波頭をキラキラと光らせている。

「榎本大尉はなぜ再び共同租界に戻ったのか。我々はその理由に極めて重大な関心を持っています」

「恐らく私的な用件でしょう」

　松島総領事は言い切った。

「あとは日本側に任せて頂きたい」

「そうはいかん」

　ふいに今まで黙していたマクステッド少将が口を開いた。

「キャセイ・ホテルへ応援に出したマジェスティック・ホテルの給仕が一名行方不明のままだ。榎本が着ていた給仕服は、その給仕の物と確認されている……」

「ミスタ・マクステッド」

　ホイットモア卿
 が少将の言葉を制した。

「些か言葉が過ぎたようです。いらぬことまで説明されても迷惑でしょう。ただ、あなた方の想像以上に重大な事件と我々は認識しているのです」

　二の句を躊躇ったホイットモア卿
 は、松島総領事に厳しい顔を向けた。

「総領事と大佐を信用してお話しするのだが、実はマジェスティック・ホテルにはアメリカ大使補佐として緊急渡米する、リビングストン卿
 が滞在していたのです」

「リビングストン卿
 と言えば存じあげております」

　松島総領事は長身の柔和な顔を思い出した。

　リビングストン卿
 は天皇陛下が皇太子時代に渡英した折り、従吏の任を勤めた。

　女王陛下の信任も一際厚い才人である。大の親日家で知られ、今回の大使補佐着任もエリザベス女王の特命だと、もっぱらの噂
 であった。

「榎本大尉の行動は我が国に対するスパイ行為ではないか。残念ながらそう主張する者が多い」

「馬鹿な」

　松島総領事は思わず声を荒らげた。

「とんでもない言いがかりでしょう」

「我々もそう思いたい」

　溜め息を押し出すようにホイットモア卿
 が言った。

「だが、マクステッド少将の主張にも一定の論拠があるのだ。榎本大尉の行動は確かにスパイ行為を示唆しておる。報告を受けた本国は、平和を破壊する極めて破廉恥な行為だと烈火の如く怒り、お国に対し謝罪を要求して来ています」

「謝罪ですと？」

　松島総領事の目がつり上がった。

「なぜです。我々日本のほうこそ、榎本大尉の死に関して説明と謝罪を求めたいくらいではありませんか」

　いいや、と言うようにホイットモア卿
 は頭を振った。

「私の苦労も少しは察して頂きたい。今朝チャーチル首相の肝いりで東洋艦隊司令官サー・トム・フィリップス提督が上海入りしている。正直なところ、いつまで本国を抑え込めるか自信がありません。日本側の出方いかんによっては示威的行動もやむを得ない。そこまで議論は高まっているのですぞ」

「つまりは交戦も辞さず、ということですか」

　石神大佐がぽつりと言った。

「そうです。我々は今回、何とか本国とフィリップス提督を説得します。だが、次に同様の行動が発覚した場合はその限りではない。当面共同租界への日本人、特に軍人の出入りは自粛頂きたい。無用のトラブルを回避するためです」

「遺体の受理を完了しました」

　陸戦隊指揮官が、硬い声で告げた。

　ガーデンブリッジの租界側にイギリス軍の装甲車両が一台、二台と進出して来た。野太いディーゼルエンジンの音が空気を震わす。

　会見の終わりを悟った松島総領事は、無言でホイットモア卿
 と握手を交わした。

　石神大佐はマクステッド少将と対峙する恰好となった。慌ただしく双方の車両がＵターンし、橋の両側へ戻ってゆく。

「エノモトのお陰で三人も失った」

　不意にマクステッド少将が言った。

　青灰色の目が氷のように石神大佐を見つめていた。

「ただでは死なん」と、石神大佐は言った。硬い表情には一糸の乱れもない。「榎本はそういう男だ」

「大英帝国に対する反逆的行動の罪は重い」

　マクステッド少将は目の前の黄色人種をはた、と睨みつけた。

「この償いはいずれして貰うつもりだ、大佐」

「国家からの要求があれば何なりと。少将、覚悟なしで軍人は勤まりませんですから」

　踵を返し石神大佐は歩き出した。

　身体が震え、宙を浮いているようだった。

　見つめているであろうマクステッド少将に悟られぬよう、石神大佐は慎重に一歩一歩を踏みしめた。





　机には上海市街の地図が拡げられている。

「うーむ」

　灰緑色の海軍陸戦隊下士官服をまとった百瀬兵曹長は唸った。

　早朝から上海憲兵隊本部に呼び出され、お前の上官工藤陸戦隊少尉はいったいどこにいるのだ？　などと聞かれても答えようがない。

　口ぶりからすると、どうやらこの憲兵将校は工藤と面識がある様子だった。

「憲兵隊はなぜ工藤少尉殿のゆくえを探しておられるのですか」

　百瀬は目の前に立つ坪つぼ

 田た

 憲兵中尉に食い下がった。

「事情をご説明願いませんか、中尉殿」

「何度言ったら分かるのだ」

　苛々と坪田は答えた。

「本件は最高機密に属する事柄なのだ。残念だがお前さんに詳しい理由を教えるわけにはいかない」

「そうですか」

　少し間が空いた。

「では、残念ながら協力できません」

　きっぱりと百瀬は言った。

　その頰が紅潮している。

　兵曹長の背はそう高くない。

　だが、太い首の上に座る、えらの張った顔には強固な意志が張りついていた。

　ふむ。

　こいつは埒が明かんな……。

　内心、坪田は困り果てていた。

　今朝イギリス軍は榎本大尉の死体をリトル・ロシアで発見した。

　脱出したキャセイ・ホテルからリトル・ロシアまではかなりの距離がある。

　右足に一発、腹に二発もの銃弾を受けながら榎本大尉はリトル・ロシアへと向かった。

　それには理由がある。

　石神大佐はそう確信し、上海憲兵隊租界分隊長の坪田中尉に榎本大尉とリトル・ロシアとの繫がりを洗うよう命じたのだ。

　ほどなく、かつて榎本の部下であった工藤少尉の名前が浮上した。

　工藤はリトル・ロシアの酒場に毎晩のように入り浸っていたという。

　坪田は第二次上海事変後、対日テロ活動の鎮圧で工藤少尉と作戦行動を共にしたことがある。阿修羅の如き工藤の戦いぶりは、坪田の脳裏に鮮烈な印象を焼きつけていた。

　工藤は軍人として並外れた勇気とずば抜けた戦闘能力を有している。

　瀕
 死の榎本大尉が任務を託すのも、坪田中尉には十分頷ける。

　聞けば、昨夜以来工藤少尉は帰隊していないと言う。

　消えた二人の海軍将校。

　それは偶然などではあるまい。

　石神大佐は情報の秘匿を厳命していた。

　一つの口は、たちまち複数となって羽が生えたように情報は飛散するからだ。

　だが、女房役とも言うべき百瀬兵曹長の協力を得なければ工藤の行動は類推できない。

　仕方あるまい。

　そう腹をくくった坪田は、事情を洗いざらい百瀬に語った。

　百瀬は赤銅色に焼けた腕を組み、頭を垂れてじっと話を聞いている。

「中尉殿」

　語り終えた坪田に向かって百瀬は深々と頭を下げた。

「お話し頂き有り難うございます。中尉殿は工藤少尉殿をご存じとのこと。勝手を言ってすみませんでした」

「まあいい」

　坪田は真顔で続けた。

「改めて聞くが兵曹長、工藤はこの件に関わっていると思うかね？」

「はい」

　そう答え、立ち上がった百瀬は地図の上にかがみ込んだ。

「ここが榎本大尉と思われるボーイ姿の死体が目撃された場所だ」

　坪田は地図の右上に位置する安寧路を指差した。

「リトル・ロシアですね」

　百瀬は、うんうんと頷いた。

「恐らく昨夜少尉殿はボリスの酒場にいたのではありませんか」

「ボリス？」

「ええ」

　百瀬は顔を上げた。

「ここです。工藤少尉殿はボリスの酒場に入り浸っていました。自分もボリスから電話をもらい、泥酔した工藤さんを幾度か陸戦隊本部まで運んだ経験があります」

　ふむ。相当酒癖が悪そうだな。

　やっかいな男だ……。

　坪田は憮然とした表情でそう思った。

「重傷を負った榎本大尉はボリスの酒場に向かい、そこで工藤少尉殿に会ったのでしょう。榎本大尉と工藤少尉は上海戦以来、固い絆で結ばれています。二人が一緒に飲んでいる光景も幾度か見たことがありますから」

　なるほど。

　なぜ榎本大尉らしき姿が場末のロシア租界で目撃されたのか。

　その理由が明らかになった。

　瀕
 死の榎本は、最も信頼できる部下だった工藤に自らの任務を託したのだ。

「問題はその後だ」

　坪田はじっと百瀬の顔を見つめた。

「兵曹長。工藤はいったいどこへいったと思う？」

　百瀬は冷静な顔で見つめ返してくる。

　肝の据わった男だった。

　百瀬は工藤の信頼が厚い下士官だと陸戦隊本部で聞いたが、その評価も十分頷ける剛毅な印象の軍人である。

「優秀な兵隊はわけも分からず闇雲に動くことはありません」

　百瀬は言った。

「工藤少尉殿は自分と同じ信州の出身です。自分は南信の小こ

 諸もろ

 ですが、少尉は日本アルプスに囲まれた峻険な山の中で育ったと聞きます」

　いつしか百瀬の目が坪田を捕らえていた。

「急変する天候。足場さえ不確かな山道。牙を剝く野生動物……。当てずっぽうで道を進んでは幾つ命があっても足りやしない。少尉は生まれながらにして情報を集め、進むべき道を明らかにする術すべ

 を知っておられるのです」

「そうか」

　坪田の目が光った。

　確かにあの男なら道を誤ったりはしまい。

「では、この上海でも工藤は情報を収集するに違いない。違うか、兵曹長」

「きっとそうでしょう」

「兵曹長。情報の収集先に心当たりはあるか？」

「うーん」

　百瀬は不意に苦笑いし、ぼりぼりといがぐり頭をかいた。

「正直ここからが難しいや。女郎屋、安ホテル、酒場、それに倉庫。少尉殿が向かう先は、ごまんとあります」

「兵曹長」

　目を見開いた坪田は、にこりともせずに言った。

「まさかこんな時に女郎屋はあるまい」

「ええ。まあそうでしょうな」

　しまった、という顔をして百瀬は続けた。

「自分ならばどうするか。そう考えると、まずはイーガンの倉庫へ行くものと思います」

「イーガン？」

「はい。イーガンはアイルランド人の貿易商です。表向きは繊維を扱っていますが、裏の顔は武器の密輸です。ひょんな縁から少尉はこのイーガンと付き合い始め、情報屋としても、かなり重用していたはずです」

　ボリスの酒場で飲んでいた工藤は、恐らく丸腰だっただろう。

　イーガンのところへ行けば武器が手に入る。

　いや。もちろん情報もだ。

　イーガンは武器の密輸を生業としている。

　危険な男の元には、ありとあらゆる情報が集まるに違いない。

「分かった。で、イーガンの倉庫はどこにある」

「ヘイグ路です」

　百瀬は、とんっと旧市街に近い場所を指した。

「南京シアターの近くにあります」

　なるほど、ここにいるのか……。

　坪田はじっと地図を見つめた。

　一方、上海市内に降下した小野寺技師はどうなったか。

　既にだ捕されている。

　坪田はそう予測していた。

　厳重な包囲網が敷かれた中で、素人が長時間逃げ延びることなど無理であった。

　工藤はきっとそれを見越している。

　百瀬が言う通り、情報元から小野寺が捕まっている場所を特定するのだろう。

　では、次にどうするのか……。

　ここで打つ手はなくなる。工藤一人きりでいったい何ができるというのか。

　考えれば考えるほど、どんどん悲観的になる。

　小野寺技師の奪還は、どう控えめに見積もっても不可能に思えた。

　共同租界は閉鎖され、日本側には一切租界内部の情報が入って来ない。

　ただ、租界分隊長である自分が諦めてしまえば、日本側の情報収集はシャッターを降ろしたも同然だ。

　何があっても最後まで事態を注視する。

　それが坪田中尉に与えられた役割であった。





　黄浦江を望むバンド十七番地。

　チャータード銀行と台湾銀行に挟まれた灰色のビルディング。

　そこがノース・チャイナ・デイリー・ニュース新聞のオフィスだった。

　上海には多くの日刊紙が存在する。

　一[image: 丷]

 五〇年ヘンリー・シアマンによって[image: 創]

 刊されたノース・チャイナ・デイリー・ニュース紙は、共同租界の先住民であるイギリス人の虚栄心と偏見、傲慢さを絵に描いたような「大英帝国的」新聞で知られていた。

　ビル・プライス。

　社会面の敏腕記者で鳴らす彼の目は、明け方にもかかわらず爛々と輝いていた。

　その原因はゼロであった。

　昨夜、共同租界にある上海競馬場に墜落した最新鋭日本戦闘機の情報は、全上海に衝撃をもたらした。

　いったん安寧路の自宅に戻っていたプライスも、一報を聞いてすぐさま出社。

　以来、刻々と入ってくる情報の精査に没頭している。

「ビル……」

　競馬場から戻ったデビッド・マッケンジーが声をかける。

　たちまち数人の記者や編集者が集まった。

「で、零戦はどうだった」

「いや」

　デビッドは言葉に詰まった。

「影も形もない」

「何だと？」

　プライスはわけが分からん、とばかりに両手を広げた。

「デビッド。飛行機が墜落したんだぞ。現場の競馬場には機体や破片が散乱しているだろうが」

「いや、それが妙なんだ。競馬場には残骸が全く見当たらんのだ」

　デビッドは細面の顔をしかめて見せた。

「墜落現場らしき場所は確かに特定できた。アメリカ軍に先を越されたらしいが、詳細はよく分からない。どうやら軍は兵隊には箝口令を布し

 いている様子だ」

「箝口令？」

　珍しい、とプライスは思った。

　イギリス人は表面上厳しい面構えをした人物が多い。が、その実ひどくおしゃべりで秘密とやらを喋りたがる関係者が多い。

　徹底的に秘密を守る、などという姿勢そのものが奇妙であった。

　別の方面からは租界警備にイギリス軍が大挙して動員されている、という情報も入っている。

　だが、それが何を意味するのかよく分からない。

　今のところデビッドが摑んだ以上の情報はなかった。

　ふーむ。

　何だか腰砕けだな。

　席に戻ったプライスは拍子抜けしたように息をついた。

「ビル」

　編集者のヘレンが声を上げた。

「張チヤン

 から電話よ」

　張はプライスの情報屋で役に立つ男だ。しかし、奴は大酒のみで完全に夜行性の動物のはずだが……。

「朝早くからどうした、張？」

　くぐもった声が受話器の向こうから響いた。

「俺は今、フェドレンコの店にいる」

　フェドレンコの店……。

　何だよ。

　ばくち好きの中国人め。

　朝っぱらからロシア租界にしけ込んでいるのか。

「ミスタ・チャン。ウオトカでも飲み過ぎたか？」

「ビル」

　張の声はひどく冷静だった。

　プライスはとっさに受話器から伝わってくる緊迫感を察知した。

「ミスタ・プライス。お前さんは榎本を知っておろう」

「榎本……」

　プライスは端整な榎本海軍大尉の顔を思い出した。

「ああ、知っているよ。日本海軍の士官だろう。で、いったい奴がどうした」

「ボリスの店の前で死んでいたらしい」

「何」

　思わずプライスは息を呑んだ。

「いったいどういうことだ」

「それは俺にも分からん」

　すぐそっちへ向かう。

　そう言って電話を切ったプライスは、慌てて階段を駆け下り、外灘沿いに停まっていた黄包車に飛び乗った。

　榎本大尉とは昨夜キャセイ・ホテルで行なわれたパーティで出会ったばかりだ。

　あれから榎本に何があった。

　どう考えても何らかの事件に巻き込まれた可能性が高い。

　朝の喧騒を縫って、ひた走る黄包車。

　ひどく揺れる座席の上で、プライスはぐるぐると頭を回転させていた。





　フェデレンコの店は安納金路沿いにある。

　通りを挟んで斜め向かいがボリスの店だった。

「で、榎本はどうした」

「さっきまで店の前に停まった黄包車に乗っておったさ。下半身が血まみれで明らかに絶命していたよ」

「で、死体はどこにある」

「イギリス近衛連隊の連中がやってきて、トラックに積んでいったんだ」

「近衛連隊？」

　なぜだ。

　プライスは違和感を覚えた。

　路上の変死体は租界警察の管轄である。

　彼らや日本軍の憲兵隊なら分かるが、イギリス軍のそれも精鋭で鳴らす近衛連隊が、なぜわざわざお出ましになるのか。

「ボリスの店は」

「がっちりと封鎖されてネズミ一匹入れない」

　ガラス越しにボリスの店を窺う。

　確かに体格の良い警察官が二人、入り口に張り付いていた。

「ビル……」

　張はずっ、とコーヒーを啜った。

「奇妙なのは榎本の服装だよ」

「服装？」

「そう。奴はマジェスティック・ホテルの給仕が着る制服を着ていた」

「何だと」

　思わずプライスは身を乗り出した。

　昨夜プライスが見た榎本大尉は、軍服をしっかりと着込んだ正装であった。

　まさか二次会に仮装パーティがあったわけでもあるまい。

　どう考えても榎本大尉が、わざわざ給仕の格好に着替える理由が見当たらない。

「昨夜の零戦墜落。そして日本海軍士官の死……」

　張は曰くありげにプライスを見た。

「全ては結びついている。そうは思わんか、ビル？」

　うむ。

　一言唸ったプライスは天を仰いだ。

　確かに張の言うとおりかもしれない。

　一見、全ては偶然にも見える。

　が、長年記者をやってきたプライスの勘は、張の意見を全面的に支持していた。

　表面に見えるのは些細な出来事であることが多い。

　ところが、その奥底には数倍、いや数十倍もの奔流がゴウゴウと渦巻き、音を立てて流れているのだ。

　墜落した零戦。素早く回収された残骸。

　そして、同じ晩リトル・ロシアで息絶えた海軍士官……。

　いったいこの上海で何が起きているのか。

　日本軍の動向にも目を配る必要があるな。

　引き続きここで情報を集めるよう指示をしたプライスは席を立った。

　徹夜明けのぼけた頭は、今や完全に覚醒していた。

　急いで社に戻る必要があった。





　絶叫が狭い厨房の空気を震わせた。

　サイクス中尉はへし折った小指から手を離し、椅子に縛られ悶絶するふとっちょボリスを見下ろした。

　涙と鼻水にまみれた顔。

　苦痛に歪み呻いた口からは血の混ざった涎よだれ

 が糸を引いている。

「もう一度聞く。店の前で死んでいた日本人はいったい誰と会った。吐け、吐かぬか！」

　容赦なく脇腹を蹴り上げた。

　呻き声と共にロシア語の呪詛が洩れ、燃えたぎるような憎悪の目がサイクス中尉を見上げた。

　かつて同じ目を見たことがある。

　アイルランドの糞野郎共だ。

　腕をへし折り、耳をそぎ落としても奴らは口を割らない。イギリス人に真実を告げるくらいなら死んだほうがましなのだ。

　美しいことよ……。

　サイクスは皮肉に口を歪めた。

　アイルランド駐留時代、兵舎に投げ込まれた爆弾で口の横を十針も縫う重傷を負った。戦地ゆえ応急処置が甘く、大きな傷跡が顔に残った。

　笑うたびに顔全体が引き攣れたように歪む。

　いつしかサイクスは笑うことをやめていた。

　下らん愛国心とやらを振りかざし、無駄な抵抗を試みる輩が一番厄介である。誰がアイルランドに秩序と小麦をもたらしたのだ。

　ろくすっぽ自立すらできない癖に、腹が満ちると馬鹿の一つ覚えのように独立だの革命だのと叫び出す。

　亡命ロシア人とて同じだ。

　勝手に租界に上がり込んで人の土地と建物を奪い、お次は当然のように権利を主張し始める。街の主に逆らう代償を、とくと見せつけておく必要があった。

　排水溝に逃れた榎本大尉を見失い、サイクス中尉らは夜通しで街を探索した。

　部下を三人も失ってそのまま取り逃がすわけにはいかない。

　しらじらと夜が明ける頃、車夫の通報を頼りにこの場所をつき止め、ようやく榎本の遺体を確保した。

　日本兵を些か甘く見過ぎたのかもしれん。

　だが、なぜリトル・ロシアなのだ……。

　サイクス中尉は、そこにこだわった。

　外灘沿いのキャセイ・ホテルからリトル・ロシアまでは大した距離ではない。

　不自然である。

　ホテルから離れるならできるだけ遠くへ、それも、日本租界に近い方角を選ぶのが定石であろう。

　リトル・ロシアに何らかの必然性があったに違いない。

　サイクス中尉は躊躇なく死体が発見された目の前にある店に踏み込み、奥で寝ていたボリスを叩き起こし拷問にかけたのだった。

　所詮
 、俺は血と暴力から逃れられん。

　目の前でもがくボリスを見つめ、サイクス中尉はそう思った。





　サイクスは、ロンドンの下町イースト・エンドのアドラー街に生れた。

　父親は鉄道労働者、母親は日雇い雑役婦。

　五人兄弟の三番目だった。

　悪臭の漂うクリークに囲まれたフラットは息苦しいほど狭く、少年はいつしか街をほっつき歩くようになった。悪い仲間と交わり、間もなくスリや万引きに手を染めだした。

　貧しい労働者の他は詐欺師や強盗、ごろつき、とまともな人間はいない。

　ニューゲート刑務所帰りの犯罪者がたむろう街には、常に喧嘩や暴力が渦巻いていた。

　血を流して倒れ呻く人を見ても誰も助けやしない。

　クリークに[image: 痩]

 せこけた赤ん坊の死骸が浮いていても、母親は洗濯の手を止めることはなかった。

　一九一四年、十七歳になり趣味欄に飲酒、賭
 博、売春宿通いと書けるようになった頃、劇的な転機がサイクスの人生を変えた。

　世界大戦の勃発であった。

　窒息しそうなイースト・エンドを脱出するチャンスだった。

　早速徴兵事務所へ向かったサイクスは、陸軍二等兵としてフランス戦線へと赴いた。

　戦場はサイクスにとってイースト・エンドを拡大した場所に思えた。

　敵味方はより明確で、武器も弾薬も豊富にある。生き残るためには血も涙もない獣になる必要があった。

　幸い戦場では残忍と獰猛は最大の美徳とされる。

　いつしかサイクスは周囲から恐れ敬われ、上官からは絶対的に信頼できる部下として認められる戦士と化した。

　一九一六年二月のヴェルダン、同年七月にソンム……。

　肉弾の消耗戦と称された白兵戦で、サイクスは誰よりも勇敢に突撃し、誰よりも後に塹壕へ帰還した。

　生き残る都度右胸に勲章が増え、階級も一等兵から軍曹へ、そして終戦時には下士官最高位の特務曹長にまで昇格していた。

　終戦と同時にサイクスは本国に戻り、程なく勃発したアイルランド戦争に投入された。

　稀代の戦略家と言われたマイケル・コリンズに率いられたアイルランド義勇軍は、地元の利を最大に生かしたゲリラ戦で駐留イギリス軍を翻弄した。

　サイクスは、ブラック・エンド・タンズと呼ばれた地元武装警察部隊と共に、徹底的な殲滅作戦を展開した。

　アジトを急襲し捕虜を容赦なく尋問し、次から次へとしらみ潰しにアイルランド義勇軍を追い詰めたのだ。

　見せしめのため、拷問にかけ殺したアイルランド兵の死体を路上に吊るし、将校クラスは赤子や祖父母まで捕らえ抹殺した。

　悪鬼のようなイギリス軍をアイルランド人は憎悪し、サイクスはいつしかヘ地

 ルハ獄

 ウンの

 ド犬

 というあだ名で恐れられた。

　士官に昇進し、追う相手と場所が変わった。

　だが、所詮
 は同じことだ。

　サイクス中尉はそう思う。

　我が大英帝国が続く限り征服と殺戮の場は途絶えることはなく、地獄の犬がねぐらに戻ることもない……。





「軍曹」

　サイクス中尉は厨房の外で待機するギブンス軍曹を呼んだ。

「二五口径を貸してくれ」

　エス、サーと差し出されたブローニングの撃鉄を手早く起こし、サイクス中尉はボリスの左膝を無造作に撃ち抜いた。

　うぐっというボリスの呻きと共に血がタイルに飛び散った。

　激痛に歪んだ身体が縛られたまま、のたうつ。

「ここで吐けば片足を引きずるくらいで済む。言わねば、下半身不随を覚悟してもらうが」

「ケダYou

 モノめBeast

 ……」

　ボリスが言い終わらないうちに二発目の銃声が轟いた。ギャアアとボリスが絶叫した。右膝が撃ち抜かれていた。

「お次は腹のど真ん中を撃ち抜く」

「ヒイイイー……」

　ボリスは白目を剝いた。

　理性が肉体から抜け落ち、キツツキのように全身ごと何度も頷いた。

「言う、言うから助けてくれ」

「榎本は誰と会った」

「ク、クドウ……」

　絵の具をぶちまけたように血の赤が床のタイルに拡がる。

「日本海軍の陸マ

 戦リ

 隊ー

 員ン

 だ。榎本とよくここにやって来た」

「クドウ……。やはり仲間がいたのか」

　サイクス中尉は頭の襞に、ゆっくりその名を刻んだ。

　敵はまだこの共同租界内にいる。

　榎本は、クドウという男に任務を託したに違いない。

「クドウの居場所は分からんのか」

　ボリスを見るサイクスの目が黒い硝子がらす

 のように光った。僅かな噓をも見抜く猟犬の狂った眼。

「知らん。ほ、本当に知らんのだ」

　ボリスは首を振り乱し絶叫した。

　噓がつけるような余裕など、もうかけらもない。

　無駄な抵抗をせねば死なずに済んだのだ。

　生き残れば、このロシア人はイギリスに唾を吐き、呪詛の言葉をまき散らし、ゲリラを育む温床と化す。

　サイクス中尉は無言でホルスターから三[image: 丷]

 口径を引き抜いた。

　銃口をボリスの腹に向ける。

　二五口径を使用したのは、銃撃のショックでボリスが失神することを避けたに過ぎない。

　ボリスの不審気な表情がみるみる驚愕に変わる。

　ひときわ太い銃声がリトル・ロシアに響き、驚愕の表情を張りつけたまま、ふとっちょボリスは息絶えた。





「クドウ、日本海軍の陸戦隊員だそうです。調べによると階級は少尉。一九三二年から上海に駐留し、榎本大尉の部下として二度の事変に参戦しています」

「歴戦のマリーンか……」

　武官机からマクステッド少将は、むっつりとサイクス中尉を見上げた。

「少々やっかいだな、それは」

「閣下、なぜそうお悩みになりますか。たった一人の日本兵など恐れるに足りません」

「サイクス中尉。確かお前さんは事変後上海へ来た。海軍陸戦隊の実力を知らん。こいつを見てみるがよい」

　ばさっと写真綴りが放られた。

「一九三七年[image: 丷]

 月十四日、上海市内で撮影されたものだ」

　はじめて見る軍隊がそこに写っていた。

　商店街と思われる狭く薄暗い路地に、見慣れない形の装甲車が佇んでいた。

　車体の上部に饅頭を伏せたように丸い旋回砲塔が置かれ、突き出た二本の機銃がロボットの目を連想させる。

　横腹に描かれた旭日旗が装甲車の所属を雄弁に物語る。が、さらに奇妙なのは装甲車に続く兵隊の姿だった。

　全員が腰を覆う長さのいわゆるサファリジャケット型の軍服を着用している。

　士官級と覚しき長靴の人物は、ネクタイまで締めているではないか。

　全員が斜めたすきの革バンドを纏い、錨マークの付いたやや細身のヘルメットの下には防毒マスクを着用している。

　アーケードの天井から差し込む光が、まばらにその姿を浮き上がらせていた。

　これは未来戦士さながらの光景だ。

「これが……」

　サイクス中尉は息を呑んだ。

「日本の軍隊なのですか？」

「そうだ」

　マクステッド少将は顎を突き出し、頷いた。

「呉特別第四陸戦隊第二大隊だ。第二次上海事変が勃発した翌日の午後、北四川路で撮影されたものだ。その後、壮絶な市街戦に突入し、部隊の半数は戦死したという」

　頁を繰ったマクステッド少将は、違う写真を指さした。

「兵隊の持つ武器を見てみろ」

　道路に築かれたトーチカに潜む陸戦隊員を後ろから撮影した写真だ。

　六、七人いる兵隊の半数近くが、先端部に穴がボツボツ空いた短い筒状の武器を持っている。

「これはマシンガンではないですか？」

「短機関銃、と呼ぶ。有体に言えば、お前さんの言う通りだが」

「こんな物を四年前に装備していたとは……」

「当時の最新鋭兵器さ。ドイツ製のベルグマン短機関銃だ。近接戦が極端に多い第一次上海事変の経験を踏まえて日本帝国海軍が正式採用した。装甲車も同様だ」

「なぜ日本軍、いや海軍が地上兵力を持つのです」

「そのルーツは日露戦争にさかのぼる。旅順の攻防戦は知っておろう。広瀬海軍中尉は、少数の水兵と共に旅順港を封鎖すべく奇襲をしかけた。以後、世界中の士官学校の教本となった戦いだ。陸戦隊は、少数の兵で広大なアジア大陸を海伝いに征服するために不可欠な部隊だったのだ。少数の精鋭兵が橋頭堡を築き、陸軍部隊を揚陸して奥地へと進撃する。一九三〇年代、日本の海軍陸戦隊は世界中で最も重装備で最も実戦経験を積んだ、最強の市街戦スペシャリストだったのだ」

「閣下は上海事変でその姿を……」

「ああ、奴らは僅か四千の兵力で共同租界に押し寄せる四倍の中国軍と壮絶な戦いを繰り広げた。一軒一軒の家屋が、彼らの塹壕であり武器だったのだ。海軍陸戦隊は共同租界を守り通し、数週間後日本からやって来た三個師団の陸軍部隊にバトンタッチした。その後、日本軍は首都南京を陥落させ、中国奥地へと進撃する。これを租界で高見の見物を決め込んだ列強の軍隊が後に真似ることになる。アメリカにもあるだろう？」

「海兵隊のことですか」

「そう、列強の中でも植民地統治に出遅れたアメリカは、劣勢で持ちこたえた日本海軍陸戦隊に見習い、海軍地上部隊の戦闘力をどこの国よりも重視した。そして、当時国民党軍を支持し、軍事顧問団すら派遣していたドイツ人は、その装甲兵思想を全ての地上軍に徹底し、ポーランド電撃戦で勇名を馳せることになる」

「あなどってはならない。そういうことですか」

「うむ……」

　低い声でマクステッド少将は言った。

「榎本大尉の隊は、最も激戦だった閘北地区に投入された。弾丸が尽きても中国軍の銃器を奪い、奇襲を得意とした。最も多くの勲章と感状を授かった部隊だと記憶しておる」

「クドウ。奴は……」

「キャリアからして下士官から昇進した士官に違いない。恐らくは榎本の副官だったのだろう」

　だとすれば……。

　サイクス中尉の背をひやりとした感触が這
 い上がった。

　現場の指揮をとっていたのは、クドウということになる。

　戦場では下士官が全てをコントロールする。

　敏感な判断力、素早い行動力。そして士官、兵いずれからも尊敬されるずば抜けた戦闘能力……。

　幾多の戦いを経て士官になったサイクス中尉には、その恐ろしさがよく分かる。

　士官学校出の秀才は戦闘の現場を知らない。所詮
 、「突撃」か「撤退」を連呼する飾り物に過ぎないのだ。

　クドウは、上海を知り尽くした戦いのプロなのだ……。

「なぜ榎本がキャセイ・ホテルから脱出できたのか？」

　サイクスは低い声で付け加えた。

「自分はそこにも大きな疑問を持っています」

「うむ」

　マクステッド少将は渋い笑みを浮かべた。

「中尉、全く同感だな。あの夜、榎本は日本海軍の軍装を身にまといパーティに出席していた。複数の目撃情報からそれは間違いない。その榎本がいとも簡単にマジェスティック・ホテルのボーイ姿に化け、するりと通りに現われた……」

「サッスーンの手引きですか」

「うむ」

　マクステッドは中尉を制するように右手を上げた。

「早合点はいかんぞ、中尉。相手はいやしくもサーの称号を持つ男だからな」

「しかし……」

　サイクス中尉は納得がいかない風に声を上げた。

「分かっている。サッスーンが極めて濃いグレーであることは間違いない。奴はユダヤ人の救済を理由に日本の軍部と接近し、莫大な支援金を寄付するなど極めて不適切な関係になっておる」

「サッスーンが引き続き設計技師脱出を支援する可能性も十分あり得るかと」

「ああ、その通りだ」

　重々しくマクステッド少将は頷いた。

「今後、彼には二十四時間監視をつけよう。絶対に小野寺をクドウに渡してはならん」

「アイ、サー」

　サンドハースト陸軍士官学校出も真っ青な敬礼を決めたサイクス中尉はくるりと振り返り、武官室の扉に向かった。

　落ち窪んだ眼窩の奥で瞳が光る。

　クドウの顔を拝みたい……。

　そうサイクス中尉は真剣に思った。

　そのためには、クドウを捕獲するしかなかった。
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　ヘイグ路の交差点に立つ工藤は、周囲をゆっくり見回した。

　晒した綿のシャツに黒いズボン姿。

　至極ありふれた風体の工藤は、すっかり朝の喧騒に紛れている。

　厳めしい髭面で交通整理に当たっている上海市警察のシーク人巡査が、何とか交通を制御しようと努力している。

　が、誘導の手振りもピーッと鳴らす笛の甲高い音も、絶え間なく鳴り響くクラクションと怒号に紛れてしまう。

　どう見ても交通を掌握しているようには思えない。

　その間を、ガタゴト音を立て市電が通り過ぎる。

　野菜や果物を満載した市場帰りの荷車がひしめく。いったいどこから湧いてきたのかと思うぐらい大勢の人々がその間を早足で行き交っている。

　その僅かな隙
 間を黄包車や独輪車が軽業のようにすり抜ける。

　人ごみを抜けた工藤は、南京シアターの角へと進んだ。

　下水のすえた臭いと油料理のむっとした空気が入り混じっている。

　今頃、日本租界の海軍陸戦隊本部では大騒ぎになっているだろう……。

　工藤は百瀬兵曹長の仏頂面を思い出した。

　旦那が放蕩で困らされるのはいつも古女房だ。

　何度もリトル・ロシアの酒場まで自分を迎えに来たことのある百瀬のことだ。榎本大尉殿の遭難状況を知れば、きっと俺の行動とその理由を察してくれるに違いない。

　工藤は頭をやや傾げ腕を組んだ。精神を集中する時の癖だった。

　注意深く行き交う群衆を鋭い目で観察する。

　幸い、尾行や追手はいないようだ。

　しばらく佇んだ後、工藤は何げない動作で角を曲がり、劇場の煉瓦塀が途切れたところをさらに折れた。

　路地に近い狭い通り。

　その奥に煉瓦積みの古い倉庫がうずくまっている。

　表通りの喧騒が噓のように周囲は静かだ。

　工藤は正面の小さな扉を押した。

　ゆっくり中に足を踏み入れた。

　窓のない薄暗い空間に、煙草の煙と蓄音機から流れる悲しげな女の歌声が漂う。

　ところ狭しと積み上がった木箱や麻袋を避ける。

　工藤はゆっくり奥のデスクに近づいた。

　カチリ、と微かな音が響いた。

「お前さんか……」

　深々と息を吐いたマイケル・イーガンは、左手に握ったモーゼル一九一二を、机の上にゴトリと置いた。

　このアイルランド人貿易商には何かと敵が多い。

　無造作に銀髪をかき上げるイーガンを、工藤はじっと観察した。暗い照明のせいか、イーガンの表情に翳りが窺える。

「近頃ノックの習慣を忘れた来客が多くてね」

　灰色の目が軽く睨んだ。

「畳と障子で育ったお前さんだけは大目に見ておるのだが、今はそう悠長なことを言っているご時勢でもなさそうだ」

　気を鎮めるように、イーガンは吸いかけのクレイブンＡを深々と吸い込んだ。その手は皺だらけで、所々斑点が浮いて見えた。

　見た目より実際は老けているのかもしれない。

　ふと工藤はそう感じた。

　工藤は手前の椅子を引き寄せ、デスクの前にどっかり座った。

「ミスタ・イーガン……」

　鈍い光を放つモーゼル一九一二自動[image: 拳]

 銃に顎をしゃくる。

「次からは、そのたいそうな代物を躊躇わずにぶっ放すことだ。闇を伝い近づくのは死に神か、牙の鋭い獣に違いない」

「ああ、そうするさ。礼を重んじる日本人ですら不ぶ

 躾しつけ

 に空から舞い降りる時代だ。用心するに越したことはあるまい」

　銀縁眼鏡の奥で灰色の目が皮肉ぽく笑った。

「まさか」

　途端に工藤の眼光が鋭さを増した。

「零戦墜落の情報を知っているのか」

「もちろんさ」

　そう言ってイーガンは立ち上がった。

　棚からウィスキーのボトルとグラスを二つ取り出す。

「街の噂
 は早い。今や知らぬ人間を見つけるほうが難しいだろう」

「いったいどこまで摑んでいる？」

「まあ、そう焦りなさんな」

　工藤の前に、とんとグラスが置かれた。

　琥珀色のアイリッシュウイスキーが小気味よく注がれる。

「零戦は上海競馬場に墜落した。そいつは知っているだろう？」

　自分のグラスを乾したイーガンは、じろっと工藤を一瞥
 した。

「イギリス陸軍とアメリカ海兵隊が機体確保の先陣を争い、クレーン付きトラックを用意したアメリカ海兵隊がいち早く現場を確保した」

「アメリカの海兵隊か」

　工藤はやたら柄の大きいアメリカ兵の姿を思い返した。

　普段はだらしなく見える彼らも、時にはすばしっこい行動が取れるようだ……。

「やけに素早い動きだな」

「ああ確かに。奴ら、十インチ以上の破片は全て持ち去ったそうだ」

「破片？」

　訝しげに工藤が聞いた。

「うむ。機体は激突と炎上のため損傷が激しく、完全な形で残っていたのは尾翼部だけだった。勇んで検証に立ち会った武官連中や、重慶から遥々駆けつけたアメリカ航空義勇軍のクレア・シェンノートらをいたく失望させたらしい」

「破片だけでも成果はあった。そういうことだな」

「まあそうだ。問題は出遅れたイギリス人共さ」

　イーガンは悩ましげに工藤を見やった。

「現場から何も回収できなかった遅れを挽回すべく、慌てふためいたイギリス人は、ひょんなことから設計技師の存在を嗅ぎつけた」

「嗅ぎつけた？」

「ああ。墜落した零戦の航空無線を傍受したらしい」

「無線か」

「そう。上海郊外スタフォード基地の無線士が、偶然にも零戦と着陸予定地の龍華飛行場との間の航空無線を傍受していた」

「なるほど」

　工藤は唸った。

「道理で行動が素早かったわけだ」

「設計技師の脱出と降下を知ったイギリス軍は大規模な捜索隊を租界内に展開している。捜索隊の現場指揮は、近衛連隊のサイクス中尉がとっている」

「サイクス？」

「そう。奴は手強い相手だぞ、工藤」

「どう手強いのだ」

「市街戦のプロさ。アイルランド独立戦争に投入され、ベルファストの町でＩＲＡと闘った経験を持つ。ビルの谷間で戦う術を知っているのだ。それに、徹底的に敵を殲滅する残虐ぶりでは奴の右に出る者はいない」

「ほう。べた褒めだな、イーガン」

　呆れた表情で工藤は言った。

「アーサー王と円卓の騎士でも勝てぬ相手に聞こえるのだが」

「悪魔の次にずる賢く、予言者をも凌ぐ強運の持ち主。それがイギリス人なのだ」

　そう言ってイーガンは小さく笑った。





　イーガンとの付き合いは、その笑い声から始まった……。

　四年前の冬を工藤は思い返した。

　一九三七年の十二月。

　僅か数ヵ月前に第二次上海事変が終わったばかりで、街には未だ抗日を叫ぶ地下分子が徘徊し、局地的なテロ活動を続けていた。

　上海の町は租界の行政機関である工部局が治安にあたっていた。が、人員不足から全市内を統治する力はなかった。

　租界を統治する列強各国は、駐留部隊に警察機能の肩代わりをさせていた。

　その晩、工藤少尉の隊は夜間警邏を行なっていた。

　蘇州河の倉庫街を巡回中、荷上げを行なう不審な艀はしけ

 を発見した。

　夜陰に乗じ、蔣介石軍から抗日テロリストへ密かに武器供給が行なわれていたのだ。

「貴様ら、いったい何をやっている」

「しまった。東洋鬼め……」

　誰すい

 何か

 した工藤らに向けて突然銃弾が降り注いだ。

　小銃のボルトを引く間もない。

　たちまち数人が倒れ、叫びと呻き声が交錯する混戦の中で工藤も右足を撃たれた。

　どうっと棧橋に倒れ、何とか起き上がろうとする工藤の目に、銃を構え突撃して来る中国人の姿が見えた。

　腰の[image: 拳]

 銃を構え、襲い掛かる敵にこれでもか、と銃弾を打ち込む。

　カチリ、と音がした。

　弾が切れたのだ。

　死を悟ったその時、背後から機関銃の音が響いた。連続する弾幕がテロリスト側を圧倒し、数分後、艀は完全に沈黙した。

　辛くも助かった……。

　しかし、いったいどこの誰が助けてくれたのだ。わけが分からぬまま倒れて呻く工藤少尉の顔を、一人の男が覗き込んだ。

　くっく、と男は小さく笑った。

「こいつWhat

 はa

 驚いたMercy

 。生きThat

 ているStill

 とはなAlive

 ……」

　それがイーガンだった。

　表向きは繊維貿易商だ。

　が、裏の銃器密輸がイーガンの本業だ。

　その晩、イーガンは蔣介石軍から銃器を略奪するべく、仲間と共に重武装で待ち構えていた。そこに、たまたま工藤の隊が鉢合わせたのだった。

　これが縁で、工藤ら海軍陸戦隊と憲兵隊はイーガンと手を組むことになった。

　イーガンは武器商人である以外にも上海のあらゆる裏事情に精通していた。

　アイルランド人のイーガンは、イギリスとは一線を画す立場である。

　抗日テロ組織を支援する黒幕には、時としてイギリス人の姿もある。日本側はイーガンの密輸行為を黙認する代わりに、租界の裏情報を得ることになった。

　イーガンがもたらす情報はすこぶる正確だった。この情報を元に工藤は幾度となくテロを未然に防ぎ、被疑者を逮捕した。

　イーガンへの恩義と尊敬の念から、工藤はイーガンのアジトを度々訪れるようになった。

　その頃の工藤は軍隊という組織に少しずつ疑問を抱き始めていた。

　工藤は上海で二度の大規模な事変を経験した。

　日本人に激しい憎悪を抱く中国人との戦いは辛く、果てしなく、そして目にあまるほど残虐であったのだ。

　それどころか、戦いが終わっても抗日テロの脅威は去らない。

　いつ、どこで、誰が撃たれるかも分からない緊張と不安……。決定的だったのは児童誤射事件である。

　いつしか工藤は酒に頼るようになっていた。

　軍隊では敵が存在する限り、とにもかくにも殺戮という行為が繰り返される。

　極めて非日常的であるはずの死に、上官も部下も、そして自らも鈍感になり、次なる殺戮を求めていく。

　いつまでこんなことを続けるのか……。

　戦いが長引くにつれ、その疑問が膨れ上がっている。

　イーガンは工藤と全く対照的な生きざまを持った男である。

　国家に飢え、決して満たされぬアイルランド人特有の性癖故なのだろうか。

　どの国にも属さず、特定の誰とも結託せず自由奔放に生きるイーガンの姿は、軍隊という息の詰まる組織に絶望する工藤に少なからぬ影響を与えた。





「ミスタ・クドウ」

　短い工藤の回想をイーガンの声が破った。

「お前さん、海軍を辞めるのだろう？」

「ああ」

　ぶっきら棒にそう答えた工藤は、硬い表情を崩さない。

　確かに工藤は軍隊を辞める決意を固めていた。

　政治家や将官が口にする国家の大義も、上官の理不尽な命令も、全てが空しく意味のないように思えていたのだ。

　少なくとも瀕
 死の榎本大尉殿が、あの酒場にやって来るまでは……。

　思いつめた表情の工藤を見るアイルランド人の目に、かすかな好奇の色が宿った。

「では、海軍を除隊する予定のお前さんに、戦闘機の設計技師を捜索し確保せねばならん義務などなかろうが」

「確かに義務などない」

　憮然とした表情で工藤は言った。

「だが、死に際に託された個人的な約束は断るわけにいかん」

「イギリス軍コマンドに射殺された海軍陸戦隊の将校のことを言っとるのか……」

「榎本大尉殿はかつての上官で、俺の命を救ってくれた恩人なのだ」

　ぽつりと工藤は言った。その顔はいつになく素直な感情を宿している。

　イーガンは黙したまま次の言葉を待った。

「キャセイ・ホテルのパーティに出席していた元上官の榎本大尉は、設計技師捜索のためにただ一人租界に残留した」

「設計技師確保の指令を受けたのだな？」

「ああ。ホテルは何とか脱出したが、イギリス軍に発見され銃弾を浴びた。俺の居るリトル・ロシアまで瀕
 死の状態で辿
 り着いた榎本大尉は、息を引き取る間際、全てをこの俺に託したのだ」

「なるほど」

　言葉少なに頷いたイーガンはじっと考え込んだ。

「お前さんの望み通りシンガポール行き客船の一等切符は確保した。知っているだろうが、年内の客船予約は全て満杯だ。こいつを逃すと次はいつになるか分からんぞ」

　軍事的緊張は日増しに高まっている。

　いつ戦争が勃発してもおかしくない。

　上海での業務縮小や撤退を決める企業が急増していた。

　一方で家族だけは疎開させよう、との動きは十月に入り一気に加熱した。

　今や、日本便以外の外国航路切符の確保は、いかなるコネを駆使したとしても困難な状況だった。

「出航の日は？」

「十月二十[image: 丷]

 日。四日後だ」

　黙したままの工藤はやがて口を開いた。

「共同租界は封鎖されているのだな」

「その通り」

　イーガンは答えた。

「イギリス軍が全ての出入口を封鎖したよ。日本人は一人たりとも脱出させぬよう、厳重に警戒している」

「外国航路の客船が出航する埠頭はどこだ」

「日本租界にある虹口埠頭だよ」

「では……」

　そう言って工藤は皮肉な笑みを浮かべた。

「答えは至って簡単さ。俺は予定通りシンガポール行きの客船に乗る」

「ほう」

　イーガンの目が光った。

「で、託された任務とやらはどうする？」

「もちろん遂行するさ。ここから脱出し、日本租界に戻らねば海軍に辞表も出せず、このチケットでシンガポール行きの客船にも乗れない。違うか、イーガン」

「まあ、一種の理屈ではある」

　紫煙を透かすようにイーガンは目を細めた。

「全てはお前さん自身で決め、実行することだ。私はしがない闇の武器商人に過ぎん。私に今できるのは、お前さんを丸腰で放り出さんぐらいのことさ」

　手にしたモーゼル一九一二をごとりと机の上に置き、イーガンはじっと工藤の顔を覗き込んだ。

「行くがいい。こうしている間にも設計技師は助けを求めている。お前さんが何をどう思おうと、そいつだけは確かだ」





　小野寺技師は目覚めた。

　あたりは薄暗く、かすかに蠟ろう

 と香の匂いが漂う。

　ベンチに横たわったまま頭を上げ、周囲を見回す。

　驚いたことに自分は教会の内部にいるのだった。

　質素な木のベンチが並ぶ奥に祭壇が見える。鳴り響くオルガンの音が、冷えた空気を一段と引き締めていた。

　いつの間に教会の中に入ったのか……。

　訝しがりながら起き上がった小野寺は、姿勢を正してベンチに腰かけた。

　パイプオルガンから放たれる荘厳なメロディが空間を包んでいる。

　オルガンに向いた姿は影になり、奏者の姿はよく見えない。

　が、鍵盤とペダルから繰り出される音は、時に力強く時に繊細で、聞く者を圧倒する技量と表現に満ちていた。

　身じろぎもせず、たっぷり三十分は座っていただろう。

　体が徐々にぬくもり、至福の音楽が張り詰めた筋肉と神経を解きほぐす。

　演奏は終盤に差しかかっていた。

　左手とつま先が奏でる重厚な低音の響きに、きらびやかな楽章が繰り返し答え、やがて壮大な和音が永遠にも思える音の連続を締めくくった。

　小野寺の長靴が前席の聖書差しに当たり、がたんと音が響いた。

　驚いたように演奏が止んだ。

　鍵盤の蓋を締め、こちらに振り返ったのは女であった。

　おずおずと無言で立ち上がった小野寺を、じっと女が見つめる。

「あなたは日本人ですね？」

　意外なことに女は日本語で問いかけた。

「教会の前で倒れていたあなたを、訪ねてきた信徒の皆さんが見つけてくれたの」

　やや訛りは感じられるが、意志の疎通には十分なレベルだ。

「そうですか……」

　言葉少なに答えた小野寺は女の顔を見返した。

　三十歳前後であろうか。

　意志の強そうな顎とやや大きい唇がバランスを欠いているが、それを魅力と感ずる男性も多いであろう。

　パンタロン姿の女は祭壇を降り、小野寺の前に立った。

「はじめまして。エミリー・カークウッドよ」

　握手した女の手は思いの外肉厚であった。

　いや、外国人の手はこんなものかもしれない。

「小野寺といいます。日本語が上手ですね、ミス・カークウッド」

「二十歳から七年間、神戸にいました。父が牧師で、灘なだ

 の聖光教会に派遣されたのです。聖なる光、で聖光と読むの。分かります？」

「ええ」

　小野寺は安堵
 した。

　英語での意志疎通が苦手な小野寺には有り難い相手だった。

　お願いがある、と言う小野寺を、エミリー・カークウッドは教会の横手にある司祭館へ導いた。

　手早く用意された温かい紅茶とクッキーが次々と小野寺の胃袋に消えて行く。その姿をエミリー・カークウッドは、微笑ましい表情で見つめていた。

　一息ついた小野寺は身分を名乗り、零戦の墜落から教会に辿
 り着くまでの事情を、ぽつりぽつりと話し始めた。

　エミリー・カークウッドは、じっと話に聞き入った。

　日本料理屋を脱出するくだりでは茶色の目を不安げに見開いたが、言葉は発しない。小野寺が話し終えた後も、暫く黙っていた。

「イギリスと日本は戦争をしているわけではないわ」

　唐突にエミリー・カークウッドは口を開いた。

「小野寺さんをイギリス軍が追跡し拉致するなど、明らかにおかしな行動ではありませんか」

「もちろんです」

　小野寺は短く答えた。

「だが、事実イギリス軍は私の身柄を拘束しようとしています」

「無茶苦茶だわ」

　エミリー・カークウッドは眉間に見事な縦皺を寄せた。

「迷い込んだ旅人を襲う山賊と一緒じゃない」

「どうしたらいいのでしょう。外に出れば、たちまち捕まってしまいます」

「何とかしてみましょう」

　エミリー・カークウッドは言った。

「教区の大司教は軍の高官とも親しいの。私が大司教に電話で事情を説明して何とか頼んでみるわ」

「カークウッドさん……」

「エミリー、と呼んでください」

「しかし」

　小野寺は躊躇いを見せた。

「状況はあなたが思っているより緊迫していると思われます。あなたに迷惑をかけるわけにはいきません。それに、ご家族がどうおっしゃることか」

「父は……、父は四年前に亡くなりました」

「そうでしたか。それは大変失礼した」

「いえ、いいんです。父が亡くなって以来、この教会も急速に寂れてしまいました。祝福も与えられず、告解も聞けない教会に誰が来るものですか。娘の私が何とか建物と設備を維持し難民の救済をしてきたけれど、それももう限界。資金が途絶えたの。私自身が教会の炊きだしに並ぶ日も、そう遠くはないわ」

「ですが……」

「いいの」

　そう言ってエミリーは立ち上がった。

「教会に救いを求めたお人を放り出したとあらば、天国の父に申し訳が立ちません」





　エミリーが電話を終えてから三十分が経過した。

「もう間もなくでしょう」

　小野寺に紅茶のお代わりを勧めたエミリーは、窓の外を見やった。

　空は相変わらず陰鬱に曇ったままである。

「オブライエン大司教が直接来るそうよ。驚いた様子だったけど、事情は十分理解してもらえたと思います」

　小野寺は黙ったまま頷いた。

　時間が経過するにつれ、不安がむくむくと膨れ上がる。

　目の前の女が信用できないわけではない。

　だが、日本料理屋の出来事も脳裏に生々しい。気を抜いてはいけないが、さりとて自分一人ではどうにも動けない。

　通りでエンジンの音が止まり、司祭館の扉がノックされた。

「来たわ」

　エミリーは素早く立ち上がり扉を開けた。

「オブライエン大司教……」

　黒いカソックを着込むオブライエン大司教の強張った顔を見たエミリー・カークウッドの表情が、一気に曇った。

　大司教の背後に、五、六人のイギリス軍近衛連隊兵を認めたからだ。

「いったいどういうことですか、これは」

「やあ、エミリー……」

　オブライエン大司教は硬い表情のままで口を開いた。

「その男が何か危害を加えるようなことがあってはいかん。そう思ってお願いしたのだ。その、決して……」

「時間がないのだ、大司教」

　背後のイギリス軍近衛連隊から指揮官が進み出た。エミリーが戸口を塞ぐように立ちはだかり、二人は睨み合う形になった。

「通して頂けませんか。ミス・カークウッド」

「名乗りもしないこの無礼な男をですか」

　二人の視線が中空で絡み合った。

「指揮官のサイクス中尉です」

　押し殺した低い口調でサイクス中尉は言った。

「速やかに小野寺技師を引き渡してください」

「お断りします」

　ぴしゃりとエミリーは言った。

「エミリー、何ということを……」

　オブライエン大司教が救いを求めるように両手を上げた。

「あなた方に小野寺さんを逮捕する理由などありません。丁重に日本側へ送還するのが、あなた方の義務でしょう」

「下らん」

　サイクス中尉は吐き捨てるように言った。

「説教は他でやってくれ。建前と理屈だけで何が成し遂げられる」

　合図と共に数人の兵士が銃を構え、戸口に詰め寄った。

「聖なる教会に銃を持ち、乱入するのですか」

　憤然とエミリーは叫んだ。

「聖なる、だと……」

　怒りに蒼白となったサイクス中尉が荒々しく言った。

「ふざけるな。アイルランド辺りではその聖なる教会とやらで爆弾を製造しテロリストを匿まっているのだ。その言葉に騙
 され何人の兵隊が命を落としたことか」

「私がテロリストだとでも……」

　コマンドは声高に叫ぶエミリーを乱暴に押し退け、司祭館に踏み込んだ。小野寺は抵抗もできず、軽々と戸口に引き立てられた。

「たった今から、この教会は閉鎖する」

　引き立てられて行く小野寺を見送ったサイクス中尉は、断定的な口調で言い放った。

「何ですと……」

　唐突なサイクス中尉の言葉に、オブライエン大司教が目を白黒させた。

「教会内に小野寺以外のスパイも匿っていた可能性がある。亡くなった司祭とこの娘は、日本に居住した経験がある。そう我々に教えてくれたのは、オブライエン大司教、あなたですぞ」

「しかし中尉、カークウッド一家に限ってそんな……」

「スパイ網というのは、長い時間をかけて張り巡らされるものだ。まさかこの人が、という人物がスパイであったというケースは枚挙にいとまがない」

「とんでもない言いがかりだわ」

　サイクス中尉の意図を理解したエミリーの顔が蒼白になった。

「この小野寺技師を確保する過程で、既に三人の兵士を失った。我々にとっても、いや日本にとっても戦争は既に始まっているのだ。書類だの通牒だのは形式に過ぎない。言いがかりかどうかは尋問の結果、判断されることだ」

「尋問？」

　分厚い肉に埋まったオブライエン大司教の目が見開いた。

「サイクス中尉、まさかこの女ひと

 を……」

「そう、ミス・カークウッドは日本に利する諜報行為の疑いで逮捕する。ギブンス、レイディを丁重にお連れしろ」

「あたしをどこへ連れていこうというの」

「いきなり壁の前に立たせて銃殺はしない。それだけは保証しようではないか」

「恥知らずな獣め」

　ギブンス軍曹の手を振りほどいたエミリーが、憤然と言葉を吐き出した。

「何とでも言うがいい」

　サイクス中尉は、降りだした雨の中を指揮車両に向かって歩き出した。外で待つ小野寺の体は、再びずぶ濡れになろうとしていた。





　工藤信一郎は、上海市警察バブリングウエル署の正面入口を望む屋台で油条ゆーていあお

 を頰張っていた。

　通りには露店がずらっと並び、むっとする湯気や油の匂いが充満している。

　懐に納まるモーゼル一九一二と五十発の[image: 拳]

 銃弾以外に、イーガンは「情報」という名の武器を工藤に与えてくれた。

　イギリス軍が小野寺を捕獲した、との情報である。

　教会で小野寺を捕獲したイギリス軍は江こう

 西せい

 署に収監したとの情報を流したが、実際は租界西の境界線に近い愚ぐ

 園えん

 路ろ

 一七二番地のバブリングウエル署に留置していた。

「狡猾なイギリス野郎のやりそうな手口さ」

　イーガンは片目を顰しか

 めてそういった。

「囮を仕掛け、獲物が近づくのを息を潜め待つ。獲物が囮に食いついた瞬間、猟犬が襲いかかり猟銃が留めを刺す。お前さんがふらふらと江西署に近づいたら、あっと言う間に捕まっちまうだろう」

「では、どうしたらいい？」

　囮には囮を、だ。

　そう言ってイーガンは江西署への陽動作戦を工藤に提案した。

　青ちん

 幇ぱん

 の血の気の多い衆に江西署を襲撃させ、派手にドンパチをやらかしてもらおうというのだ。

　すわ、小野寺奪還作戦かと江西署に手を取られ、バブリングウエル署が手薄になった頃合いを狙い工藤が小野寺を救出する、そういう段取りであった。

　昼を廻り、道沿いに立ち並ぶ屋台には人と熱気が溢
 れていた。

　緑色の瓜を山と積んだ荷車が通りを塞いでいる。後ろに続く茶色のオースチンがフォンフォンとけたたましく警笛を鳴らし、荷車を引く老人も負けじと叫び返している。

　三セントで粥かゆ

 を頼んだ工藤の目は、アオバエを払いながらも警察署の入口に注がれたままだ。

　照りつける太陽の下で漬物を頰張る。

　錫すず

 の鍋からお茶を汲み出したところで、署の玄関に異変が生じた。

　一台の軍用トラックが玄関に横付けされた。と思いきや、租界警察官やイギリス兵らが現れ、先を争うように乗り込む。

　訓練を見るような動作の締めくくりは、猛然たるスタートダッシュだった。

「予定どおりだな」

　工藤はにたり、と頰を歪めた。

　江西署から助けを求める連絡が入ったのだ。

　大味な胡瓜の漬物を呑み込み、工藤は立ち上がった。

　バブリングウエル署には上海事変後の警邏時代に何度もテロリストやチンピラをぶち込んでいる。

　署の建屋内は勝手知ったる我が家も同然だった。

　玄関を入った右が刑事詰所だ。

　詰所の横にはオーク材の重厚なカウンターがあって、日がな一日、上海語の喧騒と人いきれで溢
 れている。

　留置場へは一番奥の鉄扉を潜り、地下へ続く階段を下りねばならない。

　正面から攻めても勝算はないな……。

　工藤は身に纏う長衫を脱いだ。

　その下から租界警察の制服が現われた。

　杓から水を汲み頭からザバッとかけた。上から制帽を被ると、汗まみれで薄汚い中国人警官ができ上がった。

　混み合う道を足早に渡り、バブリングウエル署に駆け込んだ。

「襲われた江西署からの至急連絡です！」

　ハアハアと荒い息を吐いて見せた工藤は、カウンターで大声を張り上げた。

「ス、スターギス上級刑事はおられますか」

　只事ならぬ工藤の様子に周囲がざわめく。スターギスと呼ばれた中年の刑事が奥から出て来た。

　でっぷり腹の出た体軀は、警官というより両替商の椅子を温めていそうな柄だ。薄い眉の下から、用心深い視線が工藤を見つめた。

「江西署のサイクス中尉殿から新たな指示であります」

　サイクスという名にびくん、と反応したスターギスは、工藤の差し出す書状をひったくるように奪った。

　タイプされた文字を一気に斜め読む。

　スターギスの顔がみるみる引き攣った。

「何と、同時テロだったとは……」

　工藤はスターギスの動揺にすかさず蹴り込みを入れた。

「火急的かつ速やかに処理願う、との指示であります」

「もちろん……。もちろんだとも」

　スターギスはキツツキのように何度も頷いた。

　スターギスが読んだ書状は、イーガンが偽造した代物だ。

　江西署を襲撃したのは、日本軍の仕掛けた広域同時テロの一部であり、その狙いは小野寺奪還にある。

　バブリングウエル署では捕虜の警護に限界があるため、小野寺を警戒の厳重なイギリス軍刑務所に大至急移送せよ、との指示だった。

「サイクス中尉殿の指示は極めて的確であると判断する。で、貴官の役目は？」

「孫そん

 刑事であります。小野寺の軍刑務所移送を全面的に支援するよう、命令を受けております」

「そうか、ご苦労だな。早速移送用のトラックを準備し捕虜を連れ出そう」

　五分もたたぬ内、バブリングウエル署前に天蓋付きのベッドフォード・トラックが横付けされた。

　監視役の兵隊に連れられ捕虜が出てきた。

　先頭を歩く青白い顔の東洋人が恐らく小野寺技師であろう。工藤は、じっとその顔を記憶に刻み込んだ。

　だが、その後ろの白人女性はいったい……。

「スターギス上級刑事、あの女は誰でありますか」

「女スパイだ。小野寺を自分の教会に匿っていたのだ。尋問は同時に行なうだろうから、一緒に移送してくれ」

「分かりました」

「それと……」

　スターギス上級刑事が、じっと見つめる。

　工藤は自然なふりで視線を逸らした。

「監視役にイギリス軍の兵隊を二名つけよう」

「はっ。大いに助かります」

　そう言って工藤は荷台のロープを素早く縛り、小走りに運転席へ飛び乗った。見上げるスターギス上級刑事に軽く手を挙げ、ギアを一速に叩き込む。

　一気にクラッチ板を繫いだせいで盛大な白煙を吐き、猛然とベッドフォード・トラックは発車した。

　バックミラーに映るバブリングウエル署が、見る見る小さくなる。

　一刻も早く遠くへ離れねばならなかった。





　小野寺は体を揺すられながら、前に座る二人の兵隊を観察していた。

　横に座るエミリー・カークウッドは目を閉じ、固く唇を結んでいる。

　トラックは舗装の悪い道路を、とんでもない速度で突っ走っていた。

　絶え間ない振動に胃がひっくり返りそうだが、二人の兵隊は馴れているのか、揺れるがままの姿勢で、むっつりこちらを見つめている。

　明らかに十代後半といった風のあばた顔の兵隊は少し眠いのか、時折こっくりと首が折れるが、下士官の袖章をつけたもう一人の男は、視線を小野寺に据えたまま微動だにしない。

　下士官は確かライリーと呼ばれていた。

　よく見ると、指は抱えたエンフィールド小銃のトリガーにかけたままだ。

　この二人組は、教会で捕縛されてから自分とエミリーの監視を続けていた。そう思うと、落下傘で上海市内に降下して以来の記憶が改めて脳裏に蘇った。

　あまりに目まぐるしい展開に肉体はおろか思考もいや、五感すら追いつかない。

　一連の騒動が、自分を巡るイギリスと日本の争いであるとはどうも思えない。

　確かに自分は零戦の設計者だ。

　だが、改修型の責任者に過ぎず、さしたる知識も技量もない。

　生みの親の堀越技師ならいざ知らず、零戦の設計者との情報だけが一人歩きしているに違いない……。

　突然のブレーキが小野寺の思考を切り裂いた。

　急制動で後輪がロックしたのに加え、Ｇがもろにかかったせいで、四人はなす術もなく荷台を転げ回った。

「どうした？」

　ライリー軍曹の叫びと共に、ようやくトラックが動きを停めた。

「恐らく」

　運転席から孫刑事が叫んだ。

「前輪がバーストしたようだ」

「ちっ、まったくこんな時に……」

　呻いたジェイムス・ライリー軍曹は、傍らのペイン二等兵に監視を続けるよう命じ、荷台から降り立った。

　道路のすぐ脇を土色の蘇州河が流れている。

　トラックは、見事なタイヤのブラックマークを路面に残し鼻面を蘇州河に向け停まっていた。

　ブレーキシューとゴムの焼けた匂いが充満している。

　もう少しで河に転落するところだったか……。ぞっとしたライリー軍曹は、前輪にしゃがみ込む孫刑事に近づいた。

「孫さん、どうだいタイヤは」

　孫と呼ばれた工藤は声の大きさで敵との間合いを計り、振り向きざまに発砲した。

　咄嗟に動いたせいか弾丸は急所を逸れ、ライリー軍曹の右肩を貫いた。

　よろめき片膝をついたライリー軍曹は、それでも小銃を構え直し、工藤目掛けて引き金を絞った。

　小銃弾がびしりとアスファルトを削る。

　工藤は慌ててトラックの前方に身を隠した。

　ライリー軍曹はその隙
 に小銃を放り出し、一目散に走り始めた。

　工藤は背中に向け、続けざまに発砲した。

　が、命中弾は得られない。

　河岸に辿
 り着いたライリー軍曹は、躊躇いもせず蘇州河に身を躍らせた。





　いきなりパンパンと銃声が聞こえた。

　何が何だか分からない。

　唐突にトラックの幌が開いた。

　小野寺はそこに一人の東洋人を確認した。

　男はぞっとするほど暗い目をしていた。それほど背は高くないが、がっしりした体つきで、身のこなしには一分の隙
 もない。

　横のペイン二等兵が慌てて小銃を握り直す。

「頭を下げるのだ、小野寺」

　ゆっくりと男は日本語で言った。

　次の瞬間銃声が轟き、エミリー・カークウッドの悲鳴と共に、胸を撃ち抜かれたペイン二等兵が崩れ落ちた。

「あなたは、いったい……」

「工藤、工藤海軍少尉だ」

「海軍？……」

「お前さんの海軍と言えば大日本帝国海軍しかあるまい。それとも何か。イギリス軍に拘留されて以来、ロイヤル・ネイビーに鞍替えしたのか」

　くすり、とエミリー・カークウッドが笑った。

　一瞬訝しげな表情を浮かべた工藤は、手早い動作で死んだ兵隊をトラックの外へ運び出し、蘇州河へ投げ込んだ。

「急ぐぞ、小野寺」

　助手席へ移るよう二人に指示した工藤は、再び走りだした。

「ありがとうございます、少尉殿」

　そう言って小野寺は助手席で頭を下げた。

「さすがは海軍さん、お見事な手際でした」

「残念ながら……」

　工藤は抑揚のない声で答えた。

「見事なのはここまでだ。この後は、さしたる名案もない。蘇州河の橋をトラックで強行突破し日本租界へ脱出するしかない」

「無茶です」

　不意にエミリー・カークウッドが口を開いた。

「あんたは……」

　ステアリングを握ったままの工藤が驚いたように目を見開いた。

「日本語がしゃべれるのか」

「聞いて頂いた通りよ」

　助手席でそう答えたエミリーは、改めて工藤の横顔を見つめた。

　よく見ると、日本人にしては珍しくすっと鼻筋が通っている。やや分厚めの唇と大きな目が、内に秘めた情熱を隠しようもなく示していた。

　工藤を見つめたまま、エミリーは続けた。

「とにかく蘇州河を渡るのは無謀です。租界の出入り口は全てイギリス軍によって包囲されています。小野寺さんと私を捜しているのです。バブリングウエル署で撮られた写真も出回っているでしょうから変装しても駄目だわ」

「パスポートを手に列に並び、愛想笑いをふりまくわけではない」

　工藤が苦虫を潰したような顔をした。

「橋の検問をこのトラックで強行突破するのだ。共同租界に長居は無用だ。刻一刻と警備は厳重になってゆく。一時間経過するごとに我々は不利になる」

「ちょっと待って」

　不意にエミリー・カークウッドが言った。

「トラックを停めて」

　停車した場所は倉庫街が途切れ、蘇州河が見渡せた。左手に老閘橋の瀟洒な姿が見える。

「あれを見てください、工藤少尉」

　橋のたもとにはオリーブドラブ色のイギリス軍車両がひしめき、鉄条網で作られた検問所に人と車の長蛇の列ができていた。

「一人一人、徹底的にチエックしているわ。それに、バリケードも二重になっています。突破などできるものですか。それでも突撃したければ、お一人でどうぞ。私と小野寺さんはここで降ります」

「ふむ」と、工藤は鼻白んだ。

「まるで参謀気取りだな、ミス……」

「エミリー、エミリー・カークウッドよ」

「まさか」

　呆気にとられ工藤は言った。

「あなたはイギリス人なのか」

「この人は教会で私を助け、匿ってくれたのです」

　小野寺が口を開いた。

「そのせいで私と共に逮捕された。彼女はもうどこへも行けやしない。我々と行動を共にするしかないのです」

「何てことだ」

　工藤は[image: 拳]

 を固めドアを殴りつけた。

「で、どうすればよい？」

　沈黙がどっかりと空間を埋めた。

　尻から響くディーゼルエンジンの振動が動揺に拍車をかける。

「パブリック・スクールを越えた大西路の奥に紡績工場があるわ」

　やがてエミリーが口を開いた。

「紡績工場？」

「ええ。知り合いのイギリス人が経営していたのだけど、九月に帰国して、その後は閉鎖されて誰もいないはずよ」

「いったんそこへ隠れるわけですね」

　小野寺が言った。

「仕方あるまい。どの道一蓮托生ってわけだ」

　工藤が低く唸った。

「イチレンタクショー……」

　エミリーがその言葉をゆっくり復唱した。

「どこまでも一緒、そういう意味でしたね、少尉？」

　工藤は何も言わず車の向きを変え、折れよとばかりにアクセルペダルを踏みつけた。

「下らん」

　工藤はぶつぶつと口の中で繰り返した。

「全くもって下らん」





　人間の最大の美徳が、その感情を抑制しうることだとするならば、サイクス中尉は今その対局にあった。

「捕虜を奪われた？」

　サイクス中尉はぎょろりと目を剝いた。

　その形相は荒ぶるRaging
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 と言ってよい。

「馬鹿者めが」

　コロセウムの隔壁に激突する闘牛さながらの勢いで、サイクス中尉はカウンターを蹴りつけた。

　署内の空気が一気に凍りついた。

「租界警察の能なしめが」

「し、しかし……」

　か細い声でスターギス上級刑事は抗った。

「サイクス中尉殿の命令書を持参しておりましたので」

「命令書だと」

　激昻したコマンド指揮官の顔が真っ赤に膨れた。

　バブリングウエル署の刑事達は固唾を呑んで見守っている。

　荒くれで鳴らす共同租界の警官たちもたじたじの怒気がサイクス中尉の全身から放出されていた。

「江西署の大騒動中に誰が命令書など出すのだ。赤子の手を捻るように騙
 されおって。お前らはな……」

　サイクス中尉の顔が憤怒にどす黒く歪んだ。

「売女と一緒だ。新世界の前で、きょろきょろと落ち着きなく客を捜しているあれだ。目は付いているが何も見ちゃいない。いや、網膜に焼き付けた物体を判断する脳味噌も始めからない。上海動物園の猿ですら少しはましだろうよ」

「中尉殿」

　駆け寄ったギブンス軍曹が息を切らせた。

「何だ？」

「ライリー軍曹とペイン二等兵が発見されました」

「トラックに同乗させた二名か。どこにいた」

「蘇州河沿いの船着場です。ペイン二等兵は撃たれて即死。ライリー軍曹は右肩を撃たれ重傷を負っています」

「糞ったれめ」

　歯を剝いたサイクス中尉は、ばんっとカウンターを叩いた。

「潜り込んだ日本兵一匹如きに、なぜそこまで手こずる」

「中尉殿」

　ギブンス軍曹が思慮深げに口を開いた。

「一人ではないのかもしれません」

「なるほど……」

　サイクス中尉の目がギブンス軍曹を促す。

「江西署への組織テロ、この偽造された命令書。それに奴はここへ現れた瞬間からスターギス上級刑事を指名しています」

「犬A Dog

 、か」

　署のフロアを見回したサイクス中尉が吠えた。

　凍りついた空気に、ぴしりと割れ目が走る。

「確かに内通者はどこにでもいる。権力と立場の重圧に耐えかね、大英帝国に対する無能な反逆者共を哀れな弱者と勘違いする輩だ。ダブリン警察にも山ほどいたさ。オコンネル、バロウス、キーティング。みな俺の前で絶叫し助けを請うたアイルランド人の垂れ流し警部殿だ」

「中尉殿」

　スターギス上級刑事が悲鳴に近い声を発した。

「我々に限ってそんなはずは……」

「ふんっ」

　サイクス中尉は無視して続けた。

「助けを請うぐらいなら、最初からやらなければいいのだ」

　灰色の目が冷やかに警官達をねめ廻した。

「お遊びは終わりだ、諸君。血と暴力がこの街を支配する。日本人に情報を洩らしたと自覚する者は速やかに自ら棺桶を用意するがいい」





　在上海イギリス領事館。

　書記官との打ち合わせを終えたホイットモア卿
 は突然の来客を迎えた。

　アイリーン・カードリー。

　上海パブリック・スクールの校長を務める老婦人である。

　カードリーの父、故ジョセフィン・カードリーはホイットモア卿
 の母校ケンブリッジの考古学教授であり、学生時代大いに薫陶を受けた関係にある。

「ミス・カードリー」

　二階にある応接室に入ったホイットモア卿
 は、恭うやうや

 しくカードリーに挨拶をした。

　白髪を綺[image: 麗]

 にまとめ、高々と結い上げたカードリーは、くるっと振り返った。

「ミスタ・ホイットモア……」

　ホイットモア卿
 は、その目に宿る深い憂いの色に気づいた。

「いったいどうされましたか、ミス・カードリー」

「今日は総領事にお願いがあって参りました」

「お願い？」

　ホイットモア卿
 は訝し気に眉を寄せた。

「ええ。実はエミリー・カークウッドのことなのです」

「ほう」

　意外な名前であった。

「今朝、上海カソリック教会連合会のウィリアム司教から相談がありました」

　なるほど。

　ホイットモア卿
 はカードリーが敬虔なカソリック教徒であったことを思い出した。

　ミス・カードリーをソファに座らせ、自身も向かい側の椅子に腰掛けた。

　シーク人の召使に紅茶を用意するよう指示する。

　恭しくお辞儀をしたシーク人が静かに立ち去ってゆく。

　その後ろ姿を見送ったカードリー夫人は、おもむろに言葉を継いだ。

「ミスタ・ホイットモア」

　ミス・カードリーは、じっとホイットモア卿
 の顔を見つめた。

「エミリーは父親が亡くなって以来、四年間女手ひとつで教会を守ってきました。実に立派なカソリック教徒であり、人間としても心から尊敬できる方です。その彼女が逮捕されるなどとは……」

　思わずカードリーは言葉を詰まらせた。

「きっと何かの間違いでしょう。ホイットモア卿
 、すぐさま彼女を釈放してくださいませんか」

「しかし」

　困った顔のホイットモア卿
 は慎重に言葉を選んだ。

「彼女が教会に逃亡する日本人を匿っていたのは事実ですぞ」

「ええ」

　カードリーは頷いた。

「もちろん日本人が教会にいたのは事実でしょう。ただ、彼女がイギリス官憲に追われている日本人の逃亡者を意図的に匿っていたなど考えられません」

「日本人が拘束された時、エミリー・カークウッドはひどく抵抗したと報告を受けています。二人の間には何らかの関係があった。そう見るのが妥当ではないですか？」

「しかし、教区のオブライエン大司教に電話したのは彼女からだと言うじゃないですか」

　カードリーはなおも抗弁した。

「自宅に押し入った泥棒を通報したら、自分も共犯だと逮捕される。いつからイギリスの警察は、そんな能なしに成り下がったのですか？」

　ふむ。

　痛いところを突くな。

　ホイットモア卿
 は内心渋い顔をした。

　確かに通報したのは彼女だ。

　本当に後ろめたいことをしているなら、通報などするわけがない。

　カードリー夫人の言う通り、今回任意の事情聴取はよくても、いきなりの逮捕は行き過ぎかもしれない。

「今回は警察ではなく軍が動いています。我々領事館側は手出しができんのです」

「はっ」

　呆れた、とばかりにカードリーは声を上げた。

「ご存じの通り、大英帝国の軍隊ほど胡う

 散さん

 臭いものはありません。彼らは領土の拡大と町や村の破壊にしか関心がない。女王陛下の名を
騙かた


 って略奪を繰り返すごロ

 ろー

 つバ

 きー

 に過ぎません」

「些か過激なご意見ですな、ミス・カードリー」

　渋面を作ったホイットモア卿
 は諭すように言った。

「その性質上、軍人の所作が時折、過激になることは否定しません。ただ、我が軍が第一に掲げる使命は誓って申し上げるが、我が国民の安全を守ることです」

「そして……」

　ミス・カードリーは冷ややかな口調で言った。

「総領事としてあなたの仕事はこの上海に住む全イギリス人の権益を守ること。そう私は認識していますが」

「無論そうです」

　重々しくホイットモア卿
 は頷いた。

「日本人は人道的な理由から自らの租界に査証のないユダヤ人難民を受け入れ、食料や住居を与えています。一方、母国イギリスの租界はナチス・ドイツと戦っているにもかかわらず、ただ一人の難民も受け入れていない」

「ミス」

　総領事の顔が渋くなった。

「それは本国の指示で……」

「そうやってあなたはいつも何の意志もなく、何の意見もない」

　蔑んだような口調でカードリーは言った。

「イギリス総領事という重い立場の人間が、その体たらくでよいのですか。日本の難民受け入れは海軍の一将校が陣頭指揮をとっていると聞きます。何とも素晴らしい行動力ではないですか」

「ミス・カードリー」

　ホイットモア卿
 がたしなめた。

「日本は仮想敵国ですぞ。そう手放しで褒めるのはいかがなものかと」

「ふん。では、この私も逮捕されますかね」

「ご冗談を」

「実は私も十五年前、日本のカソリック・スクールに教員として赴任した経験があります。この私ですら、自宅から日本人が出てきたら同じように逮捕するのでしょう。日本のスパイだ、と言ってね」

「それは事と次第によります」

「馬鹿げたことを」

　カードリーは憤激した。

「あなた方は日和見的に、やれ敵だ、やれ味方だと相手国をなだめ、すかし、脅していればいいのかもしれません。だが、私たち庶民はそんなあなた達に振り回され、愛国者や敬虔な神の子が、ある日突然、裏切り者呼ばわりされるのです。そんな横暴を許せるとでもお思いですか」

　扉がノックされ話が中断した。

　書記官がメモを持って入ってきたのだ。

「ミス・カードリー」

　メモを見たホイットモア卿
 の表情が一変した。

「エミリー・カークウッドが留置所から逃亡しました」

「逃亡ですって？」

　カードリーの顔が啞然とした。

「それも、助けに来た日本人と共にです」

「ま、まさか……」

　呆然としたカードリー夫人は、あんぐりと口を開いた。

「私はすぐマクステッド少将との対策会議に出向かねばならない。残念ですがミス・カードリー。あなたの軍隊に関するご高説は、またの機会にお聞きしましょう」

　肩を落とした老婦人を残したまま、ホイットモア卿
 は部屋を出た。

　カードリーは頭を垂れ、一心に祈っている様子であった。





　冷たいコンクリートに囲まれたバブリングウエル署の地下に絶叫がこだました。

「江西署へテロを仕掛けた集団のリーダー格です。足を撃たれ、逃げ遅れたところを逮捕しここへ移しました」

「そいつはでかした……」

　椅子に縛られ、苦痛にのたうつ中国人をサイクス中尉は冷ややかに見下ろした。

「たまには良い知らせもないと、こう気が滅入っていかん」

「陸るー

 吉じー

 生しゆん

 。青幇の中でも対英抗戦色の強い過激派、上海遊撃隊の行動隊長です」

「隊長、ね……」

　胡散臭そうにサイクス中尉は言った。

　陸の唇から糸を引く血の涎を視線が辿
 った。やや薄くなった頭頂が、だらしなく傾いて、こちらを向いている。

「逃げ遅れた腰抜けにしか見えんが」

「いや、ああ見えてなかなか強情な奴です。拷問にも口を割る気配がありません」

「ミスタ・ルー」

　サイクスは、腰を屈め陸吉生の汗と血に塗れた顔を覗き込んだ。左足太股あたりからの出血がひどい。

「今のところ片足は大丈夫だ。松葉杖では歩けるが……」

　無造作に[image: 拳]

 銃を取り出す。

　サイクスは陸吉生の右膝に至近距離から銃弾をぶち込んだ。

「ギヤアアアー」

　新たな絶叫が硝煙の匂いを突き抜く。

　陸吉生の右膝にぱっくりと穴が空き、白く覗いた骨と肉をみるみる鮮血が覆った。

「や、野郎、ケダモノめ……」

　悶絶した陸吉生が呻いた。

「素直に吐かぬから、そうなるのだ。俺はギブンス軍曹のように情け容赦はしない。お次は箸
 を握れなくしてやろう」

「イギリス人」

　陸吉生は激痛を堪え、吐くように言った。

「私が死んでも次が続く。上海事変の日本人共と同じだ。我々は屍と墓でお前らの歩く道を塞いでやる」

「おやおや……」

　サイクスの目が揶揄するように揺れた。

「お言葉を返すようだが、貴様はその憎い日本人を助けたのだぞ。雇い主はそう言わなかったのか？」

「噓だ」

　陸は叫んだ。

「我々上海遊撃隊はイギリスの先兵たる租界警察に鉄槌
 を下しただけだ」

「バブリングウエル署に拘留した日本人を逃がすためにか？」

　サイクスは陸に小野寺救出の経緯を説明してやった。

「貴様の雇い主は巧妙にお前達を利用した。騙
 されたのだぞ、それが分からんのか」

「し、信じられん」

　意識の混乱した陸は、いやいやと首を振った。

「我々に遊撃隊の名前をつけたのは彼だ。イギリス人に対する憎しみは、我々以上のはずなのだが……」

「ほう。名前か？」

　サイクスは、陸吉生が率いる活動部隊の名を思い返した。

　上海遊撃隊、遊撃隊……。

　似たような名をどこかで……。

　アルスター遊撃隊。

　そうか、雇い主はアイルランド人なのだ。

「アイルランド人、そうだな」

　陸は無言のまま肩で息をついている。

「陸よ、貴様はその男に利用されただけだ。名前を言えば楽にしてやる。約束しようではないか」

　裏切りほど鋭利に人間の神経を切り裂く刃物はない。陸の目に宿る反骨心がみるみる消え失せた。

「名は……イーガンだ」

「イーガン、か。で職業は？」

　サイクスは、響きを確認するかのように名前を復唱した。

「アイルランド人の貿易商だ。ヘイグ路の南京シアター奥に事務所がある。イギリス軍の銃器は大抵あいつから仕入れている」

「密輸屋か」

　陸はまた無言で頷いた。

　大量に血液を失い、意識が徐々に混濁してゆく様子だ。

　アイルランド野郎か……。

　サイクスは[image: 拳]

 銃のブレイク・オープンを開けた。

　残弾を確認しながら歴史をなぞる。

　一九一九年、アイルランド独立戦争中のダブリンに派遣されて以来二十一年。イギリスからの独立を主張するアイルランドとの関係は何も変わっちゃいない。

　いや、俺が関わる七百年も前から変化などないのだ。

　アイルランド人のイギリスに対する怨念は子孫の遺伝子に組み込まれ、末代まで伝承されてゆく。

　そして、遥か何千マイルも離れたこの極東の地にまで飛び火しているのだ。

　厄介なことだ。

　だが、そこに戦いがある以上、軍人として[image: 拳]

 銃の弾を絶やすわけにはゆかない。

「ギブンス軍曹、十分以内に出発するぞ」

「アイ・サー」

「誰か、こいつの縄を解いてやれ」

　縄を解かれた陸吉生は弱々しく呻いた。

「協力に礼を言う」

　足早に歩き出したサイクスは、地下室の入り口で立ち止まった。

「さらばだ、ミスタ・ルー」

　轟音と共に脳漿が飛び散り、陸吉生は永遠に呼吸を停止した。

「楽にしてやる……」

　サイクスはかすれた声で言った。

「そう約束しただろう」
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　ベッドフォード・トラックは工場の中ほどで停止した。

　工藤は素早く前照灯を消し、運転席から周囲を窺った。

　工場の中はしん、と静まり返っている。

　ふと見れば助手席の小野寺技師は正体なく眠りこけていた。

　降下以来の緊張と疲労が一気に緩んだのであろう。

　小野寺を助手席に残したまま、工藤とエミリーはトラックから降り立った。

　黴かび

 臭い空気が鼻孔をつく。薄暗い空間を満たす空気は重く湿り、ひんやり冷たく感じられた。

　トラックの扉を盾にした工藤は、無駄のない動作で周囲を窺った。

　闇に潜む敵はいないか。

　高い場所から狙撃手が狙ってこないか……。

　大きな目を見開き、注意深く観察する。

　上海事変の市街戦で身についた基本動作だった。

　エミリー・カークウッドは、じっとその姿を見つめた。

　ありふれた綿のシャツにズボン姿だが、その下に隠れる強靭な体軀と機敏な身のこなし、そしてよく動く大きな鋭い目つきが、戦士というこの男の生業を示している。

　見たところ、差し迫った危険は見受けられない。

　どうやら安全と判断してよさそうであった。

「ここは何の工場だったのだ？」

　慎重な口ぶりで工藤は聞いた。

「製糸工場です」

　隣に立つエミリー・カークウッドが答えた。

「つい半年前まで何百人もの工員が絹糸を巻き取る作業をしていたわ。この辺りも生産ラインが並んでいたはずよ」

　絹糸は蚕かいこ

 の繭まゆ

 を縒よ

 り合わせて作られる。ずらりと並ぶ金属製のベンチに座る工員は、大抵が女子供であった。

　互いに向き合い、熱い湯でふやけた繭の糸を合わせて背後の糸巻き機械で、ぐるぐると巻き取るのだ。

　さぞかし暑かっただろう。

　工藤は改めて構内を見渡した。

　上方にある明かり取りの小窓以外は換気装置すら見当たらない。

　工員達は汗まみれで一日に十二から十四時間は働く。

　上海の中国人労働者は、大抵そのような生活を強いられていた。

　病気を患えば即座に解雇される。

　多くの労働者は慢性の結核を患い、青白く精気がなかった。怪我程度では応急処置さえ施されず、その場で倒れて死亡しても放置される始末だったという。

　蚕の様だな……。

　工藤は暗い床に散らばる干からびた蚕の骸を見つめた。

　吐いた糸だけをはぎ取られ、用済みと共に打ち捨てられる名もなき生命。絹をまとう上流階級はその事実すらも自らの富と地位の証と信じている。

「この工場の持ち主は、半年前に本国に帰国したわ。その時、労働者は万歳三唱で歓迎すると思いきや、工場閉鎖を止めてくれと懇願したそうです」

「なぜだ？」

　訝しげに工藤は聞いた。

「皆、低賃金で長期間搾取されていたのだろう？」

「ええ。でも工場を閉鎖されたら、働く場所がないのです。職がなければ高利貸しから金を借りることもできず、餓死するか自殺するしかありません」

「悲しい逆説だな」

　そう言いながら、工藤は埃にまみれたベンチの一つに腰掛けた。

「搾取の終わりが死を意味するとは」

「私たちも一緒です」

　エミリーが横に座った。

「この租界から脱出しなければイギリス軍に発見され殺されるでしょう。糸の替わりに設計情報を吐いた小野寺技師も用済みになれば、きっとお払い箱だわ」

「何とかここから脱出せねばならん」

「当てはあるの？」

「いや。正直なところ正面突破しか考えていなかったさ」

　工藤は肩を竦めた。

「引き止めてくれなければ、トラックごと検問に突入しただろう」

「呆れた軍人さんね」

　腕を組んだエミリーは工藤をしげしげと見つめた。

「あなたは確かに、がっちりして腕っぷしも強そうだわ。でも、銃を構えたイギリス兵がうようよいる検問を強行突破するなんて無茶だわ。悟られず、いかに潜り抜けるかを考えるべきでしょう」

「確かにな。だが時節柄、日本人を二人も従えたイギリス人女性は、目立つこと請け合いだぞ」

「二人連れ……」

　エミリー・カークウッドは、工藤の言葉を嚙み締めるように繰り返した。

　何を考えている。

　じっと工藤は眉根を寄せたエミリーの顔を見つめた。

　こいつは作戦図に見入る参謀の風情だな。

　厳しいエミリーの表情にふと工藤はそう思った。

　死地を突破するには飽くなき生への執着心が必要だ。目の前に立つエミリー・カークウッドは今、総身から紛れもない生命力を放出していた。

「イギリス人の夫婦連れを装えば怪しまれないわ」

「夫婦連れ？」

　意外な言葉に工藤は驚いた。

「自分も小野寺も、どう見ても典型的なモンゴロイドだ。逆立ちしたってイギリス人には見えない。残念ながら隣に座るわけにはいかんぞ。それとも、どこかにイギリス人男性の当てでもあるのか」

「ええ」

　エミリーが言った。

「一人思い当たる人がいるわ」

「ほう……」

　じっとエミリーを見た工藤の目に好奇の色が浮いた。

「そいつは意外だ。あんたは結婚していたのか」

「お生憎さま」

　ピシャリとエミリーが言った。

「そうじゃないわ。夫に扮してもらえる男の人に心当たりがあるだけよ。パッカードを持っているし、日本租界とも結構行き来しているから、貴方と小野寺技師をトランクに隠せば、きっと検問は通過できるわ」

「で、その男は信用できるのか」

　エミリーは黙って二度三度と小さく頷いた。

「私に惚れているの。私の言うことなら何でも聞くわ」

「はっ。プリンセスを助ける騎士というところか」

「茶化さないで」

　激しい口調でエミリーは言った。

「物事を真剣に考えられないのですか、少尉。なぜ私たちはここにいるの？　五秒も考えればどうするべきか分かるはずでしょう」

「…………」

「助手席で寝ているのはいったい誰なの。旅客機の設計者なら誰も捜しやしないわ。戦争の運命を左右する戦闘機の設計者だから奪い合うのでしょう。必死で私たちを捜している相手は、私と同じ人種なのよ。だけど彼らは躊躇わずイギリス人の私にも銃弾を打ち込むに違いないわ」

「まあ、そいつは否定できんな」

　憮然とした顔で工藤は腕を組んだ。

「感情はどうであれ、利用するものはとことん利用する。今はそういう時です」

　エミリーの顔に浮かぶ苦悩の色に気づいた工藤は、言い返す言葉をぐっと呑み込んだ。

「それに、困っている日本人を放っておくわけにはいきません。日本は私の第二の故郷ですから」

「日本に何年いた？」

「七年いたわ……」

　エミリーの目が少し遠くなった。

「最初に神戸に降り立ったのは十[image: 丷]

 歳だった。母を病気で失った後、神父だった父は、思い出を断ち切るかの様に母国イングランドを離れ、一人娘の私を伴い布教のためアジアへ赴任した」

　シンガポールのブギスにある聖パトリック教会で司祭補佐を一年半務めたため、父は空席だった神戸の聖栄光教会に着任した。

　一九二九年の夏であった。

　明石海峡を越え、客船が神戸埠頭に近づいた時の風景を、エミリーは今も鮮明に覚えている。

　真っ青な空に六甲山の山並みが映える。

　船が埠頭に近づくにつれ艶やかな山の緑は、手を伸ばせば届きそうなほど眩しく、キラキラ輝く海面とのコントラストに、しばし言葉を失ったものだ。

「海と空と山、人間に必要なものをぎゅっと箱庭に詰めた街。それが神戸だったわ」

　ゆっくり工藤は頷いた。

　海兵時代の練習航海で、何度か神戸に寄港した経験がある。

　異国情緒溢
 れる建物と料理の旨さでは定評がある街で、寄港地の人気は一番だったと記憶している。

　山と海が近いから飯も滅法うまい。

　有馬の温泉も近い。もちろん福原の遊廓目当ても大いにあったのだが、そいつはエミリーに言えない。

「あなたも布教活動をしていたのか」

「いいえ」

　エミリーはかぶりを振った。

「私は大学で日本語を学んだ後、神戸のカトリック系女学校で英語の補助教員をしたの。女子生徒たちは皆育ちが良く勉強熱心でした。私は教えることに生き甲斐を感じていたわ……」

「絵に描いたような教職者だな」

「そう、誰でもそう思うわね」

　エミリーの声が低く翳った。

「人生って一言で言い表わすと誰でも美しく聞こえるものよ。過ちも罪悪も、うわべの仮面からは透けやしないわ。牧師の娘にして敬虔な神の僕しもべ

 ここに眠る。もし、そう墓石に刻まれるのなら柩ひつぎ

 をこじ開けて碑文を消してやる」

　乾いた笑い声を上げた女の言葉が過去形であることに工藤は気づいた。

　薄暗がりの中でその表情は一層暗く、目だけが異様なほど光を帯びて見える。

　女の顔に苦悩の色が浮かぶ。

「いったい何があった？」

　女の目からすうっ、と光が失せ、放心したように力が抜けた。

「二十二になった春のころだった……」

　エミリー・カークウッドは静かに言った。

「山手にあるジャズクラブで、私は一人の男に出会ったの。男の名は大おお

 橋はし

 虎とら

 男お

 。トランペッターだったわ」

「恋に落At　The

 ちたFirst

 のかSight

 」

　こういう台詞は、英語に一日の長がある。

「ええSure

 」

　短く答えたエミリーは話を続けた。

「それも一方的だった。すっかり彼に魅了された私は毎晩クラブに通ったわ。大橋はタイガーというあだ名の通り雄々しく、荒々しくそして驚くほど繊細だった。はじめて口をきいたその晩、私は彼に抱かれたの」

　エミリーは、じっと工藤の反応を見た。

　工藤は押し黙ったまま話に聞き入っている。

「大橋はきれいな男ではなかった。借金まみれで女性関係は乱れ、おまけに麻薬にも手を出していたわ。でも私はお構いなしに彼に尽くしたの。心配した周囲はいろいろ忠告してくれたけど、ことごとく無駄だったわ。当時の私にはあの人の声とトランペットの音しか聞こえなかった」

　エミリーは金属管を震わす音色に聞き入る仕種で目を閉じた。

「教会に刑事がやって来た時、ようやく父は娘の実態に気づいたわ。でも手遅れだった。娘は既に麻薬中毒で教壇に立つのもおぼつかない状態だった。麻薬取締法違反の疑いで娘は逮捕され、学校は懲戒免職になった。父と懇意だった在英協会長ラズボーン卿
 の奔走で何とか執行猶予で済んだ」

「大橋は逮捕されたのか？」

「官憲の捜索をかい潜り、組織の手引きで小倉へ逃げたの。そこから外国航路の客船で国外に脱出したらしいわ」

「行き先は？」

　エミリーは黙ってかぶりを振った。

「その時、父は何も言わず、一切私を責めなかった。警察署から帰る道を二人で歩いた。僅か数マイルの道のりが、私にはフルマラソンの距離に思えたわ」

　エミリーの口から短い嗚咽が洩れた。

「全てを許すことがどれほど辛いか。この歳になって漸く少しだけその重みが理解できるような気がするわ。でも皮肉なものね。それを伝え、心の底から謝罪したい父はもうこの世にはいない」

「生来、人間は弱いものだ」

　工藤は言った。

「清く正しくなどとほざく人間は信用しないようにしている」

　くっく、とエミリーは小さく笑った。

「じゃあ、私は合格なのね」

「ああ。それだけ暴れていれば十分及第点だろう」

　エミリーは大きく見開いた目で工藤を睨んだ。

「その暴君が教会のお守りをしているなんておかしいわね」

「教会はどうなる？」

「ここと一緒よ。来月には畳んでイギリスに戻る手はずを進めていたところでした。父が亡くなって以来、ロンドンの教会本部には新任の牧師派遣を要請し続けたわ。でも一向に着任する気配がない」

「君子危うきに近寄らず、か」

「そうね。上海は仮想敵国たる日本と英米が同じ地面に立って暮らしている唯一の都市です。戦場と化すのが必至の場所に赴任して、みすみす日本軍の捕虜になろうなんて奇特な人はいないわ」

　エミリーは立ち上がった。

「さあ、私も捕虜にならないうちに男と連絡を取るわ」

「エミリー」

　じっと工藤はエミリーの顔を見つめた。

「一人で大丈夫か」

「ええ。ここで待っていて。パッカードと一緒に必ず戻るわ」

　チラッと工藤を見下ろしたエミリーの目に、何か言いたげな色が浮かんだが、黙って戸口に歩きだした。

「腐れ縁ね」

　戸口でエミリーが振り向いた。

「藪から棒に何だ、それは？」

　面食らった工藤を、さもおかしそうにエミリーは見つめた。

「日本では私たちみたいな仲をこう言うのでしょう」

　答える間もなく扉がぴしゃりと音を立てた。

「一蓮托生のお次は、腐れ縁か」

　そう呟いた工藤はベッドフォード・トラックの扉を開けた。助手席の小野寺は幸せそうな顔付きで寝入ったままだ。

　女め。

　妙ちくりんな言葉ばかり覚えていやがる……。

　運転席に這
 い上がり眠りに陥る数秒の間、工藤はそう思った。





　既に時刻は深夜に近い。

　だが、呉軍港に停泊する空母「赤城」の艦橋は慌ただしい動きに包まれていた。

　ハワイ作戦に向けた出撃準備作業におおわらわな上に、突然第一航空艦隊の南雲忠一中将が訪れたのだ。

「機動部隊の集結は十一月十六日。佐伯湾と決まった」

　普段は感情を宿さない南雲中将の目が、鋭い光を放っていた。

「そうですか」

　うむ、とばかりに傍らに立つ源げん

 田だ

 航空参謀は唸った。

　豪胆で知られ、山やま

 本もと

 五い

 十そ

 六ろく

 連合艦隊司令長官の作戦素案を僅か二週間で詳細な攻撃計画にまとめ上げた男の顔も、さすがに今は強張り気味である。

　麾き

 下か

 の航空隊は連日血のにじむような猛訓練を繰り返し、気力、練度共に充実していた。

　だが、剃刀のように鋭い源田の感覚からすれば、まだまだ未熟な面も多く、詰めるべき課題は山積みというのが偽らざる心境であった。

　残り僅か二週間。

　皇国の興廃を賭
 けた大作戦を委ねる完璧な戦闘航空隊を仕上げるには、幾ら時間を投じても不足ということはない。

「参謀の焦る気持ちは分かる」

　南雲中将は源田の胸中を見透かしたように言った。

「だが、限られた時間の中でできることは所詮
 、少ない。雷撃、爆撃共に攻撃の基本形は完成したと私は認識しておる。問題は……」

　南雲の黒い目がひた、と源田を見つめた。

「真珠湾上空に敵機が待ち構えていた場合だ。今までの訓練は、あくまで後方から機銃弾が飛来しない前提で行なってきた」

「奇襲ではなく強襲になる。そうおっしゃりたいのですか」

「うむ」

　艦橋は漆黒の闇に包まれていた。軍港に浮かぶ僚艦の信号灯に、ちらりと目をやった南雲は言葉を継いだ。

「上海の事件が解決しておらん。零戦の墜落と共に降下した三菱の小野寺技師は未だに確保、回収できていない」

「…………」

「昨夜君が辞したあと、山本長官、草くさ

 鹿か

 参謀長と打ち合わせた。強襲の可能性は十分にありという前提で練度を高めよ、との指示が出された。明日からは戦闘機隊を加え、敵機来襲を想定した訓練を早速実施してもらいたい」

「小野寺技師は米英に捕縛され、零戦の驚異的な後続距離は暴かれた。その前提で全てを進めよ。そういうことですね」

「うむ」

　南雲は頷いた。

「既に整備長には、発艦準備の時間短縮を指示した」

「攻撃機発艦前に、艦隊が敵策敵機に発見された場合の対処ですか」

「そうだ。ハワイ沖で発艦にもたついていたのでは敵に防御の準備時間を与えるだけだ。一分一秒ごとに真珠湾上空には敵機が増殖するだろう。つついた蜂の巣に飛び込み、蜜を採るにはそれなりの覚悟と準備が不可欠なのだ」

　南雲の口調に苦渋の色が混ざった。

　自らの航空艦隊が担う主任務が、真珠湾のアメリカ太平洋艦隊攻撃だと知った時、南雲は文字通り愕然とした。

　敵に全く悟られることなく六隻の空母を擁する大艦隊を長駆ハワイ沖まで進めるなど、どう考えても無鉄砲極まりない。

　そう思った南雲は、山本長官に作戦の再考を再三に渡り具申し続けたのだ。

　だが、長官の「開戦劈へき

 頭とう

 に敵主力艦隊を猛撃、撃破して、米国海軍および米国民をして救うべからざる程度にその士気を喪失せしむること」との強い意志にほだされ、いつしかその先陣を担うこととなった。

　それは海戦史上、いかなる国のいかなる艦隊をも成しえなかった。

　いや、実施しようとすら思わなかった革新的な「洋上機動作戦」であった。

　その要は、作戦の秘匿にある。

　機動部隊の行動がベールに包まれ、ハワイ沖に達した攻撃隊が真珠湾上空に襲いかかるまで、その存在が暴かれない。

　それが作戦の雌雄を決する最大のポイントなのだ。

　上海からもたらされた設計技師遭難の報は、その作戦を根底から見直すに等しい衝撃を海軍軍令部にもたらした。

　強襲への対応を主に据えることには、もちろん異論が続出したであろう。

　奇襲あってこそのハワイ作戦であることは、山本長官自身が一番知るところだ。

　源田は山本長官の冷徹で理知的な表情を思い返した。

　長官も苦渋の判断だったに違いない……。

　そう悟った源田の背筋に、ぞくりと寒けが這
 い上がる。

　それは源田が終つい

 ぞ覚えたことのない感覚であった。





　工場の外から原動機の音が聞こえる。

「この世の終わりまで眠り続けるかと心配したぞ」

　工藤少尉は、目覚めた小野寺を覗き込んだ。

　工場内のトラックで寝ていたことさえ忘れるほど熟睡した様子だった。

　ステアリングに上体を預けた工藤は、じっと小野寺の顔を見つめ、簡潔にエミリーが出かけた理由を語って聞かせた。

「あの音はパッカードだ。エミリーが戻ったに違いない」

　工藤は工場の入り口に向いて顎をしゃくって見せた。

　まだ意識が目覚めないのか、小野寺は曖昧な表情のまま目を瞬いている。

「さあ、起きた起きた。お姫様のお出迎えだ」

　工藤は小野寺をせき立て入り口に向かった。

　通用扉の小窓から慎重に暗い外を窺う。

　工場の入り口に大型乗用車が停車していた。点灯したままの前照灯が、うずくまる猟犬の目のように光っている。

　傍らに立つのは女のシルエットだ。こちらを振り向いたその顔は、紛れもなくエミリー・カークウッドだった。

　異常がないことを確認し、工藤はゆっくり通用扉を開けた。

「クドウ……」

　工藤を見たエミリー・カークウッドが、押し殺したように声を出した。次の瞬間、何か言いたげにエミリーの唇が動きかけた。

「ともかく」

　工藤は間合いを嫌った剣士のように短く言い放った。

「車を中に入れよう。この通り小野寺もお目覚めだ」

　天井まである大きな搬入扉を左右に引く。黒塗りのパッカードがゆっくりと工場に進入して来た。

　黒装束で固めた運転手に続き、後部座席に座る男の姿が現われた。

　四十二、三歳といったところか。

　気難しげにブロンドの髪を揺らし、男は革張りの後部座席から降り立った。

　背は優に百[image: 丷]

 十センチを超えている。

　アングロサクソン特有の彫りが深い顔立ちで、どうにも文句の付けようがない優男だ。

　いったい何がご不満なのだ、エミリー・カークウッド……。

「互いのために自己紹介は省略しましょう」

　ボクシングの審判のように工藤とブロンド男の間に立ったエミリーは、日本語に切替え気ぜわしく続けた。

「今、時間は土曜日の十一時を廻ったところよ。租界で遊んだ酔客が帰路につく頃だわ。この人の名はダニエル・コンラッド……」

　エミリーはブロンド男をちらっと見た。

「虹口で外国人向けのアパートメントを経営しているの。最上階はこの人専用のフラットになっているわ」

　虹口といえば日本租界の中心地だ。

　工藤は自らの記憶を辿
 った。

　確かに共同租界の西側から日本租界へのルートは結構往来が激しい。エミリーの言う通り、虹口では欧米人を見かけることも多い。

　事変後の警邏中も虹口では、よくイギリス人絡みの暴力事件が起きた。

　手に負えないと判断した時は、伝令を共同租界側に走らせ、駐留イギリス軍の応援を頼んだこともしばしばだった。

「今宵、コンラッドは婚約者の私とそこへしけこむってストーリィよ」

　なるほど……。

　エミリーの立てた筋書きに不自然さは感じられない。

「で、我々は？」

「トランクに隠れてください。この人は昨日から商用で何度も日本租界と往復したらしいけど、トランクは一回も開けろと言われてないそうよ。所詮
 は兵隊も人間だわ。徹底的に調べると言っても、手を抜けるところは抜きたいものよ。頻繁に通過する人は顔パス状態になっているのだわ」

「そいつは願ってもない」

　工藤はパッカードに近寄り、運転手にトランクを開けるよう指示した。

　さすがはパッカードだった。

　トランクの開口部は横幅もたっぷりあり、奥行きも十分に深い。

　大人二人が横になれる場所は確保できそうだ。

　一緒に覗き込んだ小野寺は、何やら内張りの辺りを子細に確認している。何か設計者の心を揺さぶる物でもあるのか。

「急ごう」

　小野寺から視線を外し、工藤はエミリーに向き直った。

「この機会を逃す手はない」





　黒塗りのパッカードは蘇州河沿いの道をひた走った。

　川沿いの道路はゆるやかに蛇行している。

　右側にはレンガ造りの倉庫が立ち並んでいる。左側は蘇州河だが、月に照らされた川面が墨汁を流したように、てらてらと光って見えた。

　助手席に座るエミリーは、ステアリングを握る男の横で押し黙っていた。

　後部座席に二人、さらにトランクに二人と重量物が後方に集中したせいで板バネに隙
 間がない。

　ちょっとした段差でも鋭い突き上げが来る。

　その都度、横に座るコンラッドは短い呪詛の言葉を吐いた。

　この男を連れ出すまでのやり取りをエミリーは思い出していた。

　コンラッドは、幸いにもエミリーらが追われている事実を知らなかった。

　だが、ただならぬエミリーの気配を察知したのか、コンラッドはエミリーの提案をなかなか受け入れようとしなかった。

　埒が明かぬと見たエミリーは切り札を使った。

　もし日本租界に脱出できたら、コンラッドと一夜を共にする約束をしたのだ。

　男は危険と欲情とを天秤にかけた。

　そして、結果的には自分が動物であることを有体に露呈した。

　コンラッドとは五年前の教会慈善パーティで出会った。

　事業家の典型的な二代目と言えた。仕事もそこそこに女の尻を追う。その癖、自尊心だけはどの摩天楼よりも高かった。

　最初にもっと冷たくしておくべきだったわ。後になってエミリーは真剣にそう後悔したものだ。

　一見極めて普通、いやそれ以上に見える男の風貌や態度に疑いも覚えず、誘われるままに食事や舞踏会を共にした。

　そして、コンラッドはあっさりエミリーに心を奪われた。

　上海に棲息する蠱こ

 惑わく

 的な女性達に飽きた目には、エミリーの飄ひよう

 然ぜん

 たる立ち振る舞いが新鮮に映ったのだろう。

　それからというもの、コンラッドは執拗にアプローチをかけて来た。

　だが、高額なプレゼントや桁外れな教会への寄附金などの行動がエスカレートするにつれ、牧師の父も不信感を覚えた。

　そして資産家であるコンラッドの父に、娘にその気がないことを明確に告げたのだった。

　さすがに相手は牧師の娘である。

　それ以来自制心を働かした様子に見えた。

　だが、父の死後、この男は再び頻繁に訪ねてくるようになった。無類の女好きは何かと理由をつけてはエミリーを口説く機会を窺っていた。

　パッカードに乗り込んでからも、コンラッドは何度もしつこく確認した。

　日本人を降ろしたら、一緒に来るのだな。

　そう何度も繰り返した。

　口を開けば反吐を吐きそうで、エミリーは黙って頷くばかりだった。

　それを緊張のせいと受け止めたのか、コンラッドは満足げに鼻を鳴らし、体を革張りの座席に沈めた。

　ガス会社の巨大な建物を過ぎて少し走ると、前方に蘇州河を跨ぐ老閘橋が見えて来た。

　二十二時四十分。

　パッカードはゆるい坂を駆け上がり左に曲がった。真正面に検問所が見通せる場所だ。

　エミリーは闇にじっと目を凝らした。

　さすがにこの時間になると歩いて渡る人は少ない。

　橋の手前に設けられているのは共同租界側の検問所である。

　左右に歩哨
 が立つ小屋が立ち、その間に鉄条網とパイプで作られたバリケードが設けられている。

　乗用車が数台検問所付近で停められている様子が望めた。

　一台一台に茶色の制服を着たイギリス軍兵士が数人ずつ群がり、何やら車内の人間とやり取りしている。

　よく見れば車から降ろされ、小屋に連れて行かれている者もいるようだ。

「何ということだ……」

　突然コンラッドが呻くような声を出した。

「どうしたの」

　男のただならぬ様子に驚いたエミリーが声を上げた。

「兵隊の赤いベレー帽を見ろ」

　コンラッドは叫んだ。

「あれは近衛連隊だぞ」

「近衛連隊ですって。いつの間に交替したの？」

「分からん」

　コンラッドはひどく混乱していた。

「だが、これでは顔パスは通用しない。近衛連隊の連中は私の顔を知らん。それに奴らは、すご腕の精鋭部隊だ。きっと隅から隅まで徹底的に調べるぞ」

「でもここまで来たのよ。もう後戻りはできないわ」

「しかし」

「運を天に任せるしかないわ。さっ、行きましょう」

「じ、冗談じゃない」

　言い争う間に、小銃を担いだ二人の兵隊が近づいて来た。

「グッド・イーブニング、ミス……」

　年とし

 嵩かさ

 の薄い鬚をたくわえたほうが声を出した。

　曹長の袖章が夜目にも黄色い。

「今夜は寒いですね」

　エミリーはすかさず窓を下ろし、にっこり微笑みかけた。

「ご苦労さまです」

「私は近衛連隊第三中隊のマクレガー曹長です。お二人はこれからご自宅にお戻りですかな」

「そうだ」

　コンラッドの甲高い声が代わりに答えた。

　明らかに語尾が震えている。

「昼間とは違う兵隊さんだな。いつもは簡単に通してくれるが」

「晩の十時以降は我々近衛連隊が詰めております。当初からそうですがね」

　眉をひそめ曹長は言った。

「簡単に通す、とはいったいどういう意味ですか」

「要は急いでいるのだ。さっさとここを通してくれないか」

　苛々とした口調でコンラッドは言った。

　曹長はゆっくり首を振った。

「いえ。例え目の前におられるのがウィンストン・チャーチル首相閣下であろうとも、チェックなしではお通しできません」

「馬鹿な……」

「規則です。車の中を改めさせてもらいたい」

「私は知らない」

　不意に声が洩れた。

「何ですと？……」

　曹長が訝し気に聞いた。

「知らんのだ」

　運転席からコンラッドは大仰に手を広げた。

「全てこの女が勝手に仕組んだことだ。そうだろう、エミリー」

「エミリー……」

　若い二等兵のジャック・ランドールが即座に反応した。

「曹長殿、手配されている女の名前です」

　曹長の眉根がぐいと寄った。

「まさかジャック。この女はエミリー・カークウッドか」

　トランクで息を潜める工藤と小野寺は、息を殺してこのやり取りを聞いていた。トランクを開けられるのは時間の問題だ。

「少尉……」

　暗闇で小野寺が小声で囁いた。

「実は非常時のためにと開口部のヒンジを抜いておきました。いつでも内側からトランクを開けられます」

「そうだったか小野寺」

　感心したように工藤は言った。

　小野寺は最初から脱出を想定して仕掛けを考えていたのだ。技術者らしい判断と行動が功を奏している。

「では、合図したら車の外ヘ出るぞ」

「エミリーさんはどうするのです」

「残念だがこの状況では助けようがない。今は自分のことだけを考えるのだ、小野寺」

　マクレガー曹長は呼子を吹き、たちまち五、六人の兵隊が走り寄って来た。

「今だ！」

　合図と共に二人はトランクの蓋をはね上げ、外ヘ飛び出した。

「曹長殿ーっ」

　そう叫ぶランドール二等兵の下顎に、工藤は見事なアッパアカットを見舞った。

　工藤と小野寺に気づいたマクレガー曹長の目が驚愕に見開いた。

「その日本人を捕まえろ」

　奪った小銃を腰溜めに構えた工藤は、イギリス兵の足元に連射して相手をひるませ、その隙
 に背中を向けて叫んだ。

「河に飛び込め、小野寺」

　一瞬の躊躇いもなく小野寺の姿は欄干を越え、もう一度相手に小銃弾をばら撒いた工藤が続いた。

　手錠をかけられパッカードから降りたエミリー・カークウッドに見えたのは、蘇州河に身を躍らす工藤の背中であった。

（下巻につづく）
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